


P56

P61

P77

P91

P92

P141

P148

浪 岡 城 跡 V正 誤 表

PL27 写 真  天 地 逆

2行   鉄 腕 玉 …一 一 >鉄 砲 玉

ST143  写 真  天 地 逆

9行  SE→ SE44

8行   約 350∽ ま え→ 約 35002ま で

5行   金 属 的
―

金 属 的

32行  皿状 銅 製 品
―

阻状 銅 製 品 (339)



昭和56年度浪岡城跡発掘調査報告書

浪 岡城跡 V

浪岡町教育委員会



発 刊 に あ た っ て

浪岡城が国の史跡に指定されたのは、昭和15年 2月 10日 のことです。それ

以前から浪岡北畠氏の居城として浪岡城跡が津軽史における重要な位置を占

めていたことは周知の事実でしたが、文献記録が稀少だったため充分に意を

つくされた評価を受けていたとは申せません。

しかしながら昭和40年代には、史跡地内の公有化事業に着手し、史跡指定

地内の87%は公有化を完了、同52年からは歴史的解明のために発掘調査を継

続してまいりました。

発掘調査によって知られるようになった数多 くの事実は、まさに北畠氏居

城 としての豊かな経済力とそれにともなう精神文化の存在をより明確にする

ものでした。それゆえに、浪岡城跡は先人から受け継いだ貴重な文化遺産 と

して、後世に語 り継がれ、活用されるよう保存してゆかなければならないと

確信しております。

今後、浪岡城跡は「史跡公園」 として整備してゆく計画ですが、未知の分

野なため幾多の困難が予想されます。関係各位には、発掘調査のみならず環

境整備に関しても貴重なご指導、ご鞭撻をいただきますよう切にお願い申し

上げる次第であります。

昭和58年 3月 31日

浪 岡 町 教 育 委 員 会

教育長 村 上 良 民



例     言

1。 本書は、史跡浪岡城跡環境整備計画策定のため昭和56年度に実施した発掘調査の報告書

である。

2.発掘調査は、国・県の補助を受け、総事業費12,000,000円 で浪岡町・浪岡町教育委員会

がおこなった。

3.発掘調査および整理作業は、昭和56年 6月 1日 から昭和58年 3月 2日 までおこなった。

4。 本書は、本文 5項目、挿図 (Fig。 )74枚、図版 (PL.)102枚、表 (Ch。 )86枚で構成し、

執筆はH調査の経過を唐牛芳光が、他を工藤清泰がおこなった。

5。 挿図 (Fig.)・ 図版 (PL.)・表 (Ch.)で示した遺物ナンバーは、報告用の通しナンバー

であり、固有ナンバーは表 (Ch.)中に表示してある。

例
81       F53     S Tl13    d    フク土   P827
調査年度  発掘グリッド  遺構名  小区分   層位   固有配

7.本報告書の編集に関して、昭和56年度調査の遺構 。遺物に関係ある資料は既に報告済の

ものでも使用することとし、浪岡城跡の全体像が理解しやすいようにした。

8。 遺構の記述で、出上遺物の点数を述べたものは破片数であり、 1個体分のものはそのつ

ど言己述するようにしている。

9。 発掘調査および遺構 。遺物整理の段階で、下記の関係機関のご指導・ご助言をいただい

た。記して感謝申し上げる次第である。

文化庁文化財保護部記念物課、青森県教育庁文化課、弘前大学教育学部考古学研究室、

八戸市教育委員会、上ノ国町教育委員会、弘前市教育委員会。
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I 調査に至る経緯

昭和56年度の発掘調査は、下記の調査要項に則しておこなった。

昭和56年度史跡浪岡城発掘調査要項

1.調査の目的

史跡浪岡城跡は、北畠氏の居城として県内でも有数の城館であり、浪岡町では F史跡公園』

として整備する計画である。

昭和53年度から継続している発掘調査の 4年目にあたり、浪岡城跡の主郭と推定される北館

を中心に発掘調査をおこない、遺構ならびに遺物の検出に努める。

2.調査期間

発掘作業  昭和56年 6月 1日～■月 4日

整理作業  昭和56年11月 5日～昭和58年 3月

3。 調査対象地域と面積

浪岡城跡北館 (青森県南津軽郡浪岡町大字浪岡字五所地内)

3,000m2

4.発掘参加者

特別調査顧間  虎尾 俊哉   弘前大学教育学部教授 (現国立歴史民俗博物館教授)
〃    村越  潔   弘前大学教育学部教授
〃    佐々木達夫   金沢大学文学部助教授
〃    高島 成侑   八戸工業大学助教授

調  査  員  宇野 栄二   浪岡町文化財審議委員
〃    葛西 善一   浪岡町文化財審議委員
〃    佐藤  仁   弘前高等学校教諭
〃    奈良岡洋一   藤崎園芸高等学校講師
〃    小笠原 勲   浪岡中学校教諭
〃    村上  巌   浪岡中学校教諭

調 査 事 務  工藤 清泰   浪岡町教育委員会

調査協力 員  相田陽子・小倉睦子・伊藤康子・羽澤多鶴子 。三ッ橋容子・間山祐司・

奈良岡淳・及川清隆 。大西善二・亀山緑・神篤志・西山剛・木村浩―・

徳差義男 。西野緑 (以上弘前大学学生)坂本拓郎 (青森大学学生)平野

康人 (札幌商科大学学生)武田嘉彦・対馬幸彦 (東北工業大学学生)三

浦寿徳 (東海大学学生)

[__  _
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調査補助 員  斎藤とも子・対馬桂子・伊藤フサ・佐藤芙美子・伊藤圭子・常田紀子・

成田和佳子・葛西静枝・唐牛芳光・工藤喜代美 。清野将彦

調査作業 員  工藤瑞枝・山内ヤエ・奈良岡昭枝・奈良岡英子・村岡せい子・工藤ツソ・

木村栄子・石沢ムツ・三上 トキエ・小笠原昭子・工藤初枝・成田昭子・

常田節子・猪股みむゑ。有馬みよ・山田陸奥子・石村龍子・佐藤ヒサ子・

大川良子・太田とし子・山平まさ子・佐々木愛子・成田弘子 。木村レイ

子

5。 調査主体者

浪岡町 町長 平野良‐   青森県南津軽郡浪岡町大字浪岡字稲村101の 1

6.調査担当者 (事務局)

浪岡町教育委員会 社会教育課

青森県南津軽郡浪岡町大字浪岡稲村 101の 1電話番号017262-3001(内 線324)

教育長    村上良民

社会教育課長 小笠原武芳 (昭和57年 4月 1日退職)〔現在 中畑康一〕

社会教育係長 常田典昭

同  主事 工藤清泰

同  主事 長谷川理

同  主事 成田和子

7.調査項目

昭和54年度から浪岡城跡の主郭と推定される北館を中心に調査を進めてきた。本年度も、北

館平場を平面的に調査し、遺構の検出と配置関係の把握に努めて遺物等の比較から当時の生活

状況を復元するよう努力する。

8。 調査の方法

a)発掘は、グリッド方式に拠り、グリッドの 1単位は10m× 10mでぁる。

b)グ リッドの表記は、南北線をアルファベット、東西線を算用数字で表わすものとする。

(南北線N-26°一W)

C)実測図は、遣り方測量と平坂測量を併用する。縮尺は、原則として1/20を使用するが目

的によって使い分ける。

d)堆積層の表記は、ギリシア数字とし、間層 。遺構の覆上の場合は算用数字を用いる。

e)遺構の掘り下げは、四分法に拠り、検出の早いものから通し番号を付ける。

f)遺構の略称は以下の通り・である。

掘立柱建物跡 SB    堀  跡   SH   竪穴状性格不明遺構 SX
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竪穴遺構   ST    土居・土塁跡 SA

濤  跡   SD   井 戸 跡  SE
g)遺物の取り上げに際しては、発掘区・層位 (レベル)。 日付を記載し、実測図にポイント

を入れる。

9。 発掘作業後の整理

遺物は、洗浄 。注記・写真撮影等の基本整理をし、報告書作製のため遺構実測図・遺物実測

図の洗浄をおこなう。

10。 報告書の刊行

浪岡町教育委員会が次年度 (昭和58年 3月 )ま でに刊行する。

浪岡城跡の位置

一ヽヽ一恥
辞）
■
一
　

卜
］

:革i:名:|1頁
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Ⅱ 調査の経過 (調査日誌より)

5・ 25 第 1回調査打合せ会を開催。

6・ 1 発掘調査開始。グリッドを仮設。年後からは雨天となり、作業の準備に終始する。

6・ 2 昨年度の杭を基準としてグリッドを設定c M52・ 53区 より表土象」ぎを開始。K53区第

I層から漆の接合痕がみられる白磁皿が出土する。

6・ 3 B.M.L(標 高37.500m)の設定。MttS X52よ り遺構の掘り下げを開始する。

6・ 4 L53区 より鐸、青磁酒会壷蓋が出土。作業経過把握の撮影のため、ロータリングタワ

ーの組み立てを行う。

6・ 8 K53地 区に、粘上で固定された礎石が検出される。 S T 101(80'S T83)掘 り下げ開

始。

6。 9 K L53地区における柱穴配置の平板実測を行ったところ、白色粘上の入った柱穴が大

規模に検出された (SB5)。

6・ 12 雨天。室内作業では、昨年度報告書作成のための主要遺物の実測等を行う。

6・ 19 D53区 S T104よ り舞出土。E～M52・ 53区の素掘りがほぼ終了する。Hラ インより

北をA区・南をB区 とする。

6・ 20 S T105を確認後D54区へ拡張する。

6・ 22 トランシットを用いてグリッドの軸を確認し基準点を設定。

6・ 24 遣り方の実測の基点となる杭を設定する。

6・ 25 S T104の フク土から銅管が出土する。

6・ 26 S T104・ 107の平板実測、 S T 100、 S X52よ り遣り方実測を開始する。

7・ l E 53区 S Tlll(十 日)と重複するS T 103(新 )の ほば中央付近の床面より馬具 (轡 )

が出土する。

7・ 3 E52区 S Tl15床面より多量の炭化萱、灰が出土。

7・ 8～ 9 H52区 S T121覆土上層に多量の灰の層が有り、この層より多量の遺物が出土する

(鐸、舞、小札、火箸、釘、古銭約30枚、陶器は約 5片だけ)。

7・ 13 2日 より掘り下げているF53区 S Tl17は、50cm程の深さで、西側は床面だが、東

側に多量の灰が検出され、これを取り除くと、更に70cm程の深さに床面が検出される。

7・ 17～ 8・ 25 弘前大学考古学研究室の学生が調査に参加する。

7・ 20～23 RABが、特別番組のため取材に訪れる。これは、11月 に「白いたんぽぽ」とし

てTV放映される。

7・ 23～25 調査に参加している学生により、 139。 40区 (堀)の壼掘り調査を行う。染付・

青磁・志野・須恵器 。木製品 (桶底等)・ くるみを出土する。
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7・ 25 F～ 151区、H・ 147～ 50区の素掘 りが終了する。

7・ 27～29 第 2回児童による発掘調査を行う。この期間中に、K・ L52区 S T131越前壷、 I

52区 S T 102瓦器脚、K53区 S T130瓦器手焙り、 151区 S T134刀等が出土している。

8。 3 150区 S E42に北東隅柱、東側板が炭化した状態で検出、 8日 に全体が出土する。 I

52区 S T102よ り刀・火箸、釘、 6日 に床面直上より刀、 7日 に銅板が出土する。 J52

区S X70よ り土師器内黒碗が出土する。

8・ 6 J53区 S T 128よ り古銭 2枚が重なって出土する。上の古銭の中心穴の角の回り4箇所

に、小さい丸穴がある。

8・ 7 152区 S E43(S T 126)よ り多量の灰が、 8日 には美濃 。白磁・染付が何片かまとま

って、17日 には集石が出土するが、後にビニール片が出土し掘下げ中止となる。

8・ 9～ 16 盆休み

8・ 20 F53区 S B13付属柱穴より銅製毛抜きが出土する。

8・ 21 昨日から掘り下げているS D32出 土遺物が約70片にも上り、平板測量によリポイント

を押さえる。最終的には、須恵器甕、重、土師器甕、不、一部酸化須恵器不も含み約

260片が出土する。この遺構は全体が黒色土に覆われていることから、北畠時代には既

に廃絶されていたと考えられる。

H50区より80'H55区 S X48よ り出上した瓦器火鉢口縁部片の同一破片、茶臼 (上 )、 石

鉢片口部が、H51区 より鋏、小刀 (柄部残存)が出土する。

8・ 24 H・ 148区にS B18・ 19の 2棟が検出される。

S E42井戸枠を取り上げる。手斧痕が明瞭である。洗浄後、拓本取り、注記を行う。

8・ 25 S E42井戸枠を深さlm程で復元する。

G51区 S T 144よ り鉄製品が多量に出土する。

8・ 26 トランシットを用いた未設定部に、遣 り方実測の基点となる杭を設定する。

8・ 27 G51区 S E48よ り多量の灰が検出される。

H51区 S X86(小土拡)か ら須恵器甕・土師器甕・須恵器赤焼き皿が出土する。

H51区 S T140よ り手引金が出土する。

F G51区 S E50よ り多量の陶器が出土する。

8・ 29 148区 S X75(後 にS E51)掘 り下げ開始。

9。 1 148区 S T 145は、出土遺物が豊富なことから土城、工房的性格と考えられる。

9・ 5 S T 145よ り美濃瀬戸系褐釉水滴が出土する。

9。 7 Hラ イン47～52区のセクション図を作成する。

9・ 9 L53区ピットを掘り下げたところ、白磁・青磁・染付が14片 も出土する。

9。 16 L53区攪乱層より径 4 cm、 高さ 4 cm、 3箇所に穴があり、内 1箇所に輪がついている
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銅製品が出土する。

9。 18 S B13柱穴配置図作成。SEの精査を開始する。

9。 19 現場説明会を行う。

9。 21 158区 S B18柱穴より石臼が出土する。

9。 22 S T 145床面より多量の灰が検出される。                          コ

9。 29 148区 S X75(井戸)、 K52区 S X80(石組遺構)の掘り下げを開始する。

10。 l S X75は 150clnまで掘り下げるにつれて、陶器・石、陶器・鉄製品、石、獣骨、石と出      小

土する。それより下層は、黒色土の掘 り下げによって木枠が検出される。枠内の覆土

からは、鍬・下駄・桶底 。杭・枝等の木製品が出土する。 S E51に変更。

S X80は炭化物を含んだ多量の粘土層の下に、石組 (292個の石で長方形に組んである)

が検出される。

10・ 3 K52区 S X81よ り多量の上師器・須恵器が出土する。

10・ 12 補助員は全面的に平面実測体制をとる。 S D32床面より粘土塊が出土する。 S T151

より高台のある土師器郭、箆書記号のあるひだすき須恵器坪が出土する。

10。 17 ST■4は S E55と して掘り下げを完了した。周囲にS F22有 り。

10。 23 G53区 S E57よ り火箸が出土する。

m・ 4 今年度調査区全体の平面実測が終了し、56年度発掘作業が完了する。

11・ 7 初雪。整理作業のための引越しも終 り、現場を離れる。

この後、昭和55年度発掘調査報告書作成のための整理作業が 2月 末まで行われる。

(唐牛芳光 )
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PL.2 発掘調査スナップ

児童による

発掘調査



ⅡI 検出遺構と主な出土遺物

本年度の主な検出遺構としては、掘立柱建物跡 9棟、竪穴遺構48基、井戸跡19基、濤跡12本

性格不明遺構約30基があり、他に焼土範囲の確認もあったが、かまど。炉跡と認めかねたため

遺構の中には含めなかった。今回は平場だけの調査ということもあり、掘立柱建物跡の検出が

特徴的で、昭和55年度調査区および昭和57年度調査区に重複するものも一括して報告するよう

努めた。調査区は、北館のほば中央部分であり、掘立柱建物跡 。竪穴遺構・井戸跡の重複はか

なり激しい。特に、B区 (Fig。 5)南半部は遺構確認面が削平されているため、遺構と遺物が

混然として正確に新旧関係を把握できなかった。

発掘区の層序と時代一一Fig.7で示した層序は、発掘区中央を東西に断じたセクション図で

あり、比較的遺構確認面の保存が良好な部分である。1層は表土層であり旧耕作面と考えられ、

2層・ 3層が柱穴や竪穴遺構の確認面である。 3層以下の層位からは陶磁器がまったく出上し

ない所から3層上面が当城跡の初期形成の時期、 2層 は遺構検出が最も多いことから繁栄期の

面とみて大異はないであろう。また、 S D32は その出土遺物が土師器・須恵器に限られること

から城館期以前の遺構と考えられる。いづれにしても、層序の幅が狭 く攪乱が激しいため、遺

構の明確な時期変遷は今後の課題として残っている。

Fig。 7 H48～ 52層序図

際

-3650m

・ A古銭(C294)

・ B美譲灰釉皿(P2074)

・ C美濃灰釉皿(P207a)

。D悟鉢(P2060)
。E鉄打(F921)

・ F十 日甚皿(P2059)
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PL.3 発掘調査区全景 (西側から)

PL。 4 発掘調査区全景 (南側から)

― - 11 -―



1.掘立柱建物跡

掘立柱建物跡は 9棟の検出であるが、 F o G53区、L53区等でも柱穴の配列が認められ、建

物跡ないしは柵列等の存在が予想される。しかし、精査が不充分だったため明確な把握には至

らなかった。以下検出された掘立柱建物跡の概略を述べる。

S B05(Fig。 5。 Fig.8。 Ch.2)一一 K・ L o M53・ 54区で検出した 5間×7間の規模を有

する建物跡。長軸方向はE-12°一Nであり、東側・南側 。西側・北側の一部に一間の庇を有す

る。柱穴の形状は方形、深さは50cln前後のものが多い。S D16(旧・昭和55年調査)、 S D06(旧・

昭和55年調査)、 S T101(新旧不明)、 S B10(新 旧不明)な どと重複している。

s Blo(Fig。 5・ Fig.9 oCh.3)一 一 K・ L o M52・ 53区で検出した 8間×5間の建物跡。

長軸方向はN-2.5°一Wと ほぼ磁北に向き、南側と西側に庇を有するようだ。北側には 1間 × 1

間の張り出しがみられ、西側北半はL字状に折れ曲った柱穴配置を呈する。主屋部分は、柱穴

の大きさが外縁部より大きく構築され、配置から3部屋ほどの部屋割りが認められる。柱穴の

形状は方形、大きさは一辺50～60cmの ものが多く、深さは50cm以下に集中する。本建物跡と重

複する遺構としては、 S B05(新旧不明)、 S T100(十日)、 S T132(新 )、 S T130(新 )、 SD

16(十日)、 S X78(新 旧不明)な どがある。

S B12(PL.5。 Fig.4・ Fig.loo Ch。 4)一一 E・ F51・ 52区から検出し、一部昭和57年度

調査区と重複したため、図面は両年度のものを使用して作製した。規模は 7間 ×5間、長軸方

向がE-14°一Nの示し、西側と南側に庇を有する。柱穴の形状は方形のものが大部分で、深さ

50cm以上のものが多く比較的しっかりした構築である。長軸 7間のうち西側 3間 と東側 4間で、

柱穴の数に相違がみられ、東側は 4間 ×5間の広いスペースが存在し本遺構の特徴となってい

る。重複する遺構としては、 S B20(次年度報告予定・新旧不明)。 ST■5(十日)がある。

S B13(PL.6・ Fig.5・ Fig■ 1・ Ch.5)一一 J53区検出の 2間 ×3間の建物跡。長軸方向

はやや歪んだ状態でE-4°一Nを向く。柱穴は方形の構築と思われるが、重複等によって明確

な形状では検出されず、円形・不整形を呈している。深さは40～ 80cmと ばらつきが認められる。

重複する遺構としてはS T128(1日 )。 S E44が あり、 S E44は本遺構の中に内包されるが構築

時期については不明である。

S B14(PL.7・ Fig.4・ Fig.12・ Ch.6)一一 H・ 151・ 52区から検出し、張り出し部分も

含めて長軸 8間、短軸 4間の規模を有する。長軸方向はE-16°一Nであり、東側に 1間×2間

の張り出し、西側および南側に庇状の柱穴配置がみられる。柱穴は方形基調で、深さも一部を

除き50cm前後と安定している。またPit 9・ Pitlo・ Pit20では根堅めと考えられる小石も検出し

た。重複する遺構には、 S T102(新 )・ S T125(十日)。 S T133(十日)・ S X64(十日)S X74(新

旧不明)S E43(新旧不明)S E52(新旧不明)。 S D33(旧 )な どがある。

S B15(PL.8・ Fig.4・ Fig。 13・ Ch.7)十一 F・ G52・ 53区から検出した 4間 ×2間の建

―- 12 -―



Fig 3 SB05実 測図
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Fig。 9 sB10実測図
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Fig.lo SB12実測図
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PL.5 SB12検出状況 (南側から)

PL.6 SB13検 出状況 (西側から)
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Fig.1l SB13実測図 桂穴断面図の標高は3750mで ある。
柱穴間の計測値単位はCmでぁる。
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Fig.12 SB14実測図
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PL.7 SB14検出状況 (北側から)
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PL.8 SB15検 出状況 (北側から)
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Fig.13 SB15実測図

桂穴断面図の標高は37.50mで ある。
桂穴間の計測値単位はCmで ぁる。
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PL。 9 SB17検出状況 (北側から)
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物跡。長軸方向はN-21°一Wであり、南側に一間の庇状柱穴配置がみられる。柱穴は方形基調

で、深さも40～ 70cmと 幅がある。重複する遺構には、 S Tl18(新 )。 S T 120(1日)な どがある。

S B17(PL.9・ Fig。 6・ Fig.14・ Ch.8)一一 H・ 149区から検出した遺構で、全体に黄白

色粘上を貼った上に、深さ20cm前後の柱穴配置がみられる。柱穴はN-8°一Wの方向に並び、

2～ 3列で 6間の規模を有する。柱穴の深さ、位置関係から掘立柱住居とは考えられず、柵や

簡易な小屋等を推定した方が良いかもしれない。粘土もしまりが弱いところから、床面として

使用していたものではないだろう。粘上の直上から無釉悟鉢が一片出上している。

S B18(PL.lo・ Fig。 6・ Fig.15。 Ch.9)一一 H・ 148・ 49区から検出した掘立柱建物跡。

母屋部分は 6間 ×4間で、東側に 2間 ×2間、西側に 2間 × 1間の張り出しを有し、総規模は

6間 ×7間 となる。母屋の長軸方向はN-14°一W、 庇にあたる部分はみあたらず、3～ 4部屋

の部屋割りがありそうだ。柱穴は方形基調で35～70cmほ どの深さを有する。重複する遺構には、

S B19(新旧不明)、 S T 137・ S T 142・ S T 143・ S T147(新 )、 S T 151(十 日)。 S T 145。 S

T148(新旧不明)がある。

S B19(PL.lo・ Fig.7・ Fig,16・ Ch。 lo)一一 H・ I・ J48・ 49区で検出した掘立柱建物跡

であるが、全体の範囲を確認するまでに至っていない。おそらく6間 ×5間の規模で、長軸方

向がN-14°一Wで S B18と 同様の方向を示し東側。北側の一部に庇が存在する。柱穴は方形基

- 25 -―



PL.10 SB18・ SB19検出状況 (北側から)

調で深さは60cm以 上のものが多い。重複する遺構は S B18(新 旧不明 )、 S T147(新 )。 ST

151(旧 )な どがある。

以上.掘立柱建物跡についてみてきたが、'こ の他に Fo G53区 (PL.11)で も 7間 × 3間ほど

の柱穴配置がみられ、 L53区でも昭和55年度調査区から連続する柱穴が存在する。しかし、い

ずれも明確に建物跡とは認められず、概状の遺構 と考えるのが妥当であろう。また、 148区で

検出された柱穴 (S B19付属柱穴)の中には、使用不能になった茶自の下臼が倒立した状態で

置かれ (PL.12)、 礎石 とは言わないまでも柱を固定するための根堅め的機能があつたと考えら

れる。

柱空間の長さについては、
~般的に200cm前後の基準で構築されたものが多 く、昨年度 と同様

の結果がでている。

掘立柱建物跡計測表

遺 構 名 規  模 長軸方向 1間あたりの長さ(平均) 備 考

S B05

S B10

S B12

S B13

S B14

S B15

S B17

S B18

S B19

7間 ×5間

8間 ×5間

7間 ×5間

3間 ×2間

8間 ×4間

4間 ×2間

6間 ×一―
7間 ×6間

6間 ×5間

E-12° 一N
N-25° 一W
E-14° 一N
E-4° 一N
E-16° 一N
N-21° 一W
N-8° 一W
N-14° 一W
N-14° 一W

205 5cm

201 7cm

198.8cm

203,2cm

200.6cm

202 3cnl

141 6cm

203 9cm

197 2cm
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PL.li F・ G53区柱穴出土状況 (南側から)

PL。 12 148区検出の茶臼が置かれた柱穴

―- 27 -



Fig.14 SB17実測図

柱穴断面図の標高は37.50mで ある。
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Fig。 15 SB18実 測図
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Fig。 16 SB19実 測図
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2.竪穴遺構

竪穴遺構 と報告するものの中で、付属する柱穴がなく上屋構造が明確でない一群は、土拡的

な性格も有するが、調査過程での遺構ナンバーとそれと相関する遺物の対照を明確にするため

あえてSTの略称を使用している。浪岡城跡検出の竪穴遺構に関する概念は以下の通りである。

(1)形態は方形基調である。

(2)床面検出の柱穴から上屋 (覆屋)が存在したと認められる。

(3)廃棄時期は、覆土から出土する遺物が近世以後のものがないことから中世と考えられる。

以上の 3点 は基本的概念であり、他にに)舌状スロープの出入口を有する、(5)かまど・炉跡が

付属しないことから炊事はおこなわれない (ただし、この時期には移動式かまどや火鉢の類が

使用されていることから一概には言えない面もある)、 (61覆土堆積が人為的埋没の状況を呈す

る、などの特徴がある。

本遺構の性格については、倉庫 。簡易住居・作業場などの機能を有する多目的な遺構と考え

ている。

S T 100(PL.13、 Fig.17、 Ch.11)一一M53区検出。長軸285cm、 短軸275cm、 深さ54cm。 東

側に舌状スロープの張り出しがあり、その方向はN-85°一 Eである。床面直上に灰の分布がみ

られる。柱穴は西壁 。東壁端に 3個ずつ配置される。出土遺物には、青磁碗・白磁碗・美濃灰

釉皿・唐津 。溶解物付着土器・鉄製品・銅滓などがある。 S B10(新)の重複がある。

PL.13 ST100(東 側から)

- 33 -



PL.14 ST101(東側から)

S T 101(PL.14、  Fig 18、  Ch.12)一――L53・ 54区検出。 長軸 480cm、  短軸 420cm、  深さ66cm。

東側にPit l、 Pit 2を付属する張 り出しを有し、その方向はN-87° ―Eである。本遺構は、昭

和55年度調査区の S T83と 同一遺構である。柱穴配置は、壁面に隣接した状態で10個 (Pit 2

～Pitll)み られる。出土遺物は覆土からだけで、青磁碗、染付皿、美濃灰釉皿、同鉄釉天目、

溶解物付着土器、鉄釘、古銭、土師器片などがある。 S B05と 重複しているが新旧関係不明。

S T 102(PL 15、 PL 16、 Fig■ 9、 Ch.13)一一―I・ J52・ 54区検出。長軸 740cm、 短軸450

cm、 深さ88cm。 長軸方向はN-69°一 Eであり、東側に存在する舌状スロープの張り出しはやや

南に傾いている。 この張り出しが本遺構に付属するものかどうかは疑問な点も多 く、南北の壁

面に一段テラス状の部分があって、遺構の重複あるいは竪穴構築時の側板固定のためのものか、

関連があるとすれば考慮しなければならない。覆土層序は部分によって大きな相違がみられ、

人為的に埋め戻 した結果と考えられる。柱穴配置は、各壁面に接した状態で検出され、柱痕と

考えられる黒色土 (ス クリーントーン部分)の あるものが多い。南・北壁は 6間、東・西壁は

3間である。出土遺物は多量にあるが、特に床面から出上 した長さ60cm弱 の刀 (PL.16・ 261)

は、単純な廃棄行為の所産 とは考えられず、本遺構の性格を決定する重要なポイントであろう。

出土遺物を列挙すると、青磁碗・皿各 8片、白磁皿 1・ 小 14N l、 染付皿 6、 美濃灰釉皿 9・ 同

褐釉 2、 唐津皿 1、 瓦器 2、 越前甕 1、 括鉢 4、 溶解物付着土器 9、 縄文時代 らしい小壺 (242)、

その他土師器、須恵器片、鉄釘16本、小札 4、 火箸 2本、蓮弁型銅製品 (342)、 小柄、古銭19
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PL.15 ST102(東側から)

PL。 16 ST102床面出上の刀と鉄製品
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Fig.17 ST100実測図

枚、石臼、砥石、火打石などである。

S B14(旧)S D33(旧 )の重複関係がある。

S T103(PL.17、 PL.18、 Fig.20、 Ch.14)一一 E・ F53区検出。長軸 (625)cln、 短軸387

cm、 深さ64c14。 長軸方向はN-81生 E。 西側がS Tlllと 重複していたため、壁面。付属施設は

明確に把握できなかった。柱穴配置の基本型はPit l、 Pit 4、 Pit 7、 Pitlo、 Pit12、 Pit15の 6

個であり (柱穴の深さが他の柱穴に比較して深い)、 他のPitは補助的な機能が強いと考えられ

る。床面西側には灰の分布がみられた。また、床面中央から轡 (PL18)が 出上し、馬小屋に関

連する遺構と考えられる点もある。他の出土遺物は、大部分が覆土内から出上したものであり、

青磁碗 4、 同皿 1、 白磁皿 1、 染付皿 1、 美濃灰釉皿 2、 播鉢 1、 瓦器 1、 溶解物付着土器 9、

鉄釘 7、 小札 2、 鉄鏃 1、 銅製飾金具 1、 硯 1、 古銭 8、 土師器 。須恵器片が存在する。重複

する遺構にはS Tlll(十 日)、 S X53(旧 )、 S X88(新旧不明)があり、 S X88に ついては本遺

構の張り出しとも考えられる点があり、後述の部分を参照していただきたい。

S T104(PL.19、 Fig.21、 Ch。 15)一― D52・ 53区検出。長軸310cm、 短軸289cm、 深さ91cm

であり、東側に舌状スロープと思われる (道路部分のため全体を検出できなかった)張 り出し

が存在する。この張り出し方向はN二69生_Eである。柱穴は7個確認し、Pit 4に対応する南側
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Fig.18 ST101実測図
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PL.17 ST103・ STlll・ STl12(西側から)

PL.18 ST103床 面出上の轡
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Fig。 19 STlo2・ SD33実測図|
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Fig.23 ST106実測図

A●
・ A'(3690m)

中央の柱穴がないものの、柱痕も比較的良好に検出された。床面直上には灰と炭化物の分布が

みられる (ス クリーントーンの部分 )。 出土遺物には、染付、天日、溶解物付着土器が各 1点の

他古銭 2枚、鉄釘 1本、第 (332)、 銅管 (345)が あった。 S T107(十 日)と重複している。

S T 105(PL.20、 Fig.22、 Ch.16)十一 D53・ 54区検出。長軸360cm、 短軸304cm、 深さ66cm。

南側に舌状スロープの張り出しを有し、S-13°一 Eの方向を向く。柱穴配置は各辺 3個ずつの

8個であり、Pitloは 直接関連 しない柱穴、Pit 5は柱の建て替え等に関連するものと推定され

る。床面には部分的に灰と炭火物の分布がみられ、柱穴を覆っている所から遺構廃絶の近い時

期に燃成されたものであろうか。出土遺物には、床面直上から美濃灰釉皿が 1点出土している

他、美濃灰釉皿が 6、 青磁碗 1、 溶解物付着土器 3、 鋳型 1、 小札 1、 鉄釘 1、 洪武通宝 2、

砥石 1、 火打石 1が覆土から出土している。 S T106と 重複しているが新旧関係は不明。

S T106(PL 21、 Fig。 23、 Ch17)一一 D・ E53区検出。長軸 450cm、 深さ30cm。 東側に柱穴

を付属する張 り出しがあり、その方向はN-75°一 Eである。柱穴は小形で深いものが多 く、Pit

l、 Pit 3、 Pit 4、 Pit 6、 Pit 7、 Pit 9、 Pitlo、 Pit12の配置 と考えられ、四周に壁濤らしいも

のが確認 されている。。床面が浅いこともあり、関連 しない柱穴が多数重複している。出土遺物

には、染付 1片の他、土師器14N l、 縄文土器 1、 砥石 1が覆土から、隣接する柱穴から三足を

有する鉄鍋 (あ るいは鉄皿)が出上している。
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PL.19 ST104・ ST107(西側から)

拶理榔一Ｔ一
撫

PL.20 ST105(北 側から)
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S T 107(PL.19、 Fig.24、 Ch.18)一一 D52・ 53区検出。 S T 104と の重複と未調査の部分が

あったため規模は、長軸335cm、 短軸310cmと推定され、深さは45cmであった。南側にスロープ

の張り出しがあり、S-1生 Eの方向に向いている。柱穴配置は、Pit l、 Pit 3、 Pit 4、 Pit 6、

Pit 7、 Pit 9の 6個に、Pit 5も 関連があるかもしれない。床面南側西隅に灰の分布がある。出

土遺物としては、白磁・染付・唐津の皿が各 1、 溶解物付着土器 1、 鉄釘 2が覆土から、床面

から鉄釘 1本がみられた。 S T104(新 )の重複がある。

S T 108(PL.22、 Fig.25、 Ch.19)一一 D53区検出。長軸190cm、 短軸158cm、 深さ59cm。 南

側に舌状スロープの張り出しがあり、S-18°一Eの方向である。柱穴は 5個確認できたが、上屋

構造に伴うものかは不明。出土遺物は、床面から染付皿 1、 覆土から美濃灰釉皿 1、 無文銭 1

があった。規模が小形のため生活跡というより上拡的性格が強いと考えられる。

s T lo9(Fig 25、 Ch.19)一一 D・ E53区から検出されたが、柱穴配置、壁面の確認がST

108。 S T l10と 重複しているため不明瞭である。

s T llo(Fig.25、 Ch.19)一一 D・ E53区検出。未調査の部分があるため全形は確認できな

かったが、300cm× 150+αcmの規模で深さは25硼である。柱穴配置は、Pit 6、 Pit 7、 Pit 8、 Pit

9が付属するもので、他は関連が薄いと考えられる。出土遺物には、青磁碗 1、 白磁皿 1、 溶

解物付着土器 1、 不明陶磁 2がある。S T109と ともに周囲に炭化物・灰が存在する。

S T lll(PL 17、 Fig.20、 Ch 19)一 E52・ 53区検出。長軸568cm、 短軸388cm、 深さ88cm。

長軸方向はE-17°一 Sであり、出入口部分は確認できなかった。柱穴配置は、壁面に接した状

態で整然と2間 ×3間に並び、柱痕の存在するものも多い。Pit24～ Pit35ま でがそれであり、長

軸方向は 1間あたり160cm、 短軸方向は 1問 110cmを基準にしている。重複しているS T 103の覆

土が単純層であるのに対して、本遺構は自然堆積の状況を呈する。出土遺物は、床面から瀬戸

系瓶子と思われる褐釉の施された破片が 1点、他は覆土からのもので、青磁碗・皿各 1、 白磁

1、 播鉢 1、 溶解物付着土器 5、 鋳型 1、 鉄釘 3、 古銭 4な どがある。S T103(新 )S Tl12(旧 )

の重複がある。

S T l12(PL.17、 Fig.20、 Ch.19)一一 E53区検出。276cm× ?の規模で深さは35cmo S Tlll

に大部分が切られているため詳細不明。用途不明の鉄製品が 5点出上している。

S T l13(Fig 26、 Ch.20)一一 F52区検出。長軸220cm、 短軸205cm、 深さ54cmで、長軸方向

はN-13生二Wである。付属する柱穴はみられないが、近接して川原石を入れた柱穴が東側にあ

る。出土遺物には、染付皿 1、 溶解物付着土器 4、 瓦器 1、 土師器甕 1、 古銭 5、 漆器の被膜

がみられた。S B12と 重複しているが、新旧関係は不明である。

S T l14-― S E55・ S F22に変更。

S T l15(PL.23、 Fig.27、 Ch.21)一一E52区検出。長軸350cm、 短軸280cm、 深さ45cm。 長軸

方向はN-4°二Wであり、南側に若干の傾斜面もみられるが張り出しと認定するまでには至っ
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PL。 21 ST106(南側から)

PL。 22 ST108(西側から)
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Fig。 24 ST107実測図

9      叩

ていない。本遺構に付属する柱穴はみられず、S B12の柱穴が 2個重複している。(ス クリーン

トーン・縦線)床面南側には灰と炭火物が分布し、茅状のものが残存していた。出土遺物には

青磁皿・碗各 1、 染付皿 1、 美濃灰釉皿 2、 播鉢 1、 溶解物付着土器 3、 土師器年 1、 鉄鍋 1、

鉄鎌 1な どがある。

S Tl16-――S F22に変更。

S Tl17(PL.24、 PL.25、 Fig。 28、 Ch.22、 Ch.23)一― F53区検出。本遺構は調査中に 1遺

構と考えていたが、実測および整理の段階で、3遺構の重複という認識に至った。第 1は Pit l

～Pit16を主柱穴とするもの (A)、 第 2に Pit7～ Pit9ま での南側だけの柱穴が残っている遺構

(B)、 第 3に Pit10～ Pit14を残存している遺構 (C)と いうことになりA→ B→ Cの順に構築

・
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Fig.25 ST108。 ST109。 STl10実 測 図
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Fig 27 STl15実 測図
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PL。 23 STl15(西側から)
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されたものと考えられる。

S Tl17Aは 、長軸250cm、 短軸218cm、 深さ120cmの 規模を有し、柱穴は、東・西壁に接
して

3個ずつ配置されている。柱痕は全柱穴で確認され、深さも一定の規格性を有す
る。

S Tl17Bは 、長軸245cm、 短軸210cmで S Tl17Aを 90°移動したような状況で検出され
た。南

側に 3個並ぶ柱穴は、おそらく北側に存在した 3個の柱穴と対峙したも
のであろう。本遺構の

床面上には灰の分布がかなり厚くみられ、その中から溶解物付着土器
や鋳型の出土が多かった。

S Tl17Cは 、北側にN-10°一Wの方向に張り出しを有し、柱穴配置は壁面に接した状態で 8

個存在したと考えられるが、5個 しか残つていない。規模は240cm×
200cm十 征mで、深さは45cm

である。床面から刀が 1点出上している9

本遺構の出土遺物は前述の重複遺構に関係なく一括して取り上げ
たため、明確な遺構差はわ

からない。陶磁器類はPL25で示したものを参考にしていただきたいが、S Tl17Aの床面出
土の

ものには、染付皿 1、 白磁皿 1、 溶解物付着土器の 3片がある。覆土出上のもの
には、青磁碗

8、 同皿 5、 白磁 2、 染付皿 7、 同碗 1、 美濃灰釉碗 5、 同皿 2、 瓦器
1、 播鉢 1、 溶解物付

着土器25、 鋳型 5、 羽口11、 土師器、須恵器、鉄釘23、 かすが
い 1、 小札 2、 火箸 2、 銅製切

Fig.28 STl17実測図
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PL.24 STl17(東 側から)

秘

羽 1、 鋲形銅製品 1、 銅製装飾品 1、 不明銅製品 6、 銅滓 3、 古銭 12、 石鉢 1、 石臼 1、 火打

石 1、 漆器の被膜 1な どがある。特徴としては、溶解物付着土器、鋳型、銅製品、銅滓が多い

ことから銅製品製作に関係した工房的性格が強いのではないかと考えられる。

STH8(PL 26、 Fig 29、 Ch 24)一一 F・ G53区検出。長軸265cm、 短軸 260cm、 深さ50cm

で、南側にスロープの張り出しを有する。その方向は S-16°  Eで ある。柱穴配置は、Pit l
～Pit 6ま での 6個が南・北側に 3個ずつ並ぶもので、Pit 7も 関連するかもしれない。出土遺物

には、青磁碗 9、 同皿 4、 染付皿 4、 美濃灰釉皿 1、 瓦器 4、 播鉢 1、 溶解物付着土器 1、 鋳

型 1、 鉄釘 5、 代札 1、 鉄鍋 1、 古銭 6、 石臼 3、 などがある。 S B15(旧 )S X61(新旧不
明)の重複関係がある。

S T l19(PL 27、 Fig.30、 Ch.25)一一 F・ G52区検出。長軸337cm、 短軸302甑、深さ64cm。

西狽1に舌状スロープの張り出しを有し、W 8°一 Sの方向を向く。柱穴配置は、Pit l～ Pit 8

- 52 -―



PL。 25 STl17出上遺物
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PL。 26 STl18(西側から)
辮

で壁面に接した状態で 2間 ×2間 と推定される。南西隅の部分に存在しないことは注意しなけ

ればならないが、一段テラス状を呈する部分と、その下の床面の関係は覆土状態から同一時期

と考えられるところから構築上の特徴と言えるかもしれない。出土遺物はすべて覆土からであ

り、青磁皿 3、 染付 1、 美濃灰釉皿 1、 溶解物付着土器 4、 羽口 1、 須恵器重 1、 鉄釘 6、 小

札 2、 小柄 (328)な どがある。

S T 120(PL 28、 Fig。 31、 Ch 26)一一 G53区検出。長軸317cm、 短軸277cm、 深さ50cm。 南側

に舌状の張り出しを有し、S-15°一 Eを向く。柱穴配置は、南・北辺に添って 3個ずつ並ぶ形

態と考えられ (北西部分が欠落)、 Pit l、 Pit 6、 Pit 7、 Pit 3がそれである。出土遺物には、

青磁皿 1、 美濃灰釉皿 3、 溶解物付着土器 1、 土師器14N2、 鉄釘 3、 鉄鍋 1、 古銭 3、 砥石 1

などが覆土からあった。 S D09(旧 )の重複がある。

S T121(PL.29、 Fig。 32、 Ch.27)一一 H・ 153区検出。長軸318cm、 短軸302cm、 深さ60cm。

南側に舌状スロープの張り出しを有し、S-16°一 Eに 向く。この張り出しの両側には幅の狭い

壁濤がみられる。柱穴配置は、Pit l～ Pit 8ま での 8個で壁面の近い位置に2間 ×2間に置かれ

る。出土遺物は覆土上層の灰と炭火物を含む層から、大量に出土しており、特に鉄製品 。銅製

品が二次力日熱を受けた状態で出上した。その中には、鉄釘41、 小札 16、 火箸 2の他、鐸 (324)

第 (329)、 鎧の銅製品、26枚の銅銭がみられる。陶磁器としては、白磁皿 1、 染付皿 4、 美濃

灰釉皿10、 天目碗 1、 悟鉢 1が覆土全般から出土している。 S T 122(旧 )、 S X74(新 旧不明)

一額
一一環
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Fig.29 STl18実測図
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の重複関係がある。

S T 122(PL.29、 Fig.32、 Ch.27)一一H52区検出。長軸235cm、 短軸162cm、 深さ38cm。 長

軸方向はN-20°二Wであり、その形態から土転的な性格のものであろう。出土遺物は、青磁碗

1、 唐津皿 1、 第 (333)、 釘 1がある。 S T 121(新 )の重複あり。

S T 123-一 S D36に変更。

S T 124(Fig。 33、 Ch.28)一一 J・ 152・ 53区検出。昭和56・ 57年の調査区にまたがったた

め実測図を合成した。長軸方向はN-5°二W。 西側北部に桝形の張り出しを有するが出入口部

であるかは不明である。柱穴配置はPit l～ Pit 7と 考えられるが深さにバラつきがみられるた

め確定的でない。出土遺物には、青磁 1、 美濃灰釉皿 1、 羽口 1、 洪武通宝 1な どがある。南

側の柱穴を有しない竪穴は、遺構ナンバーを有していない。

S T125(PL.30、 Fig。 34、 Ch.29)一一 152区検出。長軸303cm、 短軸281cm、 深さ44cm。 図

面に表わすことはできなかったが、南側に張り出しを有することが確認された (PL.30参照 )。

その方向はS-25°一 Eであり、 2個の柱穴を付属する。柱穴配置はPit l～ Pit 6ま での 6個で

型撃誓卜P l10s説

鉾
嗚⑬
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PL.27 STl19(西 側から)
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Fig。 30 STl19実測図
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Fig,31 ST120実測図
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PL.29 ST121・ ST122・ SX74(北側から)

PL。 30 ST125(西側から)
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PL。 31 ST127(北側から)

PL。 32 ST130。 ST131・ 他 (北側から)
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Fig.32 ST121・ ST122・ SX74実測図
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南・北辺に 3個ずつ並び、柱痕も残っている。ただ、 S B14に関連する柱穴が床面にもみられ

る。出土遺物 としては、青磁皿 1、 染付皿 2、 美濃灰釉皿 1、 鉄釘 1、 小札 1、 鉄碗玉 1、 古

銭 3、 砥石などがある。

S T 126-一 S E43に変更。

S T 127(PL.31、 Fig.35、 Ch.30)一一 G・ H53区検出。長軸 400cm、 短軸 323cm、 深さ55cm

の不整形の竪穴遺構である。検出された柱穴の配置から、上部構造が存在した可能性はほとん

どなく西狽1か ら走るS D31に関連する遺構であろうか。出土遺物には、青磁碗 3、 染付皿 1、

美濃灰釉皿 2、 溶解物付着土器 5、 土師器などがあり、鉄釘 7、 小札 2、 熙寧元宝 1、 漆器の

被膜なども出土している。

S T 128(Fig.36、 Ch.31)一一 J53区検出。長軸 275cm、 短軸218cm、 深さ45cm。 長軸方向は

E-9°一 Nであり、付属する柱穴はないと考えられる。出土遺物 としては、床面から○○元宝

景徳元宝の古銭 2枚、他に青磁皿 1、 同碗 1、 染付皿 1、 鉄釘 3、 鉄鍋 1、 無文銭 2、 石臼 1、

火打石 1が覆土から出上している。土拡的性格 と推定される。

S T129(Fig.36、 Ch 31)一― 」・ K52区検出。長軸385cm、 短軸360cm、 深さ26cm。 長軸方

向はN-19°二Wであり、柱穴配置は不明な点が多い。本遺構の周辺は、竪穴遺構・掘立柱の建

て替え等のため遺構重複が激しく、規模も明確に検出できなかった点を強調しておく。出土遺

物は、青磁碗 2、 同皿 1、 自磁皿 2、 染付皿 2、 播鉢 1、 溶解物付着土器 1、 鉄鍋 4、 鉄釘 2、

鉄鏃 1、 天権通宝 1、 石鉢 1、 砥石 1、 などが覆土から出上しており、重複する柱穴に共伴す

るものもみられる。 S T128(旧 )の重複だけは明確である。

S T 130(PL.32、 Fig.37、 Ch.32)一一 K52・ 53区検出。長軸 (443)cm、 短軸440釦、深さ

34cmで あり、長軸方向はN-12°二Wである。張り出しの有無、柱穴配置は明瞭でなく、上屋構

造の存在は確実でない。 S B10の柱穴が本遺構を縦断し、さらに S D16が南壁に切 り合ってい

るため遺構をより不明確にしている。出土遺物は、青磁碗 2、 同皿 3、 白磁皿 3、 美濃灰釉皿

3、 同褐釉皿 1、 瓦器壷 1、 溶解物付着土器 3、 羽口 2、 播鉢 2、 小札 9、 鉄釘 5、 鉄鍋 1、

火箸 1、 鉄淳、銅滓、古銭 13、 砥石 1な どがある。 S X71(新 旧不明 )、 S B10(新 旧不明 )、

S D16(旧 )の重複がある。

S T 131(PL.32、 Fig。 38、 Ch.33)一一 K・ L52区検出。長軸 350cm、 短軸 268cm、 深さ49cm。

張り出し等はなく、長軸方向はN-5°一 Eである。Pit l～Pit 3が本遺構の床面から検出され

ていたるが、付属するかどうかは疑間であり、上屋構造は存在しなかったであろう。出土遺物

は、青磁碗 4、 同皿 1、 白磁皿 3、 同小 14N4、 染付皿 4、 美濃灰釉皿 1、 同褐釉皿 1、 天目碗

2、 越前甕 7(125な ど)、 瓦器 2、 鉄釘 4、 古銭 4、 硯 (358)、 砥石 1、 石鉢などがある。 S

X71(新旧不明 )、 S B10(新 旧不明)な どの重複がある。

S T 132(PL.33、 Fig。 39、 Ch.34)一一 L・ M52区検出。長軸 658cm、 短軸435cm、 深さ47cm。
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Fig。 33 ST124実 測図

Br37.00m)9  
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長軸方向はN-11°二Wであり、張り出しはみられない。柱穴配置は、壁面に接するものと、長

軸方向中央の棟通りに位置するPit35、 Pit37が関連すると考えられ、不規則な配置をするようで

ある。出土遺物には、青磁碗 8、 白磁皿 2、 染付皿 4、 美濃灰釉皿 1、 越前甕 1、 瓦器 4、 溶

解物付着土器 4、 鉄釘10、 内耳鉄鍋 1、 苧引金 1、 不明銅製品 (341)、 銅滓 (321)、 古銭 5な

どがある。S T152(十 日)、 S B10(新 旧不明)の重複関係があった。

S T 133(PL.34、 Fig,40、 Ch。 35)一一 H・ 151区検出。長軸355cm、 短軸304cm、 深さ44cl■。

南側に舌状テラスの張り出しがありS-22生―Eの方向を向く。柱穴配置は不明瞭で、Pit l、 Pit

2以外は本遺構に重複する柱穴と考えられ、新旧関係も不明である。出土遺物には、青磁 1、

溶解物付着土器 1、 鉄釘 2、 古銭 4がある。 S B14(旧 ?)と重複している。

S T 134(PL.35、 Fig.41、 Ch.36)一一 150・ 51区検出。長軸402cm、 短軸295cm、 深さ58cm。

張り出しはなく、上屋構造を推定する柱穴配置もない。出土遺物は、青磁碗 1、 白磁皿 1、 染

付皿 1、 美濃灰釉皿 1、 播鉢 2、 瓦器 2、 溶解物付着土器 1、 刀 1、 不明銅製品 1、 古銭 2、
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Fig。 34 ST125実測図
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Fig.36 ST128。 ST129実測図
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ST130

7卜 SE 59実測図Ｘ
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Fig。 39 ST132・ ST152実測図
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Fig.40 ST133実測図

砥石 1な どがある。上転的性格が強い。

S T135(PL.36、 Fig.42、 Ch.37)一一 150区検出。長朝316cm、 短軸279cm、 深さ65cmo S

D32(旧)を切って構築されたため、南・北壁の確認が不明確であり、張り出しが存在した可

能性も存在する。長軸方向はN-15° Wで ある。柱穴配置は、南・北壁に添って 3個ずつ並びⅢ

他の重複する柱穴はみられない。出土遺物は、青磁碗 1、 不明磁器皿 1、 溶解物付着土器 1、

播鉢 10、 火打石 1な どがあり、S D32と の攪舌しによる土師器・須恵器の破片も多数みられる。

S T 136(Fig.43、 Ch.38)十一 H● 150区検出。規模は不明確で、柱穴配置も確認できない。

S T 146と した遺構と床面が同じレベルであり、 S D32(十日)と の重複によつて西壁が検出され

なかったため、複雑化している。出土遺物には青磁碗 1、 同皿 1、 溶解物付着土器 1、 羽口 1、

漆器の被膜などがある。

S T 137(PL.37、 Fig.44、 Ch.39)一一 149区検出。長軸270cm、 短軸240cm、 深さ42cm。 長

軸方向はN-22°二Wであり、東側に攪乱部分がある他張り出しはみられない。柱穴配置も規則

性が認められず、上屋構造は推定できない。規模が小形なことから土城的なものであろうか。

出土遺物には、播鉢 1、 鉄釘 1、 砥石 1があり、 S B18(新 )と 重複関係がある。

S T 138(PL.38、 Fig.45、 Ch.40)一一 L51・ 52区検出。長軸580cm+2cm、 短軸445cm、 深さ53
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Fig,41 ST134・ SX67実測図
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PL。 35 ST134(西側から)

PL.36 STi35(北側から)
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PL。 37 ST137(北側から)
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Fig。 42 ST132・ SD32実測 図

cmで長軸方向はN-7°二Wである。昭和57年度調査区と重複しているため、図面を合成したが、

南側は未調査の部分が多い。柱穴配置も不明確で、西壁側に対峙する柱穴が検出できなかった。

出土遺物には、青磁碗 1、 染付皿 5、 美濃灰釉皿 と、天目碗 1、 播鉢 1、 鉄釘 1、 鉄鍋 1、 古

銭 6、 ガラス状の玉 1、 砥石 1(以上昭和56年度分)があった。

S T 139(PL。 39、 Fig.46、 Ch.41)一H50区検出。長軸326cm、 短軸285cm、 深さ44cm、 南
側に張り出しを有し、壁濤が両側にみられる。その方向はS-22°  Eであり、S T 146と の切り

合いによって壁面は削られている。柱穴配置は、南・北壁に添って 3個ずつ並ぶもので、柱穴

の深さも一定している。南西部の床面直上に灰の範囲が認められ内部から焼米の出土もあった。

出土遺物には青磁碗 1、 同皿 1、 播鉢 1、 溶解物付着土器 1、 鉄釘 1がある。

S T 140(PL。 40、 Fig.47、 Ch.42)一―H51区検出。長軸364cm、 短軸232cm、 深さ53c14。 南

側に一段テラスの部分が存在し張り出しと考えられるが、確証はない。長軸方向はN-20°二W
である。柱穴配置は、Pit l～ Pit 8ま での 8個、 2間 ×2間である。ところが南側の柱穴Pit 5
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PL.39 ST139(北側から)

PL.40 ST140(北側から)
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PL.41 ST141(西側から)

PL。 42 ST142・ ST147(北側から)
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～Pit 7は 、南壁から離れた部分に位置し、床面空間に広がりが認められる。出土遺物には、青

磁皿、美濃灰釉皿、不明施釉陶器皿、瓦器が各 1、 小柄 1、 小札 2、 鉄釘 1、 手引金 1、 焼米

などがあった。

S T 141(PL.41、 Fig.48、 Ch.43)一一H51区検出。長軸290cm、 短軸200cm、 深さ50cmの楕

円形を呈する遺構。長軸方向はE-14生Nである。柱穴は、長軸方向中央に 2個配置されるが、

上屋構造に関連するものかは不明である。出土遺物には、青磁碗 1、 赤絵 1、 鉄釘 2、 開元通

宝 1がある。南側には一段テラス状になった部分もあるが、本遺構に関連するものか確証はな

しゝ。

S T142(PL.42、 Fig.49、 Ch.44)一一H48区検出。長軸450cm、 短軸390cm、 深さ34cm。 形

状は不整形であり、張り出しおよび付属する柱穴は存在しないようである。長軸方向はN

-20°
二Wである。出土遺物は、染付皿 2、 美濃褐釉皿 1、 括鉢 1、 溶解物付着土器 1、 鉄釘 2、

古銭 4、 焼米などがある。 S B18(旧 )、 S T 147(新 )の重複関係がある。

S T 143(PL.43、 Fig.50、 Ch.45)一 H48・ 49区検出。長軸506cm、 短軸335cm、 深さ37cm。

やや不整形の形状で、張り出しおよび付属する柱穴は存在しない。長軸方向はN-15空 Vヽであ

り床面にS B18の柱穴が 3個みられる。出土遺物は、白磁皿 1、 不明陶器 1、 鉄鍋 1、 寛永通

宝 1がある。SB18(旧 )。 S X82(旧 )の重複関係がある。

S T144(PL.44、 Fig.51、 Ch.46)一一 G51区検出。長軸276cm、 短軸240cm、 深さ48cm。 北

側に若干の張り出しを有するが、柱穴の重複という可能性もあり速断できない。床面には、長

軸方向中央に 2個の柱穴 (Pit l、 Pit 2)が 存在し、S T141と 同様の柱穴配置である。出土遺

物には青磁香炉 1、 白磁皿 2、 染付皿 2、 美濃灰釉皿 2、 天目碗 2、 唐津皿 1、 打根 2(267・

268)、 不明鉄製品 (277)、 鉄釘 8(314)な ど、石鉢 1、 漆器の被膜などがある。鉄製品の出土

に特徴のある遺構。

S T145(PL.45、 PL.46、 Fig.52、 Ch。 47)一一 148区検出。長軸326cm、 短軸328cm、 深さ

61cmで、正方形に近い形状を呈し、張り出し等の存在は不明確である。Pit l～ Pit 8ま でが本遺

構に伴う柱穴であり、Pit 2・ Pit 7は建て替え等に伴うものと考えられ、南・北壁に添って 3個

ずつ並ぶ形態である。床面直上には、厚い粘上の分布が全般にみられ、覆土堆積は掘り上げ土

が互層になっている。出土遺物には、青磁碗 2、 同皿 1、 白磁皿 3、 染付皿 8(内床面 1)、 美

濃灰釉皿 1、 美濃褐釉壷 (PL.46)、 天目碗 1、 志野皿 1、 唐津皿 1、 越前甕 2、 溶解物付着土

器 4、 鉄釘15(内床面 1)鉄鉱 2、 小札 1、 小柄 1、 鉄鍋 1、 無文銭 9な どがある。 S B18(新

旧不明)、 S B19(旧 )、 S T148(十 日)、 S T 150(十 日)、 S T151(新 )の重複関係がある。

S T 146(Fig。 43、 Ch.38)一一 H・ 150区検出。規模は明確でないが、Pit l、 Pit 2、 Pit 3、

Pit 8な どが本遺構の柱穴であろうか。出土遺物には、天聖元宝、石臼、砥石が各 1ずつある。

S T 147(PL.42、 すig。 49、 Ch.44)一一H・ 148区検出。長軸 (350)cm、 短軸297cm、 深さ
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Fig.43 ST136。 ST146実測図
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PL.43 ST143(北側から)
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PL。 45 ST145。 ST148。 ST151(東側から)
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Fig.44 ST137実測図

A●

…的

28cmで形状は不整形である。長軸方向はN-9°二Wであり、張り出しはみられない。また、遺

構に直接付属する柱穴もみあたらないようで、新旧の柱穴が重複している。出土遺物には、美

濃灰釉皿 1、 唐津皿 1、 溶解物付着土器 1、 および南東部に古銭15枚が集中した状態でみられ

た。 S B18(旧 )S B19(旧 )の重複関係があった。

S T 148(PL.45、 Fig.52、 Ch.47)一一 148区検出。長軸270cm、 短軸 (253)cm、 深さ35cm

を計り、北壁。東壁はS T145に切られ消滅している。南側に壁濤を有するスロープの張り出し

を有し、 S-5°一 Eの方向を向く。柱穴配置は、Pit 9～ Pit15ま で、東壁中央が消滅している

ものの、 2間 ×2間の配置と考えられる。出土遺物としては、白磁皿 1、 溶解物付着土器 1、

鉄釘 2があった。 S B18(新 )、 S B19(新 旧不明)、 S T145(新 )の重複関係がある。

S T 149-一 M53区検出であるが、未調査。

S T 150(PL.45、 Fig.52、 Ch.47)一一 148区検出。長軸 (205)cm、 短軸175cm、 深さ45cm、

南側に舌状スロープの張り出しを有し、その方向はS-7°一 Eである。柱穴はみられない。出

土遺物には青磁 1、 白磁 1、 美濃灰釉皿 1、 天目 1、 鉄釘 2があり、 S T145(新 )、 S B18(新

旧不明)S T151(新旧不明)の重複がみられた

S T 151(PL.45、 Fig.52、 Ch.47)一 148・ 49区検出。長軸385cm、 短軸365cm、 深さ15cm、

長軸方向はE-3°一 Nである。北側と西側に床面と同じレベルの張り出しが存在するが、出入
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Fig.45 ST138・ SX65実測図
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口であるか不明である。柱穴配置としては、Pit16～ Pit22が推定され、南・北壁に 3個ずつおよ

ぶ長軸棟通りに 2個存在する形態と考えられる。出土遺物には、青磁 1、 天目 1、 唐津 1、 溶

解物付着土器 1な どがみられ、鉄・銅製品・石製品等はない。 S T 145(旧 )、 S T 150(新 旧不

明)、 S B18・ S B19(新 )の重複関係がある。
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Fig.48 ST141・ SX86実測図
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Fig.49 ST142・ ST147実測 図
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Fig.51 ST144実測図
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Fig.52 ST145。 ST148・ ST150・ ST151実測図
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3.井戸跡

井戸跡には、素掘りのものと木枠を有するものの二形態があり、今回の調査では S E42と S

E51の 2基に木枠が認められた。しかし他の井戸跡でも、壁面の崩壊によって最下層まで掘り

下げることが不可能であったことから木枠が検出できなかったのではないか、という認識を

もっており、井戸跡の調査がやっかいなものであったことを御理解いただきたい。

S E40(Fig.55①、Ch.51)一― F52区検出。160cm× 150cmの 円形を呈し、深さ120cmま で掘

り下げた。覆土は、自然堆積の状況を呈し、青磁皿 2、 同碗 1、 悟鉢 2、 鉄釘 1、 古銭 3の出

土があった。

S E41(Fig.55② )一一 G・ H53区を検出。305cm× 283cmの 円形を呈し、深さ約200cmま で掘

り下げたが湧水のため断念した。覆土は、自然堆積および上層部でやや攪乱状況を呈し、責褐

色砂質上が薄 く互層をなしていた。出土遺物は、青磁碗 5、 同皿 1、 白磁皿 1、 染付皿 1、 美

濃灰釉皿 2、 瓦器火舎 1、 播鉢 2、 溶解物付着土器 2、 須恵器 1、 鉄釘 6、 火箸 1、 小刀 1、

古銭 9があった。

S E42(PL.47・ PL.48・ Fig.53・ Ch.48)一― 150区検出。177cm× 170cmの 方形を呈 し、深さ

は約350cmであった。底面から100cm以 内の部分に木枠が残存しており、本来であれば上層まで

木枠が存在していたであろうことが覆土層序から認識できる。木染は、隅柱横桟型で、隅柱間

の長さ80～90cm、 各辺に 2枚ずつ側板を上圧で固定している。前年度まで検出されている木枠

.    Fig.53 SE42実測図・SE42木枠実測図    .3430m

O lm ・ 3430m
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PL.48 SE42木枠出土状態
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Fig.54 SE43・ SE46実測図
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Fig.56 SE48・ SE50実測図
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PL.40 SE43遺 物出土状態

と同様の構築である。出土遺物には、染付皿 2、 美濃灰釉皿 4、 溶解物付着土器 1、 鉄釘 2が

あり、出土数は少ない。

S E43(PL.49・ Fig。 54① oCh.49)一一 152区検出。掘り方上端で365cln× 356cm、 落ち込み

幅210cl■×200cmの 円形を呈し、深さは約200cmま で確認したが、壁面の崩壊が激しく掘り下げを

断念した。覆土は自然堆積の状況を示し、深さ100cm以 内で多数の出土遺物があつた。青磁碗 2、

同皿 2、 自磁皿 5、 同小不 2、 染付皿 6、 美濃灰釉皿37、 同碗 1、 美濃褐釉皿 1、 信鉢16、 溶

解物付着土器11、 瓦器 1、 鉄釘12、 小刀 1、 小札 1、 火箸 1、 鉄鍋 1、 古銭 7、 石臼 1、 砥石

1である。

SE(Fig.55③・Ch。 52)一一J53区検出。210cm× 195cmの 円形を呈し、深さ110cmまで掘り

下げた。出土遺物は、青磁碗 7、 同皿 4、 同香炉 1、 美濃灰釉皿 1、 同褐釉皿 1、 瓦器火舎 5、

溶解物付着土器 1、 須恵器好 1、 鉄釘 3、 小柄 1、 古銭 4である。

S E45(Fig55④・Ch.53)一一H52区検出。S X73が変更。140cm× 130cmのやや方形に近い

掘り方をしており、深さは約60cmま で掘り下げた。出土遺物には、美濃灰釉皿 1、 播鉢 3、 溶

解物付着土器 2、 羽口1がある。

S E46(Fig。 54②、Ch.50)一一 J・ K53区検出。170cln× 125cmの楕円状を呈し、深さは約80

clnま で掘り下げた。出土遺物には、播鉢 1、 溶解物 1、 元祐通宝 1がある。
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SE50

S E47-一H50区検出。水道管がみられ、現代のものであったため掘り下げなかった。

S E48(Fig.56①、Ch.54)一一 G51区検出。240× 235cmの 円形を呈し、深さは約180cmまで

掘り下げた。覆土層序は、中央に木枠残存痕と推定される土質も存在したが、湧水が激しく確

認できる地点までゆかなかった。出土遺物には、青磁 3、 白磁皿 1、 染付皿 1、 美濃灰釉皿 2、

播鉢 1、 溶解物付着土器 1、 須恵器好 3、 土師器片、鉄釘 2、 小柄 1、 古銭 2がある。

S E49-― J48区検出。未調査の部分が多く、次年度で報告予定。

S E50(PL.50。 PL.51・ PL.52・ Fig.56②・Ch.55。 Ch.56・ Ch.57)一 F・ G51区検出。
410cm× 400cmの 円形、深さは約350c14ま ぇ掘り下げたが底まで達することはできなかった。深さ

200cm前後の地点で湧水が激しく、土砂が泥状になってしまったが、中央部分で径160cmの再落

ち込みを確認した。覆土は、自然堆積を呈すると思われるが詳細は不明である。

本遺構から出上した陶磁を検討すると、その組み合せに特徴が認められる。つまり、青磁・

白磁・染付などの舶載陶磁はすべて破片で出上し、埋上に混入した可能性が高いが、美濃灰釉・

同褐釉・責瀬戸手 。天目。唐津・備前系悟鉢などの国産陶器が一括して出上したことは、使用

陶磁の組み合せと陶器から推定される城館の廃絶時期を考える時に、重要な資料として活用で

きる。以下、詳細を述べる。

(S E50出土陶器)(PL.51・ PL.52・ 他)
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PL.51 SE50出 土陶器
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PL.52 SE50出 土楯鉢
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PL.53 SE51発 堀状況

SE51木枠出土状態
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SE51完掘状況
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PL.56 SE55完 掘状況

美濃窯の製品 として、天 目碗 (PL.51No l)、 灰釉折縁 ヒダ皿 (PL.51No 2)、 褐釉皿

(PL.51No 3・ 5。 6)、 黄瀬戸手大皿 (PL 51No 4)が 存在 し、唐津窯 としては灰釉碗

(PL.51No 7)と 灰釉皿 (PL.51No 8・ 9)および絵唐津皿の破片 2点 (PL.77Nol14。 115)、

舶載品としては染付皿 (PL.70No57・ PL.71No65)と 青白磁小邦 (PL 73No81)が存在し饗膳具

の中でセット関係を有する。

一方出土悟鉢は、おそらく唐津系のもの と推定されるもの (PL.52No l・ 2)、 越前系

(PL.52配 3・ 4)、 備前系 (PL.52No 6・ 7・ 8)、 そして産地不詳系 (PL 52No 5。 PL.86No189)

の 4種が混在している。

以上のような陶磁器の組み合せは、本年度まで調査した各種の遺構から出土した陶磁器の組

み合せと
`よ

異質な印象を受ける。つまり、舶載品が主体を占めていた浪岡城全盛期と違い、染

付は口縁内湾形態の皿が若千存在し、美濃折縁ヒダ皿、責瀬戸手大皿と共に唐津が碗・皿・矯

鉢という器形が増加する現象を認めることができる。

このことは、全国で行われつつある陶磁器編年で言えば、16世紀後半 (おそらく天正年間)

安土 。桃山期に同定されるところで、浪岡城落城年代と密接な関連がある。仮に、本遺構が落

城の時期に廃棄されたとすれば、このような陶磁器の組み合せは、1578年 (天正 6年)かある

いは1590年 (天正18年)には在地領主の饗膳に供されていたと考えてよいし、逆にこのような
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陶磁器の組み合せが17世紀以降のものとすれば、落城以後も浪岡城が使用されていたと考えら

れる根拠となりえる。

S E51(PL 53・ PL 54・ PL.55。 Fig 57・ Ch.58)一― 148区検出。175cm× 150cmの 方形の

掘 り方を呈するが、南側にテラス部分が存在する。深さは275cmで、本枠が検出された。木枠は、

隅柱を有せず、桟と側板を柄穴で組み立てる構築方法をとり、北 。南側は縦位の側板を 2枚ず

つ配 し、東・西側は横位の側板に桟を入れる柄穴を穿った状態で検出された。土圧による固定

と考えられるが、廃棄行為のためか変形して出上した。出土遺物としては、青磁皿 1、 白磁皿

1、 唐津皿 2、 志野皿 1、 越前甕 1、 鉄鍋の鉱 1な どと共に、鍬の柄・下駄・板などの木製品

がある。

S E52-一 151・ 52区検出。全体を調査できなかったが、200cm× 180cmの 円形、深さ約80cm

まで掘 り下げた。出土遺物は、青磁皿 1、 染付皿 1、 美濃灰釉皿 1があった。

S E53-一 J52区検出。175cm× 170cmの 円形で、掘 り下げはおこなわなかった。

S E54-一K52区検出。140cm× 130cmの 円形、深さ130cmま で掘り下げたが、出土遺物はなかっ

た。

S E55(PL.56)一 一 F53区検出。200cm× 180cmの不整円形で、深さ248cmであった。底面近

くに木枠の残存痕が検出され、四角な落ち込み状況を呈した。溶解物付着土器が 1片出土。

S E56-― F53区検出。240cm× 225cmの 円形で、約40cmほ ど掘 り下げたが青磁皿 1片の出土

があった。‐

S E57-一 G53区検出。200cm× 195cmの 円形、60cmの掘 り下げをおこなった。出土遺物は青

磁碗 2、 同皿 1、 染付皿 1、 天目碗 1、 須恵器甕 1、 土師器 14N l、 火箸 1、 不明鉄製品 5、 古

銭 3である。

S E58-―K52区検出。185cm× 180cmの不整円形、深さ150cmで ある。出土遺物なし。

S E59-― K52・ 53区検出。150cm× 130cmの 不整円形、深さ120cmで ある。 S E58と ともに出

土遺 4/」 はみられず、深さも浅いことから水溜め機能をもった遺構 と推定される。
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4.溝跡 (Fig。 4・ 5・ 6)

濤跡の中では、城館期のものとそれ以前のものが存在し、後者は出土遺物が上師器・須恵器

に限えられる状況がみられる。しかし、それらの遺構 も、城館期の地業および近代
。現代の攪

乱によって明確な範囲を確認することは難 しい。

S D31-一 G・ H52・ 53区検出。幅約60cm、 深さ25cmで南北方向720cm、 東西方向400cmに「 L」

字状に走る。出土遺物は、青磁皿 2、 美濃灰釉皿 1の他土師器・須恵器があった。

S D32(PL.57・ PL.58)十一 H● 150区検出。幅約200cm、 深さ約70cmで南北方向に走る。

覆土は自然堆積の状況幾呈し(Fig.7参照 )、 床面直上および覆土全般から、須恵器甕、土師器

妬の出上が顕著であった。 (PL 58)こ の濤は傾斜が南から北へ向つており、 H50区の部分で段

差を有している。出土遺物が土師器IIN(PL.9oNo251・ 252・ 253・ 258)な どを主体 とするところ

から古代の構築 と認定できる。

S D33-一 I・ J・ 51・ 52区検出。大部分は S T102に切 られて消滅しているが、残存部は最

大幅 140cm、 深さ35cmを 呈 し南北方向に走る。またこの部分 と連続 して馬蹄状に伸びる部分が S

E43の南側で確認されている。出土遺物には、土師器イなどがある。

S D34-――ケ奮野

S D35-――欠番

S D36-一 H50・ 51・ 52・ 53検出。昭和55年度調査の S D22と連続するもので、幅80～ 100cm、

深さ10～ 15cHkRu後である。東西方向に約30mの長さで走 り、屋敷割 り等に関連するものであろ

うか。出土遺物は、褐釉を施した陶器が 1点あるが、構築時期を決定するまでには至らなかっ

た。

S D37十一 K o L52・ 53区検出。幅80cm、 深さ20cmで南北方向に走る。青磁皿 1、 白磁里 2

の出土があった。

S D38-一 H52.53区検出。昭和55年度調査の S D21に連続する。東西方向、S D36と 並行し

て走るが西側部分で不鮮明に消滅する。幅50cmく 深さ約10cmであり出土遺物はない。

S D39-一欠番

S D40-一 J・ K52区検出。幅270～150cm、 深さ約40cmで馬蹄状を呈すると推定される。時

期的に新しい柱穴 との重複が激しく、一部攪乱部分もあったため、青磁皿 1、 白磁皿 1、 須恵

器甕 2、 鋳型 2の 出土遺物が混在していた。

e D41-一 K52区検出。幅50cm、 深さ約20cm、 全形は不明である。出土遺物には青磁碗 1、

天目碗 1、 播鉢 1の出上があった。

S D42～ 44-――欠番

S D45-一 F53区検出。幅35cm、 深さ約 25cm、 南北方向に走るが、両端は不明である。出土      ・

遺物には青磁碗 3、 括鉢 1、 不明陶器 2がある。

―- 99 -



S D46-――欠番

S D47-一 H・ 149区検出。幅約50cln、 深さ約25cln、 南北方向に走る.。 北狽1は西にカーブし

て伸びてゆくようであり、西側に存在するS B17等の遺構と関連するのであろうか。出土遺物

には美濃灰釉皿 1、 不明磁器 とがあった。

S D48-― H49区検出。幅70cln、 深さ20cmで東西に走る。末調査の部分が多い。出土遺物は

なかった。

S D49～ 51-―‐欠番

S D52-― F・ G51区検出。幅40cm、 深さ約50cmで南北方向に約 6mの長さで走る。播鉢 1、

床面から鉄鎌が 1点出上している。

以上の他に、昭和55年度調査区から連続するものとして、S D09(G53区 )、 S D16(K53区)、

S D20(F G53区 )が存在する。ィ
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PL.57 SD32(北 側から)

PL。 58 SD32土師器・須恵器出土状態
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5.その他の遺構

本遺構群の略称はSXであるが、掘り始めの段階でSXの略称を使用しても後にSTや SE

に変更したものも多く、欠番が多くなっているのはそのためである。

S X50・ 51-一欠番

S X52(PL.59・ Fig.58①・Ch.59)一一M53区検出。410cm× 410cmの方形を呈し、深さ35cm。

北側に攪乱の痕跡がある。覆土は自然堆積の状況を呈し、その中から白磁皿 1、 青磁皿 1、 美

濃灰釉皿 1、 溶解物付着土器 1、 信鉢 (PL.81No149)、 鉄釘 2、 火箸 1、 銅滓 1が出上している。

S X53(Fig.58② oCh.60)一一 E53区検出。長さ370cm+α cm、 幅100cm、 深さ37cmで、濤状

を呈する。出土遺物には、染付皿 2、 播鉢 1、 溶解物付着土器 1な どがある。

S X54・ S X55-一 D53区検出。精査が不徹底のため範囲は明確にできなかったが、鋸歯文

を有する弥生土器片が数点出土した。

S X56(Fig.59①  oCh.61)一一 F52区検出。210cm× 200cmの 方形を呈し、深さ25cmで ある。

美濃灰釉皿 1、 播鉢 1、 篤蹄 1の出上があった。

S X57-一 H53区検出。113cm× 90cmの 方形を呈し、深さ25cm。 唐津皿 1、 染付小不 1の出土

があった。

S X58-一 F52区検出。270cm× 150cmの 楕円形を呈し、深さ10cmである。播鉢 1の 出土。

PL.59 S X52(西側から)
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Fig。 58 SX52・ SX53実測 図

S X59-一 H53区検出。範囲は明瞭でないが、上部に粘土貼りの部分が存在する。悟鉢 1の

出上があった。

S X60十一 F53区検出。180cm× 145clnの 方形を呈し、深さ約25cmである。覆土には灰が多量

に含まれ、青磁皿 1、 瓦器手焙 り1、 鉄釘 2の他に溶解物付着土器が多量に出上している。隣

接するS Tl17と 関連する可能性がある。

S X61(Fig.59。 Ch.62)一一 F・ G53区検出。120cm× 115cmの方形を呈し、深さ46cmo S T

l18と 重複しており、出土遺物には、青磁皿 1、 染付皿 2、 美濃灰釉皿 1がある。

S X62-一 F53区検出。210cm× 110cmの 方形、深さ20cm。 柱穴と重複していたため、出土遺

物が攪乱された状態で出上し、青磁碗 2、 同皿 1、 染付皿 1、 播鉢 1、 瓦器 1、 溶解物 1、 溶

解物付着土器 1があつた。

S X63-一 G52区検出。60cm× 55cmの方形を呈し、深さ15cm。 青磁碗 1、 白磁皿 1、 播鉢 1、

須恵器壺 1が出土している。

S X64(Fig.59。 Ch63)一-365cm× 220cmの長円形を呈し、深さ24cm。 北側で S D33(十日)

と重複している。出土遺物には、青磁碗 1、 染付皿 2、 美濃灰釉皿 1、 珠洲系壷 1、 鉄釘 1、

古銭 3があった。
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S X65(Fig.45。 Ch.40)一-185cm× 180cmの方形を呈し、深さ57cmo S T138と重複。出土

遺物として、青磁皿 2、 染付 2、 美濃褐釉皿 1、 同天目碗 1、 小刀 1、 小札 1がある。

S X66-一 S E44に変更。

S X67(PL.35・ Fig.41・ Ch.36)十一 151区検出。長軸 (270)cm、 短軸 (250)cm、 深さ49

cmの竪穴遺構であることを確認した。東側に張り出しらしい痕跡を有するが明確でない。柱穴

配置は、Pit l～ Pit 8、 あるいはPit13が付属するものと考えられ、上屋の存在を推定できる。

S T134(新 )に切られているものの、美濃灰釉皿 1、 溶解物付着土器 1、 の出土があった。

S X68(Fig.59。 Ch.64)一一 151区検出。165cm× 150cmの方形を呈し、深さ38cm。 出土遺物

には播鉢 1、 無釉鉢 1、 美濃灰釉皿 1がある。

S X69-一 G52区検出。128cm× 120cmの 円形を呈する遺構。井戸あるいは水溜めの機能を有

すると考えられるが、掘り下げなかったため出土遺物もない。

S X70-― S D33に変定

S X71(Fig.37・ Fig.38。 Ch。 33)一一 K52・ 53区検出。180cm× (185)cmの方形、深さ32帥

である。 S T130。 S T131と 重複していたため遺物も混在していた。白磁皿 1、 越前甕 1、 鉄

釘 2、 火打石 1が出上している。

S X72(Fig.59。 Ch.65)一一H52区検出。220cm× 185cmの方形、深さ45cmであるが、東側に

160cln× ■Ocm、 深さ55cmの長方形を呈する落ち込みが重複している。覆土は本為堆積を呈しそ

の中から染付皿 1、 美濃灰釉皿 1が出上している。

S X73-一 S E451こ 変更。

S X74(PL.29・ Fig。 32)一一 H・ 152区検出。215cm× 174cmの方形、深さ42cmを計る。南壁

に接する状態で長径40cmの川原石が出土し、重複しているS T121と 同様の覆土堆積をしてい

る。出土遺物には、染付皿 1、 美濃灰釉皿 1、 鉄釘 3、 鉄鍋 1な どがある。

S X75-― S E51に変更。

S X76-一M53区検出。200cm× (180)cmの方形を呈し、深さ15cmで ある。溶解物付着土器

1が出上している。

S X77-一M53区検出。未調査。

S X78-一 K・ L53区検出。155cm× 145cmの方形を呈し、深さ約50cm(上端が S D16に切ら

れているための推定)である。覆土内に焼上の部分 (S F24)が存在し出土遺物には青磁碗 1、

同皿 1、 白磁小郷 1、 美濃灰釉皿 1、 越前甕 1、 溶解物付着土器 1、 小札 1、 鉄鍋 4、 鉄鎌 1

などがある。

S X79(Fig.60)一― K52区検出。205cm× 125cmの不整形を呈し、深さ約40cmである。白磁

皿 1、 越前甕 2、 播鉢 1が出土している。

S X80(PL.60・ Fig.60・ Ch.66)一一 K・ L52区検出。350cm× 325cmの 方形の掘り込みに、
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PL。 60 SX30(北側から)

・苺
一いや
錘

川原石が敷かれた状態で検出した。石は川原石を使用し、10cm以外の小さいものが292個存在し

た。床面に接するものが多いけれども、約50個は浮いた状態になっている。覆土は粘質上が多

く、全体にしまりがあって、竪穴の柱穴はすべて敷石より古い構築のものであった。出土遺物

としては、青磁碗 2、 同皿 1、 白磁皿 1、 染付皿 1、 美濃灰釉皿 1、 同褐釉皿 1、 橋鉢 1、 小

札 2、 鉄釘 1、 鉄鍋 1、 不明銅製品 2がある。

S X81(PL.61)一 一 K52区検出。未調査の部分が多く、全形はわからないが土師器・須恵器

を多量に出土した。

S X82-一H48区検出。完掘できなかったため全形はわからない。越前甕が 1片出上した。

S X83-一 F53区検出。165cm× 110cmの方形、深さ80cmを計った。青磁碗 6、 染付碗 1、 同

皿 1、 美濃灰釉皿 2、 瓦器 1、 溶解物付着土器 3、 小札 1、 火箸 2、 鉄釘 5、 古銭 8の出土遺

物があった。

S X84-一 I・ J52区検出c(200)cm× 100cmの長方形を呈し、深さ45cmで ある。遺物なし。

S X85-一 G・ H51区検出。当初竪穴遺構と考えて掘り込んだが、壁面および柱穴等を発見

することができず、若干の上師器・須恵器の出土があっただけである。そして古代の遺構であ

ることから掘り下げを中断した。

S X86(PL.61)一一H51区検出。100cm× 90cmの 円形、深さ130cmを計る。須恵器甕の破片が
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多数出土したが、全体の1/5程度しか残存していなかった。

S X87十一 151区検出。径約130飢を呈し、深さ110mを計る。出土遺物はない。

S X88(Fig.61・ Ch.67)一 S T103の南壁から南側にスロープを呈する粘土貼り遺構である。

粘土範囲は160cm× 150cmの方形を呈するが、かまどなどの炊事遺構でないことは、下層に焼土

痕がないことから明白である。隣接するS Tl17と の関連も考えなければならないだろう。

PL.61 土師器・須恵器を出土する遺構

S X81

S X86
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Fig.60 SX79。 SX80実測 図
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Ⅳ 出土遺物

本年度の出土遺物には、陶磁器 。土器 。鉄製品 。銅製品・石製品 。木製品 。古銭・他があり

総数は約5,000点 にも及ぶところから、主要な遺物を概観して浪岡城跡出土品の特色を述べてみ

たい。

1.陶磁器類 (土器も含む)

出土遺物の中で総数は最も多いが、約 6割は土師器の小破片であり陶磁器としては1600点余

りが確認されている。特に全陶磁器のうち舶載品が50%以上の出土率を占め、国産陶器を凌駕

することは特筆される。以下、個別ごとに報告する。

Ao i寺硯盟 (PL.62・ 63、 Fig.62、  Ch.68)

青磁の出土数は386片 であり、碗類209、 皿類 145、 その他32がみられる。製作年代は14～ 16世

紀と考えられ、16世紀を主体とするものが圧倒的に多い。前回の報告書 (「浪岡城跡Ⅳ」)です

でに器形・文様等の物徴を分類してあるので、今回は新たな出土品及び典型的出土品について

述べることとする。なお出土区・主要な特徴は、後掲する付表を参考にしていただきたい。

器形の上では碗が54%を占めるが、一般的には蓮弁文のくずれた文様(61が最も多く、外面口

縁下に一条の劃線を廻らすもの (7・ 8)も みられる。これらは口縁部が内湾気味に立ち上が

るものであるが、一部には外反するもの (9)も ある。また、暗い責縁色の釉調で外面が片側

を飼ぐ整形を加へ内面に櫛目状の劃線を施す例 (4)も 出土している。前記のものより製作年
PL.62 青   磁(1) 代が古いのであろう。

皿は、いわゆる稜花状を

呈するもの (12)が一般的

で、回径は10～13cmが 多い。

一部に大皿 (5)と 考えら

れるものもある。

浅鉢状のものには、見込

に印花文を施す例 (13)や

墨が付着している例 (11)

が存在する。

その他の器形として、酒

会壷の蓋 (1・ 2)や香炉

(3)が存在する。

B。 白硯玄(PL.64・ 65。 66、 Fig.63、 Ch.69)

白磁の出土数は216片であり、碗類 3、 皿類 167、 小郷他が46である。皿が全体の77%を 占め、

５
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PL。 63 青 磁 (2)
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Fig.62 青磁実測図

宅==_______――EI上_____――――二与
0

成形上の特徴から二つに大別できる。PL.65で示した白磁は、胎上が軟質で口縁は内湾、高台部

は施釉がゆきわたらず弧状に快り込みを入れるものが多い一群である。これらの中では、完形

され、国縁が端反りする一群があり、PL.65(21を 除 く)

―- 112 -―

品 (15)も 1点みられ高台に弧状に

4つの決 り込みを呈し、見込内にも

4つの トチ痕が残っている。(14)は

高台部 まで全面に施釉がゆきとどく

もので、二次加熱を受けているため

表面に細かい凹凸がみられる。また、

高台を挟 り込むもの (14～ 17)に対

して、挟 り込まないもの (18～20)

も出上しているが、焼成がやや甘 く

軟質な感じを受ける以外に特別大き

な差異はない。

一方、皿の中で金属質に硬 く焼成

で示した。(22～26)が それである。

PL。 64 白磁 (1)

′



器体は薄手に成形され、高台底に砂等の付着が認められるもの (24・ 25)の色調にやや灰色気

味のもの (23)が混じる。皿の出土率では最も高いものである。
PL。 65 白磁(2)この他白磁には小郷が数点み

娑 TT内 復 す戸i電雲 泌 館維蛙饉側暫も7■号Y喋遜∞欝―

定されるものに、不透明な白色  :     襲
い類に甲齋稗|1 藍

釉を施し肉厚な器体で口縁が外  : 25 軽にね載
・ :rゞ特

-25′

:鯰¶贄咆:‐■鼻―鵜 2α

わゆる口禿碗 (32)も ある。
PL.66 白磁(3)

C. :楽付 (PL.67。 68・ 69。 70。

上綴[暫ま求稔」ffと浜笞菖 :  踵
する一群 と、鰻頭心状 に高 まる  重             =

Z騒窺 感とる登手写強 :Ⅷ 町
ψ:けT爾7

のが少なく、概して内湾気味に  五            墓

真直ぐ立ち上がるものが多い。特徴のある文様 としては、山水画風の風景を描いたもの (33)

梅月文を簡略化したようなタッチの文様 (34・ 40)、 蕉葉文 (37)、 人物画らしいもの (38)そ

の他 (35。 36・ 39)がある。なお、形態と文様の関係については F浪岡城跡Ⅳ』で若干分類し

ているので参照ねがいたいが、40の ように高台立ち上がりから鋭角に口縁部まで達する形態は、

前述した中間型に属するものと考えられ、浪岡城跡では最初の出上である。

皿に関しては、大別すると4群に分かれる。(1)口 縁が外反する一群 (PL.68)(2)碁 笥底の一群

(0口縁が内湾気味に立ち上がる一群 (PL 70、 PL.71)(4)その他前記のものに舎まれない一群が

それである。以下、写真と図によってみてゆこう。

(1)口縁が外反する一群というのは、白磁の項でみた硬質端反り皿の器形に、染付を施こした

-113-



Fig。 63 白磁 。他実測図
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Fig.64 染付実測図(1)
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ものである。浪岡城跡出上の染付皿の中で最も量的に多い。主要な文様は、胴部外面に牡丹唐

草文を施す例 (41・ 42・ 43・ 44・ 45・ 46・ 47・ A・ B)が多 く、見込には、掲磨文 (43・ 45)

玉取獅子文 (46.47.B)がみられる。

(2)碁笥底の皿は、今回は出土数が少なかった。胴部外面には蕉葉文 (52)の付 くものが多 く

見込には花鳥文 (52・ 53・ 54)な どの文様がみられるものと、素地が露呈 しているもの (51)

がある。

(3)口 縁が内湾気味に立ち上がる一群は、一般的に前述の染付皿より製作年代が新しくなると

考えられているもので、文様 。呉須の発色に相違が認められる。色調は、前述のものが薄い藍

Fig.65 染1寸実測図(2)

41

Cm 10
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PL.67 雰幹寸(1)

36

PL.68 染
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PL.69 努暫寸(3)
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色であるのに対し、濃い藍色で文様の表現がシャープになる印象を受ける。文様としては、胴

部外面に花鳥折枝文 (58・ 64)、 竹文 (63)、 唐草文 (55・ 65・ 66・ 67)、 見込およびその周囲に

山水人物文 (60・ C)、 蚊龍文 (57・ 62)、 獅子文 (61)、 風景と鳥を合わせた文様 (67)がみら

れる。底に「□」(61)、 「福」(60)、 「長 (命)(富)(貴)J(C)と いう銘のみられるものもある。

は)その他の染付としては、軟質の胎土に乳白色の釉を施し、見込が蛇の目状、全体に貫入が

みられるもの、(69・ 70。 71)、 口縁が外反し界線しかみられないもの (72)、 見込にくずれた梅

月文 (73.74)の みられるものなどが存在する。

PL.71 染   付(5)

６８Ｍ
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PL.72 染 付(6)
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Fig.66 染付実測図(3)
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D. 万よ器き (PL.73、 Ch.71)

赤絵は、 6点の出土をみたがいずれも細片であり、碗の器形が多かつた。小形の袋物 と推定

される破片が 1点あり、外面の釉および顔料は禿げ気味で文様は明確でない。(78)

E. 朝鮮 (PL,73、  Fig.63、  Ch.71)

朝鮮の製品と推定されるものに、皿と碗・ガヽ不がある。皿は口縁が稜花状を呈し、二次力日熱

を受けているため釉は禿げ落ち、器形は歪んだ状態になっている。高台部の成形は粗雑で、単

純な削り痕が残っている。(77)碗は、灰色の胎土にやや緑がかった灰釉を施しているもので

胴部の立ち上がりがやや鋭角的な状況を呈するものである。(75)小郷と考えられるものは、

白磁調の施釉が、見込蛇の日、外面は高台上部に釉止りがみられるもので、胎土は黄白色気味

で軟質なものである。高台の成形は削り痕が明瞭で無調整である。(76)

PL。 73 朝鮮系・他
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PL。 74 美濃灰釉陶器

‰ Ⅷ
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PL.75 美濃褐和陶器

PL.76 天



F.美濃

美濃の製品は大別すると、灰釉系と褐釉 (鉄釉と言うべきかもしれぬが)系の二種になる。

灰釉系のうち皿は276、 その他23、 褐釉系は天目碗39、 皿32、 その他 4の出土点数があり、中に

は瀬戸窯の製品も含まれているかもしれないが、鑑定の機会を得てなかったので今回は一括し

て報告する。また、志野・責瀬戸手も本来であれが本項目で説明しなければならないが、あえ

て男」項を設けた。           _

(i)″疋�わ系 (PL.74、 Fig.67、 Ch,72)

器形としては、皿、碗、鉢がみられる。皿は総数から言っても主体を占めるもので、口縁が

外反するもの (87.97.98.99)、 口縁が内湾気味に立ち上がるもの (88.89)、 国縁が折り縁を呈

するもの(93.94.PL.51No 2)に 分類できる。口縁の外反するものには、見込に印花文を施す例

(95。 96.100。 101・ A)が多い。折り縁のものには、内面立ち上がりにヒダ状の削りを入れる例

(93.PL.51Nα  2)があり、浪岡城跡最終末の遺構から出土することが多い。皿の中で、口径が

4.5cmと紅皿にでも使用したのかと思われる小皿 (85)、 口径 7 cmで外面に施釉ムラのみられる

小皿が出上している。

碗は 1点だけの出上で、青磁碗に施される剣先状蓮弁文を模したような劃線を胴部外面にみ

られる例 (90)がある。

鉢には、頸部が直立し胴体下半から丸味を有して底部に至るもの (83・ 84)が あり、外面は

胴部下半、内面は口縁直下までしか施釉されていない。この製品より、肉厚な器形に (91)が

あり、形状はよくわからないもの (92)も 存在する。

(五 )イ掲冷防系 (PL.75、 PL.76、  Fig.67・ Fig.68、 Ch.73、 Ch.74)

器形としては、皿・碗・三などがある。皿は、口縁が内湾あるいはやや直行気味の形態を有

し、底部が碁笥底状に削り込んだだけのもの (102)、 糸切りによる切り離し後荒い調整をした

だけで釉が施されていないもの (103)、 低い削り高台を呈するもの (104)、 糸切痕が明瞭に残

るもの (105)な どがある。

碗 は、いわ ゆ る天 目茶碗 で あ り、口縁 の くびれが「く」の字 状 を呈 す る もの

(107.109,110。 111,112)が多く、胴部下半で釉が止まり(109.112.PL.51Nα  l)、 底部は鉄分の

ためか暗い赤褐色を呈するもの (108)が多い。

壷には、水滴と推定される瓢箪形のもの (106)がある。また、(119)は 美濃の製品ではない

かもしれないが、外面に横位の沈線と縦位の削りを入れた褐釉の壷形底部片である。

Go Яま堅卜(PL.77、 Fig.68、 Ch.75)

皿が 4点出上している。口縁は内湾するが、底部は残存していないため不明である。(116。

117)ま た、志野に似た乳白色の釉を施した卸皿 (108)力 存ゞ在し、注目される。
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Fig.67 美濃 (灰釉・禍釉)実測図
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H.黄瀬戸手 (PL.77、 Fig.68、 Ch.75)

Fig.68に 図示したPL.51Nα 4と Nα l13の 2点が出土している。ともに口径27cm以上であり、口

縁は若千外反し、底部は削りを入れただけの簡易な成形である。色調は、やや渋味のある責白

色で底部上半は施釉がゆきとどかず素地に鉄分が吸着したためか赤味がかった色調を呈する。

PL.51No 4は見込に文様らしい刻線を配しているが、全形を知ることはできない。

PL.77 黄瀬戸手・唐津 。志野・他
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I. 尼謝妻 (PL.51、・ PL77、  Fig.69、  Ch.75)

皿が71、 他が 4の出土数である。皿は、口縁が内湾し底部は荒い削り痕を有し、施釉が外面

底部直上で止まるものが一般的である。(Fig.69A・ BoC、 PL.51Nα 8・ 9)碗は 1点だけの

出上で、皿よりも薄手の成形で高台もきれいに整形されている。素地は、皿が赤褐色を呈する

のに対 し、赤灰色で硬質感のあるもの となっている。施釉は外面胴部下半で止 まる。

Fig.68 天目・黄瀬戸等実測図

PL 51

108,109

PL.51 No.4
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(PL.51Nα  7)こ の他絵唐津皿が 2点 (PL.77Nα l14・ 115)み られ、

付が認められる。

10。 その他の施釉陶器 (PL.77、 Fig69、 Ch.75)

黄白色の素地に、純い光沢のある黒褐色気味の釉を施したもの

詳。

Fig。 69 唐津 。他実測図

PL.51 No.7
PL.51 No.8

暗灰色の色調に黒褐色の絵

(121・ 122)が ある。産地不

PL 51 No.9
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J. 越前 (PL.78、  Fig.70、  Ch.76)

越前の製品には、甕と播鉢の器形がみられ、括鉢については後述するので甕について報告し

たい。越前甕の破片は37片出土しているが、国縁部および底部の出土率からみると大 くても 7

～ 8個体分しかならない。その中で、Ko L52区 S T131を 中心に出上した破片から図上復元し

たのがFig.70No123他 である。高さ33cm、 幅31cln、 口径17cm、 底径17.5clnを 計るもので、輸積み

痕が内面にみられ、箆カデによる調整痕が内外面にある。日縁直下外面に一条の凹を有し、肩

部には灰釉の流れとともに「王|」 という箆書記号がある。PL.78の中で口縁部 (123・ 124)肩部

から胴部 (125～ 128。 130)、 底部 (129。 131～ 133)の 破片はいずれも暗灰色の胎土に若千の白

砂を含有し、部分的に暗斑を有するものもあるが、よく焼き締められた製品である。

K. イ言】【 (PL.79。 Ch.77)

本年度は 3片の出上があった。また、昭和53年度調査の中にも9片の出土があったことを確

認した。1341よ、口縁が丸味を有しながら外反する日縁部片で、内外面とも箆ナデの調整痕を有

する。135・ 136は胴部片で内面に輪積み痕、外面に光沢を失った灰釉がみられる。胎土は
いず

れも3～ 4 1nlll前後の石英が多量に含まれており、表面に突出しているものも多い。昭和53年調

査区出上のものと考え合わせても、 3～ 4個体分と考えられ、北館中央部より西側から出土す

る傾向が高い。

‐２４沙
Ｐ」。７８　‐２３一一一一一幸薦‐２５

一副越
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PL.79 信 楽

Fig.70 瓦器・越前甕実測図

＼

礎
【
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の中で産地比定が

可含ヒなものはほと

んどなく、その製

作技法上からおそ

らくこの系統であ

ろうと推定するも

の以外にない。

前回までの報告

では、越前系統・

珠洲系統 。備前系

統 。系統不明のも

のと4分類がなさ

れているが、今回

L. 摺鉢 (PL.80-86、  Fig.71、  Ch.78)

信鉢は149片の出上があった。完形品は 1点 もなく、図上復元のものが 3～ 4点あつた。

これらの出土品  PL° 80 悟   鉢(1)

は、新規に出土した唐津系統を加えて、詳細にみてみたい。なお、特色を強調するため、昨年

度までに報告済のものも再度写真に載せて報告する。

1)珠洲系 (PL.80)一一破片数はこれまで10片前後の出上であり、主として口縁部の出上が

多い。全体の色調は暗灰色で、胎土に白色砂・石英を多く含みまた小石が含まれる
こともある。

須恵器質に硬質の焼成状態を呈するが、本来の須恵器 (前田野目窯の須恵器
・古代)よ りは軟

質で、焼き締めは充分でないとみられる。口縁部は、個体によって相違はみられる
が内面をや

や突き出した状態で平らに成形し、その部分に波状の櫛目文を施こす。141・ 143・ 1441ま片
口を

有する同一個体と推定され、部分的に自然釉があつて黒灰色に光沢を有し、内面の卸目
が先の

丸い幅広の櫛目を呈するのに対し、口縁の櫛日は鋭角なものを使用する例である。それ
に対し、

139。 145・ 146は内面の卸目がV字状のものである。さらに、142は 口縁の外反が緩やかで、独

特の波状櫛目を施す例である。これらの卸目は、いずれも左回りに施されて
いるが 7～ 9条 と

個体によって数に相違がみられる。

�)越前系 (PL.81)一一越前系統の播鉢とみられるものの標式は、Fig.71NO.149。 NO.151

で示した形態である。口縁は外反度が少なく、底部立ち上りが無調整のため凹凸した状態にな
っ

ている。口縁直下内面には、一条の凹を有するものが多く (148・ 149・ 150。 152・ 154)、 直線

的になっているもの (153)や、日縁上端でへこんでいるもの (151)は少ない。また、焼成状

態の相違から、軟質と硬質 (154だけ)に分けることもでき、概して軟質なものが多
い。色調は
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Fig.71 楯鉢実測図

PL.52 No.1・ 2

168。 169

＼    ∠ /
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PL.81 捕 鉢 (2)

赤褐色から黒褐色 と大きな幅がみられ、胎土は灰白色の精選された上を使用する例が多い。卸

目は、幅 3 cm内外で、左回り9条で施されるという同一の特徴を有する。器体表面の観察で、

越前甕にもなされていた箆ナデの痕跡が明瞭にみられる。

�i)備前系 (PL.82)一―本年度までに13片ほどの出土をみたが、全形を推定できるものはな

く、すべて部分的破片である。主要な特徴は、日縁の立ち上りが肉厚で外面に3つの段を有す

るものが多いことである。色調は小豆色を呈するものが多く、暗灰色の胎土に白色砂・石英を

含み、備前特有の良好な焼き締めがみられる。しかし、155・ 159だ けは焼成不良で、赤橙色の

色調に小石を多量に含む胎上で、口縁外面の段がない異質な一群である。卸目の状態は良好に

理解できるものが少なく、 5～ 7条のものが多いようで、カーブを描いて落ち込むもの (157)

もあり、個体によるバラつきがある。155～ 165ま では口縁部片、166・ 167が底部片である。ま

た、156は薄手の造りであることから近世以降の製品の可能性もあり、付記しておく。

�)唐津系 (PL.52、 Fig.71No. 1・ 2)一一 S E50出 土のもので、本例 1点だけである。

口縁は肉厚で丸味を有し、直下でややくびれながら底部に向う。底部はやや上底ぎみで調整が

施されず荒っぽい造りである。また、灰色の胎土に白砂と黒砂が混入しており、硬質感のある
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良好な焼き締めである。色調は内面が暗い黄茶色、外面はくびれ下半に鉄釉を施しているとみ

え暗茶色を呈する。さらに底部には灰が存在したらしく、自然状態の灰釉がまだらに存在する。

内面には、胴部全般にリング状の叩き目がみられ、それをつぶすような状態で卸目が左回り5

条で無作為に施されている。

v)系統不明のもの一一浪岡城跡出上の中では出土数が最も多く、約 6割以上の出土率であ

る。ただし、焼成や成形の技法は越前系および珠洲系の特色を示すものもみられるところから、

前述のものとまったく異質なものという認識はなく、意外に同一の生産地である可能性も考え

られる。

ィ)(PL.83、 Fig,71No。 168)現在まで出土した播鉢の中では最大のもので、推定口径45cm、

高さ20cmを計る。胎土は、赤褐色を呈する部分と責灰色を呈する部分があり白い小石を多量に

含んでいる。色調も全体に赤褐色を呈するが灰状のものが付着して白っぱくなっており、焼成

も比較的良好である。口縁は越前系に類似して内面に一条の凹部を有し、底部の整形は凹凸が

ない。卸目は、左回り9条で施しているが、前述した越前系のように間隔をあけず、一回りし

た後に間をうめてゆくような状態で密集して施している。

PL.83 楯   鉢 (4)
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口)(PL.84、 Fig.71No176)色 調は、個体および部分によってかなりの違いがあり、赤褐色・

責白色・黒色などがある。胎土は小石などを含まず、精選された上を使用しているようで、焼

成の段階で温度が上らなかったためか、内側黒色外面責白色のサンドイッチ状を呈するものが

多い。口縁は、やや外反気味にゆるいカーブを呈するものと (171)、 角ばつたような削りを入

れるもの (176)、 およびその中間形 (174)がある。この播鉢の特徴は、卸目の入れ方が左から

右へゆるくカーブを描いて入れる独特のもので、 5条 と6条があり左回りである。

ハ)(PL。 85)色調は全体に灰色ないしはやや赤味のある灰色で、胎上には自砂と石英が多量

に含まれている。焼成は良好で、系統不明として扱ったものの中では最も硬質感がある。口縁

部は内湾気味の立ち上りを呈し、内面に一条の凹を有するのは越前系と類似するが、その位置

が越前系よりやや下方に存在する。 (177～ 181)底部は、立ち上り部分をきれいに整形するもの

と、粗雑な無調整のものとがあり、個体による相違がみられる。卸目は、10疋13条左回りに施

し、一部には縦の卸目の上に駅状を描いて横位に施す特徴もみられる。(181・ 185)

二)(PL.86、 Fig.【 lNo189)血 189を標式とするもので、色調は黒色から青灰色、胎土は小石

等の合有物が少ない精選された青灰色上、焼成は軟質で底部内面は播り滅った状態を呈する。

PL.84 播    鉢 (5)
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成形は輪積み手づくねであり歪みが激しく、器体が肉厚で残存部最大2.5c14を計り、外面は箆ナ

デによる整形痕が明瞭である。卸日は、おそらく8条のものと4条の櫛目2個を使用しており、

8条のものを回した後その間に 4条のものを施しているようである。 4条のものは規則性がな

く無作為な状態である。現在までにS E50か ら2個体分出土している。

ホ)(PL.86-190・ 191)色調は全般に黒色ないしは黒灰色のものが多く、一部に酸化状態の

赤褐色を呈するものもある。胎土は白砂・石英を多量に含み、全属音を発する硬質なものが多

い。口縁は、緩やかに外反し (190)、 底部は立ち上り部分をきれいに整形している。御日は、

幅広で先の丸い櫛目を使用する特徴がみられ、 7ないし8条の櫛目が左回りで施される。

以上が、系統不明の一群についてみた、特徴別分類どあるが、他にも多数の括鉢がある。

(PL.86Nα 192～ 223)こ の中には、前述した分類項目のうち色調
。胎土・焼成。成形および整形

技法・形態・卸目技法のある程度までは一致するが、十分に意を尽した分類ができないもので

ある。たとえば、192～ 204の一群は胎土・焼成については越前系と類似し、形態は系統不明 (二 )、

卸目技法は系統不明の各類が混在しているのである。 (系統不明の別類の可能性もある。)ま た、

212・ 222は、卸目を屈曲させる特殊な例であるが、胎土・焼成
。色調は系統不明 (ホ )に類似

して、卸目技法だけが相違するのかとも考えられる。

いずれにしても、全体の器形を知る資料が少ないため、詳細な整理をすることは困難であり、

今後の調査による新資料発見に期待したいと考えている。

PL。 35楯   鉢(6)

∵i砲
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PL.86据   鉢(7)
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M.瓦器 (PL.87、 Fig,70、 Ch.79)

本報告書で使用している瓦器という名称は、「中世の瓦質土器で主な器形が手焙り
。行火・壺

である」ものを言い、特別な意味を有しない。

本年度の出土数は57片であり、器形としては手焙 り(火鉢)、 壺があった。もっとも破片
のた

め全体の器形を理解できるものはFig.70Nα 227・ 233の壺形 2点だけである。

火鉢には、基本形が円形と角形が存在するが本年度は円形のものしか出土して
いない。そし

て、外面を黒色研磨処理するものの中では、「浪岡城跡Ⅳ」PL。 145。 146で図示した
Nα 176に接合

する国縁部破片 (224)が 1点、やや丸味を有する胴部片 (230・ 231)の 2点を示すことができ

る。また、張り出し状の胴部片 (235)、 脚の部分 (234)も みられる。黒色処理を
していないも

のには、隆帯に区画された胴部に松葉
。丸に十字・逆 S字などのスタンプ文を施した例 (225)

が存在する。また、高台状になった脚 と推定される部分 (236)も ある。

壷には、胴部上半に雷文・巴文をスタンプにしたもの(226～ 229・ 223)が多く、黒色処理 (233)

と未処理 (227)がある。これらの器形はFig.70で図示したように広口壺 (あ る
いは小鉢と言え

るかもしれない)であり、大型のものはない。

瓦器は、一般に破損度が高いためと、器形に関するバリエーションが多種に及ぶと
ころから

実測図の作製が充分に意を尽せない状況にある。

PL.87 瓦 器
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N。  かわら1ナ (PL.88、  Fig.72、  Ch.80)

かわらけと認定できるものは、 3点だけ出

上している。口径8.5～ 10cm、 高さ1.6～ 1,8cm

という小皿状の器形で、ロクロ成形、糸切り

による回転切 り離しの技法を有する。焼成は、

後述する古代の上師器より不良な状態で磨耗

の激しい部分もみられる。特に2391よ 、糸切底

の痕跡も磨耗気味である。かわらけの機能と

しては一般的に灯明皿を推定できるが、238は

口縁部にススの付着があるため灯明皿と考え

てよいと思う。

出土状態をみると、竪穴遺構覆土や遺構確

認面からのいわゆる中世の面から出土してお

り上師器・須恵器より時代が下る製品とみて

大きな誤 りはないだろう。

PL。 88 かわらけ

0。 溶解物付着土器 (PL.89、 Fig.72、 Ch.81)

溶解物付着土器は、銅製品の鋳造に使用した姑鍋であり、胎土に粗殻が多量に含まれ、手づ

くね成形による製品である。出土数は約200個体以上と多く、未使用のもの (247)も 若干存在

するが、大部分は内面および口縁付近に銅の溶解物が付着したものが多い。器形の大きさは、

最大のもので幅1lcln、 高さ4.2cm(243)で あり、幅 7 cmで高さ3 cmの ものが一般的である。

出土状態は、S T l17な ど竪穴遺構から集中して出土する以外、全地域から平均的に出土する。

鋳型や羽口と共伴することも多い。

P.鋳型

今回の調査では細片のため図示できなかったが、 S Tl17出上のものに (PL.25No12・ 13・ 14)

挿のものらしい鋳型があった。約10片の出上をみた。

Q.羽 口

S Tl17出上のもの (PL。 25Nα 10)、 S T130出 上のものなどがあり、全体で15片ほどの出上が

あった。

R. 三上師器 。須痣R器 (PL.89、 PL.9o、  Fig72、 Ch.82)

ここで言う土師器 。須恵器は、浪岡城跡の形成期 とは直接関係のない古代 (10～ 12世紀と推

定される)に製作されたもので、出土する遺構も濤など一部のものに限られ、攪乱による時期

不明確なものは除いてある。
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PL.9r獲警塁言花
器いn

土師器は甕と野の器形があり、甕は全形を知り得るものはPL.9o血257に示した高さ8.2cmの

小形のものしかなく、あとはいずれも細片で散乱出上している。不についてみると、内面内黒

のもの (253・ 252)、 ロクロ成形によらず外面をヘラ削りで調整するもの (250)、 外面にヘラ調

整の痕跡があるもの (255)、 底に高台を付けるもの、底部から胴部にかけてススが付着するも

の (251)な どがある。また、色調は赤褐色であるが叩くと金属的な音を発する、土師器と須恵

器の中間と考えられるものもある。(254・ 258)

須恵器は甕・壷・イの器形がある。甕・壺については未処理の状態であるため、lINについて

のみ報告する。ITNには、日縁が外反するもの (256)、 墨書のみられるもの (259)、 ヒグスキ痕

と箆書記号のみられるもの (240・ 241)な どがある。一般的に暗灰色の色調を呈するものは少

なく、赤味を帯びた酸化状態のものが多い。箆書記号としては、隠用
「
予」が知られる。

以上、土師器 。須恵器について述べたが、時間的制約もあり次回の報告で詳細に報告する予

定である。
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PL.9o上 師 器・他

1      259
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Fig.72 溶解物付着上器 。かわらけ。上師器他実測図
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〔陶磁器類のまとめ〕

浪岡城跡の出土遺物の中で陶磁器の占める重要性は特筆すべきものがある。それは単に量的

に多いと言うだけでなく、構成と時間幅が県内でも屈指のものであるという点である。下表は、

発掘年度別破片数を表わしたものであるが、概括的に以下のことが言えると思う。

①搬入陶磁器の半数以上は、中国製品を主体とする舶載品である。

②饗膳具の主体となる碗 。皿類における舶載品の比率は約75%に も及び、舶載品を搬入し得

る経済基盤 。交易の充実が理解できる。

③播鉢 (調理具)。 瓦器 (暖房具)。 越前信楽甕 (貯蔵具)の比率は約18%強であり、陶磁器

の主体が饗膳具であったことがわかる。

④舶載品の中で、青磁45.47%、 白磁17.98%、 染付36.02%、 赤絵・朝鮮0.5%の比率を占め、

碗の主体は青磁、皿の主体は染付という器種。器形における機能分化を知ることができる。

⑤国産品の饗膳具の中では美濃灰釉皿が61.53%と 圧倒的に多く、天目碗も常時全体の3%の

出土率を示すことは注目される。また、唐津の製品は発掘地域によって若干の増減が認め

られる。

注意 ①統計上の数値は陶磁器の製作年代を考慮に入れていない。
② 〃   〃は破片数であり個体数でない。
③パーセントは小数点第3位以下を切り捨てている。

浪岡城跡陶磁器類出土率表

院
青  磁 自  磁 染  付

赤絵 朝鮮

美濃(灰釉) 美濃(褐釉) 志野 唐 津
播鉢 瓦器 越前 信楽

わ

け

か

ら
小 計

碗 皿 他 皿 他 皿 碗 他 皿 他 天目 皿 他 皿 皿 他

東 館

2 3 4 1 2 12

3 33 %

東 館

北 館

44 23 I 1 1 61 17 1 6 8 6 3 1 1 5 9

54 )31 1 59 %

2522

北 館

74 14 2 2 2 7 3

215 %

1 68

北 館

13 3 I 4 2 1〔 32 24 1 111 3

112 )17 277 °
/。

25 57 1664 1526

北 館

10 6 I 23 3( 4 4 37 3 3 1,637

1673 %

2356

計

14 628 8 3 598 51 11 42 11 7

1667 =lll%

1722 %

5515 2579 %
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2. 鉄・銅製品 (PL.91-94、 Fig,74・ 73、 Ch.83・ 84)

鉄 。銅製品を機能分類すると、A武具、B生活具、C建築具、D宗教具、E農具などに分け

ることができ、以下分類別に報告する。なお、詳しい出土点数は未整理のものがあるため記述

を割愛する。

A.武具

イ.轡 (260)一―馬具も戦時に多く使用するもので武具の中で記述する。2601よ S T103の床

面から出上したもので、一部欠損するものの形態が良くわかる資料である。鏡の部分は丸に十

字のいわゆる「十文字轡」の特徴を残し、噛みの部分は肉厚な鍛えをしている。立間の輪は橋

円状を呈し、鏡の部分に接合するところまでは角の断面形を呈するが、鏡の部分で丸の断面形

になる。揚みの輪は 1個 しか残存しておらず、それと付属する水付は欠損している。鏡の部分

の直経は1lcm～ 13cmの大きさである。

口。刀―-2611ま S T 102床面出上の刀である。全長59.45cmで、錆化が進んでいるため茎の部

分は明確でない。反りは約 l cm、 棟幅0.6cm、 刃幅が2.6cmと長さに対して細味の印象を受ける。

重さは390gぁ り、ずっしりとした重量感がある。263～266お よび292・ 293は小刀であり、茎の

部分に木部が残存しているもの (265)も みられる。長さは20cm以 内のものが多い。

ハ.鉄鏃――鉄鏃の形態も各種存在する。円錐形の形状で、中に木を装着するような空洞を

もたせた打根と呼ばれるもの(267・ 268。 275)、 先端が藝状を呈し箆被の部分が明確なもの(270)

と不明確なもの (274)、 根と茎の相方が先細そになっているもの (27卜 272)、 最も鏃らしい平

根のもの (273)な どである。

二.小本LIAl―一二目本しと三目札がある。二目札は上辺が傾斜をもつもの (278・ 279)と、中

央がくびれた二山状を呈するもの (280・ 281・ 283～ 285)があり、大きさが同一のものは少な

い。最大のもの (280)で 8.6× 3.3cm、 最小 (284)6.0× 2.Oclnで ある。なお、黒漆が付着して

いるもの (279)も 若干みられる。三目札 (282)は 1点だけの出上であった。

ホ。類 (324)一―いわゆる木瓜形の無である。耳の部分は若干高くなっており、四ヶ所に猪

目の彫り込みもみられる。全体に二次焼成痕があるため凹凸した感じになっているが、肉眼観

察では七七五状を呈する部分もみられる。暗緑色の色調である。

へ.切羽一一外縁を菊花状に成形したもの (323)と 木瓜形を呈するもの (337)がある。

卜.鎧 (338)一一外側面に七七五をまき、花と蔓状の文様を削り込んだものであり、二次焼

成のため地が剣落している部分もみられる。

チ.小柄―一一般には文様等を施さないもの (325。 326・ 328)が多いが、327は、片側面に

線刻による文様が存在する例である。文様は不明)

り.第 一―耳掻は333を除いてすべてにみられ、長さも20cm内外のものが多い。蕨手のある

ものはなく、眉形の切込が lヶ 所のもの (330・ 332)と 3ヶ 所のもの (329)がある。胴の文様
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Fig。 73 鉄製品実測図
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はすべて相違し、七七五をまいた後に一本の紋を有するもの (329)、 丸い紋を三つ配置したも

の (330)、 七七五をまいた後に花状の紋を lヶ 所打ち込んでいるもの (331)、 全体にレリーフ

状の削り込みを入れたもの (332)な どがある。

ヌ.火縄鋏 (334)一―火縄銃の火組を装着するもの。装着部がU字状を呈し、支点となる丸

い穿孔の上は 4段に渡って削りがみられ、後部はL字状に折れ曲っている。

ル.鉄砲玉 (335・ 336)一一直径1.2～ 1.3cmの 鉛玉で、半球のものを二つ接合した状態になっ

ている。重さは約10gでぁる。

B.生活具

イ.鍋一一鉄鍋 と思われるものの出土量は多いが、いずれも破片のため図化できない状況に

ある。日縁の形態には内耳のもの (Fig.73A)と 口縁上に鉱を装着するための突起 と穴を有す

るものがあり、内耳のものが少ない傾向にある。また、底には、三足を常とする足が存在する

ものが多 く、Fig73 Bで示した皿状の鉄製品も、鍋の底 と考えることができる。

口.苧引金 (276)一一麻の繊維をとるための用具で、木部が残存しているものもある。
ハ.火箸 (262)一一長 さ38cm、 先の部分は角の断面を呈するが手で握る部分はねじりを加え

ており、本例は 2個一対で出上した珍らしい例である。

二.毛抜鋏 (343)一―銅製のもので、先の部分がやや幅広になったものである。

ホ。キセル (Fig.74B)一―雁首の部分で吸い回の方向に木部が若干残っている。

C.建築具

イ.かすがい一一打ち込む方向が長いもの (286)と 短いもの (294)があり、いずれも上端

部分の幅が厚さよりも広い。

口.釘一一長 さは 1寸のものから 5寸のものまで各種みられ、断面形はすべて角である。

288～290の 3本は打ち込んだ部分の木部が付着 したまま残存している例であり、3111ま本部に

よつて本体が隠れている。他298～316ま で鉄釘である。鉄製品の中で最大の出土量がある。

D。 宗教具

イ.蓮弁状銅製品 (342)一一部分的出土であるため不明確であるが、法具の台、盤として使

用するものではないかと考えられる。破損部の一箇所にひょうたん形の穿があり、それと対に

なる部分にはみられないことから、三足の痕跡ではないだろうか。

口.鏡 (Fig。 74A)一―鏡の縁だけの出上である。推定回径は約14cmで ある。
ハ.銅管 (345)一―用途は不明であるが、表面は全体に光沢があって日常的に使用された痕

跡があること、さらに直線的製作ではなく緩い孤状に整形されていることから、仏具関係のも

のと推定される。

工.皿状銅製品一―厚さは0.o6cmの 薄い皿状の器形で、立ち上 り部分の 3箇所に穿孔がみら

れる。普通は計量をする場合の受皿的機態を推定できるが、径 4 cmと 小形であるため仏具関係
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PL。 92鉄 製 品(2)
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の用具 とも考えられる。昭和55年の調査では銅錘も出上しており関連があるのだろうか。

E.農具

浪岡城跡は城館という性格のためか農具の出土は少ない。本年度も、鎌鋸 (291)が 1点 と、

鎌が数点出上しているだけである。

F。 その他の鉄・銅製品

ここでは用途不明のものとして取 り扱う。

277 長方形に成形された 2つの角を斜めに欠き、中央に1.8× 1.3cm角 の穴をあけた平板状のも

σ)。

295 長さ9。 9cmで片側に一穿があり、肉厚な製品。

296 長さ14.4cmの板状の製品。

297 最大幅1.5cm角の槍状の製品であるが、刃部はなく建築具としての使用であろうか。

317～ 322 銅滓。

340 銅板を二つに折り重ねた状態のものである。

341 -見すると網を製作する時の将のようであるが、出上した時に基部に銅製鋲と共に鉄製品

が付着していた。抒のような部分と鋲とは穿孔によって接合していたことが確実であるこ

とから、抒以外の用途を考えなければならないだろう。

344 家具などの取手に見えるが、蓮弁状の中央部とそれに対時する両側は対照な整形でなく、

本資料で単独の製品と考えた方が良いと思う。武具 。仏具の可台〕性もある。

鉄・銅製品の大部分はいわゆる武具 。建築具の類であり、浪岡城落城に関する歴史的経緯を

物語ると考えられる。特に注目すべき事実として、轡や刀を出土さた遺構が大型の竪穴遺構と

いうことである。昭和55年調査区においてもS T81と いう大型の竪穴遺構から銅鏡二面が出土

するなど、竪穴遺構の性格を考える場合にも特色ある出土状態を示す。また、S T121出上の銅

製品 (鐸・第など)は明らかに火災にあった痕跡を残しており、落城時における人々の動揺す

る姿を推定することができる。

3.石製品 (PL.95。 96、 Fig.72、 Ch.85)

石製品として出上したものには、自・鉢 。硯・砥石・火打石と縄文時代の石斧などがある。

A.臼 (PL.95)

出上した臼はすべて破片のため全体の形状 。大きさを理解できるものはないが、大別すると

受皿状のものを有する例とない例がある。石質はすべて安山岩系の素材であるが風化の激しい

ものと、比較的良好に残存するものがある。

上国の場合、横に取手を入れる穴を有するもの (346・ 349)と、供給口がみられるもの (348)
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Fig.74 銅製品実測図
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329      330

があり、上縁でくばみのみられる例 (346・ 347)が多い。臼の日は8分割主濤が一般的である

が概 して粗雑である。351は 目が磨り滅った状態になり、352は 目の部分が剣落している。

下臼の場合、芯棒孔が四角を呈し、日の磨耗および表面の風化の少ないもの (350・ 354)が

ある。354は受皿を有する茶自の形態と考えられる。

B。 3h(PL。 95)

いずれも内部をくりぬいた状態で成形し、片口を有するもの (355)、 内面に炭化物が付着し

ているもの (357)な どがある。底部は平底 (356)である。手水鉢として使用していたのであ

ろうか。
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PL。 96石  製 品 (2)

359

c。 ね見 (PL.96、 Fig,72)

形状は角形のものだけで、いずれも破片で出上した。3581ま緑灰色を呈する小形のもの、359

は若干海の部分が残存するもの、360は海の部分が楕円状を呈する大形のものである。

D. 砥石 (PL.96)

石質はほとんどが砂岩系であり、砥ぐ物によって使い分けていたと思われるぐらい多量に出

上した。その中でも、長期の使用によって中央部がU字状にえぐられた状態になっているもの

(361～ 366、 369・ 370)が多く、 2～ 4面に渡っているものも少なくない。367・ 368は面が比

較的平らであり、368はスジ状に砥面が荒れている。前述したように鉄。銅製品が多く出土する

ことからも砥石の使用度が高かったと推定される。

E.縄文時代の石斧一一図示できなかったが、凝灰岩製磨製石斧が 2点出上している。
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4.古銭

本年度出土した古銭の総数は385枚 (実際は約400枚ほど出上したが、小破片となって計測不

可能なものや、運搬時等に粉失したものは統計上数に入れていない。)である。

初鋳年の最も古いものは、開元通宝 (唐・武徳 4年・ D C 621)で あり、北宋銭。明銭などの

舶載銭が大部分を占める。しかし、洪武通宝の中には裏に「一銭」と書かれた、いわゆる録銭

と呼ばれる小型の銭も含まれており、すべてが舶載品ではないらしい。また、寛永通宝が 7枚

も出土していることから、江戸およびそれ以後も恒常的に当城館が、広義の生活の場であった

可能性が高く現状に至るまで使用されていたと考えることができる。

古銭の出土状態をみると、中世の遺構確認面上層および遺構の覆土からの出土率が高く、意

図的埋蔵はほとんど考えられない。他の遺物も同様であるが、遺構覆土からの出土については

その意味がよく理解できず、落城期の所産とみるべきか、遺構廃棄について精神的意図があっ

たとみるべきか判然としない。特に、井戸跡・竪穴遺構の覆土からは散乱した状態で出土する

ことが多く、S Tl13・ S Tl17・ S T121・ S T147・ S E50な どは10枚以上の出土を示す。

以下名称別出土表を掲げておく。

古銭名称別出土表

称名 個体数 出土率 (%) 称名 個体数 出土率 (%)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

導起
Ｈ起

一九

一九

一九

一死

一通

一死

一通

一通

一九

一九

一迫

一九

一苑

一通

一死

一死

一通

一万

一通

一迫

元

平

化

道

平

徳

符

符

樽

聖

聖

祐

宋

宋

和

祐

祐

平

寧

寧

豊

祐

開

大

淳

至

咸

景

祥

祥

天

天

天

景

皇

皇

至

嘉

嘉

治

熙

熙

元

元

14

1

1

3

7

6

1

3

6

1

4

1

12

2

3

1

1

2

1

11

8

6

3.63

0.25

0.25

0,77

1.81

1.55

0.25

0.77

1.55

0.25

1,03

0.25

3.11

0.51

0.77

0.25

0.25

0.51

0。 25

2.85

2.07

1.55

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

宝

銭

能

銭

銭

銭

銭

銭

銭

一九

元

通

元

通

通

通

通

通

通

通

通

通

　

不

文

祐

聖

符

宋

観

和

大

中

武

楽

鮮

定

永

　

読

元

紹

元

聖

大

政

至

大

洪

永

朝

嘉

寛

無

判

半

一

二

五

十

鉄

1

7

2

5

1

7

3

1

37

14

2

1

7

71

124

1

2

1

1

1

1

0.25

1.81

0.51

1.29

0。 25

1.81

0。 77

0。 25

9.61

3.63

0.51

0.25

1.81

18.44

32.20

0。 25

0.51

0.25

0.25

0.25

0.25

計総 100.00
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5。 その他の遺物

浪岡城跡は、河岸段丘上に位置するため、縄文時代から人々の生活の場になっていた。その

ため、縄文時代、弥生時代、平安時代、室町 。戦国時代、近 。現代の遺物が相当量出土してい

る。その中で、当城跡形成期の遺物が主体であることは当然であるが、城館期の地業が大規模

におこなわれたとみえ、他の時代の遺物は遺構に伴うことなく散発的に出土する傾向がある。

PL.89・ Fig.72-NO.242で 示した重形土器は、文様もみられず時代決定は不明確であるが胎土

焼成の状態から推測するに、組文時代後期頃の製品と考えられる。また、D53区の攪乱土から

は弥生時代後期にみられる鋸歯文の施された土器片が 7～ 8点出上しており、昭和55年度調査

で出土した片刃磨製石斧 (「浪岡城跡IV」 P190NO.454)と の関連もみられる。

城館期の遺物 としては、前述したもの以外に木製品が主要な位置を占めるが、今回は堀跡の

調査を実施しなかったため出土量は稀少で、井戸跡等で出土しているにすぎない。整理作業の

都合で記述は割愛させていただく。なお、平場においては漆器の被膜が相当量出上しているが、

いずれも破片のため原形をとどめない状況にある。出土状態をみると、竪穴遺構や井戸跡の覆

土から出土する傾向が高い。

近 。現代の遺物は、耕作時の攪乱によって城館期の遺構面まで下がる場合が多く、陶磁器・

鉄製品として報告したものの中でも混在している可含を性もあり、その点は御容赦願いたい。

V まとめ

浪岡城跡の発掘調査も5年目を終了し、その間に新しく知られるようになった事実は厖大な

量に及び、今回の報告書でもわかるように充分に整理が追いつかない状況にある。今回、検出

された遺構、出土遺物の個々について問題点を抽出し、今後の調査に期する意味で項目別のま

とめをしてみたい。

1.掘立柱建物跡一一掘立柱建物跡には 2間 ×3間クラスの一群 と、 5間 ×6間 クラスの一

群に分けることができ、現在まで検出されたものをみると、 S B04・ S B06・ S B07・ S G09・

S B13・ S B15が前者であり、 S B02・ S B03・ S B05・ S B10。 S B12・ S B14。 S B18・

S B19が後者である。前者の分布配置および長軸方向をみると、不規則であるのに対し後者は

長軸方向が南北線あるいは東西線を向く状態で、一定間隔を置いて配置している。それととも

に同一規模の建物が二棟重なる状態で検出されていることは、同一地点に二期に渡って建物跡

が建て替えられたことと認識してよいと思う。このような状況は耳ヒ館の中の建物がその機能を

別にした形で、生活がおこなわれていた結果と考えられる。

2.竪穴遺構一一竪穴遺構については、大型のものから轡や刀などの鉄製品が特徴ある出土

を示し、舌状スロープの張り出し (出入口)を有する典型的タイプは、張り出し方向に特色あ
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る傾向を示してきた。すなわち、北館の扇状の形態に対してその要の方向を向くことである。

これらのことは、竪穴遺構にもその形態によって使用に対する機能分化がおこなわれていたと

いうことを推定できるようになったと言える。

3.遺構間の相互配置については、掘立柱建物跡・竪穴遺構・井戸跡の検出状態から、建物

跡の相互機能の問題も含め、一定のテリトリー分化がなされていたと考えられる。特に、その

事は、散在した出土状態を示す各種の遺物についても、詳細に検討する段階で、器種・器形に

よる出土分布傾向が表わされるようになったことである。現在は10m× 10mの グリッド単位で

把握しているにすぎないが、今後はその枠を狭めた形で検討したいと考えている。

4.出上した各種の遺物について、最も重要かつ困難な作業に編年がある。陶磁器について

みると、すべてと言っていいほど他地方からの搬入品であり、交易の中での時間差を考慮に入

れなければならないが、浪岡城の場合はその存続年代が100年、伝世品も含めると200年～300年

の幅で時代設定ができるため、青森県における陶磁器編年にある程度の糸口を与えることがで

きると考えられる。その場合、層位的方法論は浪岡城の現状には合わず、形態と器種・器形の

セット関係把握によって可能 と考えられる。本年度調査の S E50出土陶磁器はその好例である。

5.出土遺物の編年作業とともに、浪岡城跡から出土する溶解物付着土器 (対捐)・ 鋳型・羽

口などから、当時の工業状態を重要な問題として取り上げることができる。何故、浪岡城跡か

ら大量の陶磁器が出土するのかということを考える時、交易の活発化は当然のこととしても陶

磁器のみかえりとして何があったのであろうか。筆者のみならず、県内の研究者の中では、そ

の問題を重要視する意見が近年多くなりつつあるが、浪岡城跡の出土遺物をみるとそれは鉄・

銅のような工業製品ではなかったかという考え方が芽ばえてくる。安東氏の日本海交易以来の

伝統に裏付けられた状態で、県内の陶磁器搬入は14世紀を境に飛躍的に増大するが、その交易

形態は従来から不明な点が多い。もし、浪岡城も安東氏以来の系譜につながる交易形態のもと

に陶磁搬入がおこなわれていたとすれば、鉄・銅製品をみかえりとする考え方は津軽地域の特

性とも推測できるのである。

6.以上、調査成果を概括的にまとめたが、本報告書はあくまで事実記載を中心とした概報

的性格であることをおことわりしておく。現場作業および整理作業の段階で、御指導・御協力

いただいた各位に末筆をおかりしてお礼を申し上げる次第である。
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PL。 97 青   磁
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PL。 98 青磁 。白磁
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PL。 99 染
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PL。 loo 染付 。赤絵・朝鮮



PL.101 美
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PL。 102 美濃 。瀬戸・唐津
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Ch.l H48～ H52区層注記表
1 表土 (暗褐色土)

やや粘質のある暗褐色土。

黒色上。

4 黄褐色砂質土 (地山)

暗 褐色 上 に黄 白色油 質 上 を含 む。

黄褐色砂質土と黒色上の混層。

暗褐色土に褐色粘質上を含む。しまりあり。

暗 福 色 土 と責 禍 色 砂 買上 の混 層。

黒色上に黄白色砂質上を者干含む

暗褐色土と黒色上のむらのある混層。しまり

あり。

暗褐色土に黄褐色上が粒子状に含まれる。

暗褐色上に黒色土・黄白色粘質土・ 焼上が割
分的に含まれる。

暗褐色土と黄褐色砂質土の混層で炭化物が秦
干含まれる。

付 表 (Ch.)
方 47 × 43

方 (41× 39)

方 47 × 44

付 SD32覆土

①
暗褐色土。粉状の黄褐色砂質上が全体に少握

含まれる。

②
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。黒色上が著

干含まれる。

③
黄褐色砂質土と少量の暗褐色上の混層。黄白
色砂質土塊がある。

④
暗褐色土と少量の責褐色砂質上の混層。炭イヒ

物が着千含まれる。

⑤ 黒色上。暗褐色上を粉状に少量含む。

Ch.3 SB10 柱穴計測表
阻
血
形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(clm)

備 考

1 方 50 × 44

方 55 × 42 (52)

方 51× 49

方 62× 61

方 56 × 52

方 52× 52 (62)

方 41× 39

方 71× 62

方 77× (72)

方 65 × 49

l 方 62× (60)

方 65× (62)

方 42 × 39

4 方 52 × 50

方 (59)× 56

方 57 × 55

方 80 × 60

万 66 × 59

方 65 × 65

方 74 × 57

方 40 × 38

方 52 × 50

方 58 × 45

方 51× (48)

方 56 × 55

方 62 × 59

方 45 × 39

方 65× 51 50

方 63 × 56

方 45× 41

方 41× 36
方 76× (66)

方 53× (50)

方 60× 54 35.0

方 75× 61
方 75× (62)

Ch.2 SB05 柱穴計測表

ｍ
ｈ
燃
長径×短径
(cm)

深 さ
(cln)

備 考

1 方 (55)× 52

2 円 51× (50)

3 方 42× (40)

4 方 52× 52

5 方 45 × 42

6 方 49 × 39

7 方 40 × 37

8 方 47 × 40

方 28 × 28

方 40 × 36

方 30 × 29

万 51× (47)

方 41× (40〕

方 40 × 37

方 45 × 35

万 43× 42

方 (34× 23)

方 (50)× 45

方 41× 38

方 51× 48

方 46 × 46

方 60 × 48

方 49 × 48

方 50 × 47

方 41× 39

円 55× 51

方 46 × 45

カ 42 × 39
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Ch.4 SB12 柱穴計測表

ｍ
ｈ
形状
長径 X短径
(an)

深  さ
rrwnⅢ

備 考

l 方 54 X 38

方 37 × 34

方 34× 31
4 方 47× 31

方 46 × 40

万 46 X 36

方 48 × 46

方 36 × 30

方 48 × 30

不 44 × 32

方 47X4
方 37 × 36

方 62× 47

方 52 X 46

方 46 × 42 65

方 55× 49

方 (52)× 50

方 55 × 46 511

万 48 × 46 50

方 56 × 56 80

方 55 × 53

方 44 × 43

方 40 X 39

方 45 × 35

方 (41X35)

方 40 × 35

方 ×

方 37 × 32

方 86 × 27

方 43× ■

方 39× 38

方 53 × 42

Ch.6  SB14 柱穴計】則表

ｍ
ｈ
形状

長 律 ×疑 律

(clm)

深 さ
(clm)

備 考

1 方 52 × 46 (60)

万 56× 55

方 39 × 35

方 (57)× 50

方 56× 51 53

方

方 51× 47

方 50X■
方 51× 50

方 62× 51

方 62 × 55

方 60× 51 60

方 47 × 34

不 54 × 53

方 40 × 37

方 52 × 43

方 54 × 45

方 59× 57

方 45 × 45

方 56 × 49

方 57× 54

方 50 × 45

方 60× 54

方 49× 34 50

万 49 × 46

方 44 × 36 511

方 42 × 39

Ch.5 SB13 柱穴計測表

ｍ
ｈ
形状
長径×短径
(am)

深 さ
(clm)

備  考

1 方 55 × 54

2 円 45 × 43 開

3 方 33 X 32
4 円 43 × 38 611

方 57 × 38

6 方 60× 50
7 方 60× 45

方 58× 53

方 54 × 50

方 50 × 42

万 50 X 47

Ch,7 SB15 柱穴計測表

ｍ
ｈ
形状
長径×短径
(am)

深 さ
(clll)

備 考

方 86 × 30

方 46× (43,

方 側 × 60

方 45 × 43

方 36 X 30

方 27 × 27

方 50X33
方 46 × 40

方 55 × 55

方 45 X 40

方 43 X 35
方 55× 50

方 46 × 46
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Ch.8 SB17 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
rrlnⅢ

備 考

l 方 45 × 35

2 方 33 × 32

3 方 36 × 27

4 方 21× 20

5 方 37× 31
6 方 35× 30
7 方 45× 40

8 方 31× 30 13

9 方 28 × 25

方 36 × 35

方 37 × 35

方 35 × 35

方 40 × 35

方 36 × 35

方 38 × 35

方 49 × 33

不 30× 21

方 30 × 23

Ch lo SB19 柱穴計測号表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cln)

さ深
ぐｃｍ

備  考

l 方 60× 5ユ
2 方 62× 52
3 方 50 × 46

4 方 62× 30
5 方 65 × 49

6 万 63 × 60

7 方 55 × 49

8 方 55 × 55

9 方 59 × 59

方 55 × 50

11 方 57 × 50

方 65 × 59

方 52× 38 90 0

方 (66)× 63

方 64× 52
方 45 × 30

17 方 50× 41

方 56 × 48

方 66 × 60

方 55× 54

方 68 × 65

方 54× 40

方 38 × 37

方 45 × 40

方 60 × 60

Ch 9 SB18 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cm)

さ深
くｃｍ

備  考

1 方 38 × 38

2 方 41× 39

3 方 39 × 32

4 不 (54)× 49

5 方 59× 44
6 方 42× 34

7 方 35× 31
8 不 64× 64
9 不 62× 40

方 (45)× 39

方 51× 46

方 49 × 45

方 40 × 40

方 (47)× 45

方 37 × 35

方 47 × 46

方 41× 39

方 58 × 57

方 58 × 45

方 45 × 36

方 55 × 49

方 57 × 55

方 43 × 40

方 72 × 56

方 52 × 50

万 65 × 55

方 56× 44

方 75 × 69

方 64 × 58

方 60× 51

方 50 × 46

万 ×

方 (49)× 43

方 42 × 38

万 48× 47

方 45 × 36

Ch.1l ST100 注記表
a 覆上層序
l 焼土。

2
暗褐色上に黄褐色砂質土と炭化物を少量合
む。しまりあり。

3 2よ り黄褐色砂質上が少ない。

4 暗褐色上しまりなし。

5
暗褐色上に黄褐色砂質土、炭化物、多量の灰
を含む。

6
暗褐色上に黄褐色砂質上を小ブロック状に黒
色上を部分的に含む。17)よ り暗い色調である。

7
暗褐色上に、黄褐色砂質土を大ブロック状に

含む、炭化物あり。

8 黄褐色砂質土ぅ

9 黒色土。

暗褐色土に黄褐色砂質上、黒色上を若干含む。
しまりなし。

黄褐色砂質土 (地山)

暗褐色上に責褐色砂質上、白色粘上、灰、矮
上を含む。

暗褐色上に黄褐色砂質土力Xnよ り少ない。炭
化物あり。

b 柱穴計測表

血
ｈ
形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(cm)

備  考

ユ 方 24× 21
2 方 25× 24

方 35 × 30

4 方 25 × 24

5 方 40 × 30

方 ×
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Ch 12 ST101 注記表
a 覆土層序

暗褐色上に若子の責褐色砂質上、炭化物、房
が含まれる。

暗褐色上に若干の黄褐色砂質上を含む。

暗褐色土に若干の黄褐色砂質上を含む。(砂篠
が17よ り多い)

黄褐色砂質上に、少量の暗褐色上が含まれる。

暗褐色上に若干の黄褐色砂質土を含む。しま
りなし。

暗褐色上に若干の責白色砂質上を含む。

黄褐色砂質土 (地山)

焼土。

1 暗褐色上に微量の黄褐色砂質土混入。

2
暗褐色上に責褐色砂質上を多量に含む。若千
炭化物あり。

3
暗褐色土に少量の黄褐色砂質土と粘上を含
む。

4
暗褐色土 と黒色上の混層に黄褐色砂質土を
少々含む。

5 暗褐色上に責褐色砂質土と炭化物混入。

灰色粘土層。

7
暗褐色上と黒色上の混層に黄褐色砂質土浸
ヌ、。

暗褐色上に炭化物と若干の黄褐色砂質土が湧
入 ^

暗福色上に黄褐色砂質土を多量に含む。

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

亜 形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(cm)

備  考

1 方 26× 18

2 方 30× 32
3 方 40 × 38

4 円 40× 40

5 方 50× 40 20 2

6 方 40× 38
7 楕 36× 28

8 方 70× 34

σ 方 40× 36

円 35 × 33

方 28× 20

方 28 × 28 55 3

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ
血 形状

長径 ×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備 考

1 方 33 × 33
2 方 26× 25
3 不 43× 43
4 方 29× 21

方 43 × 36

方 43× 35

不 33× 29

方 27× 25
方 37 × 28

方 33× 22

方 33× 33
円 27 × 26

方 36 × 35

方 23× 2ユ

方 45× 45
方 24× 24

方 30 × 27

方 37× 27

方 29× 27

方 22× 21

不 60 × 38

円 31× 28

Ch 13 ST102 注記表
a 覆土層序

1
暗褐色上に若干の黄褐色砂質土と黒色土をや
む。

2
暗褐色上に小ブロック状に責褐色砂質土が台
まれる。若干黒色土もある。

3
暗褐色上に少量の灰と若子の黄褐色砂質上が

含まれる。

4
暗褐色上に若干の炭化物と責褐色砂質上が台
まれる。

5 暗褐色土と黒色土、責褐色砂質上の混層。

6
黄褐色砂質上に少量の黒色土と暗褐色土が台
まれる。

7 黒色上にブロック状の黄褐色砂質土を含む。

8
暗褐色土に若干の黒色土と少量の黄褐色砂妥
上が含まれる。

9 黄白色砂質土。

白灰層。

暗褐色上に黄褐色砂質上を大ブロックに桂
み、黒色土も含まれる。

暗褐色土に若干の黒色土 と責褐色砂質上が捜

まれる。

暗褐色土にブロック状の責褐色砂質上が含ま
れる。

暗褐色上に大プロックの黄白色砂質土と小フ
ロックの黄褐色砂質土が含まれ、黒色土と房
が若千含まれる。

暗福色上に黒色土、黄白色砂質上、黄褐色靱
質上が少量含まれる。
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1

暗褐色上に黄褐色砂質土と炭化物、灰が若干

含まれ、黄褐色砂質土はブロック状に含まね

る所もある。

2
暗褐色上に責褐色砂質上が若干含まれ、少量

の炭化物も見られる。

3 暗褐色土に若干灰を含む。

4 灰に少量の炭化物を含む。

5 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、しまりが強c

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、若千の炭イヒ

物を含む。

7 黄褐色砂質上。しまりあり。

黄白色砂質上。しまりなし。

暗褐色上に黄褐色砂質上が極めて少なく存在

する。

暗褐色土に黄褐色砂質上と炭化物が少量含ま

オιる。

暗褐色粘土層。

黄褐色砂質土に、若千の暗褐色土と小石が含

まれる。

暗褐色上に極めて少なく責褐色砂質上が存在

する。(9)よ りしまりなし。

灰 (白色)

暗褐色上に黄褐色砂質上の混層で部分的にイ

ブロック状の砂質土もみられ、黒色土も小怪

含まれる。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に黒色土と小

石を若干含む。tOよ りしまりなし。

暗褐色上に黄褐色砂質上が小量含まれる。

暗褐色上に黄褐色砂質土がブロック状に含ま

オιる。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、しまりあり。

暗褐色土に黄褐色砂質上が小量含まれ、黒佳

土も若干含まれる。

暗褐色上に黄褐色砂質上と炭化物を少量含

む。 (ST-112覆 土)

暗褐色上に黄褐色砂質上を多量に含み、炭イと

物も含む。 (ST―■2覆土)

責褐色砂質土 (地山)

Ch 14 ST103。 111・ 112 注言己表
a 覆上層序

Ch 15 ST104 注記表
a 覆土層序

方 29× 28 55_6

方 41× 38 〃

方 36 × 34

方 56 × 43

方 35 × 32 ST-111

方 28 × 27

方 30 × 29

方 39× 38

方 35× 31

方 40× 35

方 40× 40

方 40× 35

方 30 × 28

万 32 × 29

方 26 × 25

方 29 × 29

不 65× 53

円 20× 20

不 22× 21 ST-112

不 22× 20 132

不 20× 17

l 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。

2 暗褐色土。しまりあり。

暗褐色土、若干岩化物あり骸)よ りしまりなし。

3 暗白色粘上。

黒色土。

暗褐色土に黄褐色砂質上が少量、炭化物が荘

干含まれる。

7 暗褐色上に責褐色砂質上が多量に含まれる。

暗褐色土。

黄白色砂質上 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備 考

1 方 43 × 39 SF-lo3

2 方 33× 31

3 方 33 × 30

4 方 40 × 40 〃

5 方 38 × 30

6 方 38× 37

7 方 × 〃

万 37 × 33

9 円 40× 37

方 35 × 33 〃

不 55 × 39 〃

円 45 × 40

円 52× 42 〃

方 48 × 47

方 43 × 33 72.1

方 34 × 29 〃

方 32 × 29 〃

方 30 × 30

方 37 × 35 ″

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(Gm)

深  さ
(cm)

備 考

l 方 32× 28

2 方 31× 30

3 方 32× 31 68 6

4 不 55 × 35

5 方 36 × 35

6 方 33× 31

7 方 38× 33
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Ch 16 ST105 注記表
a 覆土層序

Ch.18 ST107 注記表
a 覆上層序

1
暗褐色土に黄褐色砂質上が若干含まれる。し
まりなし。

2
暗褐色土に炭化物と責褐色砂質上を含む。し
まりなしぅ

3
暗褐色土に多量の黄褐色砂質土と若干の炭イ[
物が含まれる。しまりなし。

4
暗褐色土に黄褐色砂質上を含み、若干の灰と
炭化物も含まれる。

5
暗褐色土に多量の炭化物と若干の焼上が含ま
れる。

6
暗褐色土に若干の黄褐色砂質土と少量の炭■
物が含まれる。

7
暗褐色土に黄褐色砂質上が少量含まれる。し
まりなし。

8 暗褐色土に責褐色砂質土を多量に含む

9
暗褐色土に黄褐色砂質土が若干含まれる。し
まりあり。

灰 。

黄白色砂質土 (地山)

1 埋 土

2
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、炭化物も含
まれる。しまりが強い。

3
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、炭化物も合
まオとる。

4
暗褐色上に黄褐色砂質とが小ブロック状に漫
入、炭化物も含まれる。

5 (3)よ りも炭化物が多しゝ

6 13)よ りも黄褐色砂質上が多い。
7 責褐色砂質土 (ピ ット覆土)

8 黄褐色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(cm)

備 考

1 不 32× 23
円 33 × 32

方 30 × 25
4 不 38 × 28 53,7

不 26 × 15

方 35 × 29
7 方 48 × 33
8 方 31× 28
9 方 31× 29

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cm〕

深 さ
(cln)

備  考

l 不 38 × 34

不 38× 31 36.3

不 54 × 40
4 方 41× 33
円 30 × 29 66 0

6 円 33 × 30
7 円 31× 29
8 円 30 × 28
9 円 33 × 27

不 26× 21

Ch.19 ST108・ 109・ 110 注記表
a 覆土層序

Ch.17 ST106 注記表
a 覆土層序

1
曙褐色上に貢褐色砂質上が小ブロック状にや
まれる。西側に特に多く含む。

2 暗褐色上に責褐色砂質上が多量に含まれる。
3 責褐色砂質土 (地山)

1
茶褐色土に黄褐色砂質上を多量に含み、若耳
の灰と少量の黒色土も含まれる。

2 黄褐色砂質土。

3 暗褐色上に黄褐色砂質土を粒子状に含む。

4
暗褐色上に責褐色砂質土を少量含む。炭化核
も含まれる。

5
暗禍色上と黄褐色砂質上の混層、炭化物を台
む。しまりあり。

暗褐色上に責褐色砂質土と炭化物を若干台
む。しまりなし。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。しまりあり。

暗褐色上に炭化物を多量に合む。しまりなし。

責白色砂質土。しまりなし。

暗褐色土。

11 暗褐色土に黄褐色砂質上を少量含む。

暗褐色上に黄褐色砂質土を少量含む。炭化駿
を若干含む。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層n

黄褐色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(clm)

深 さ
(cm)

備 考

1 円 36 × 25
2 円 34× 21
3 円 37 × 27
4 円 28 × 22

5 不 25× 21
円 21× 19

7 円 17 × 15

不 28 × 18

方 34 × 33

円 20 × 20 55.5

11 方 35 × 34

円 38 × 30

円 30 × 26

円 28 × 26

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(an)

深  さ
rrln】

備 考

1 不 18× 14 21.3 ST-108
2 方 21× 19
3 円 25× 21
4 楕 37 × 18 32 0

5 円 25× 22 31.6 〃

円 24 × 22 ST-1lo
方 30× 21
方 29 × 23

不 21× 22
不 30 × 26 〃

方 25 × 19 〃

方 25 × 20

不 41× 30 32.2 〃
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Ch 20 STl13 注記表
a 覆土層序

Ch_21 STl15 注記表
a 覆土層序

Ch 22 STl17 注記表
a 覆土層序

l 暗褐色土。

2 黄褐色砂質土に暗褐色上が少量含まれる。

3
暗褐色上に黄褐色砂質上が含まれ、炭化物モ

着千含む。

4
暗褐色上に黄褐色砂質上が大ブロック状に布

在する。

5 黒色上に黄褐色砂質上が部分的に含まれる。

暗褐色上に若千黄褐色砂質土と炭化物が含ま

オιる。                 _
7 黄褐色砂質土 (地山)

3 暗褐色上に多量の灰が含まれている。

4
暗褐色上に多量のカーボンと灰が含まれてし

るため黒色を呈する。

暗褐色上に多量の黄褐色砂質上が含まれ、都

分的にカーボンが点在し、下層になるにした

がってカーボンが多くなる。

暗褐色上に多量の灰が含まれる。湿性が強し

7 青灰色の灰。

暗褐色上に若干の灰を含む

9
暗褐色上に微量の戊化物を呈し、責褐色砂擦

上を若千含む。

黄褐色砂質上に若千のカーボンを含む。

灰と黄褐色砂買上の混層。

茶褐色砂質土。

暗褐色上、黒色土、黄褐色砂質土の混層にを

子の炭化物あり、湿性あり。

暗褐色上に黄褐色砂質土を若干含む。

暗褐色上に黄褐色砂質土を多量に含む。炭イt

物若干あり。

焼土。

黄褐色砂質土 (地山)

1 焼上。

2 暗褐色土と反化物を若千含む。

3
暗褐色上と黄褐色砂質上の混層、炭化物を

'量含む。

4
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、炭化物を蓼

量に含む。

5 黄楊色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(clm)

深  さ
(cm)

備  考

1 方 26 × 24 26 2

2 方 16 × 16

3 方 21× 18 138
4 方 26 × 25 23 8

5 方 21× 19

6 円 28× 24 41 9

7 円 22 × 18

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cln)

備 考

l 方 30 × 30 41,1

2 方 32× 32 50 0

方 34× 34 42 1

4 方 47× 46 47 2

方 40× 34 48 0

方 47× 49

7 円 35× 32 53 3

円 30× 28 47 6

円 25 × 24 49.7

方 29 × 20 35.8

11 方 28 × 23 19,0

方 30 × 15 36_9

方 28× 25 22.7

方 24× 20 14 8

l
暗褐色土と黒色上、黄褐色砂質上、灰、カー

ボンの混層。

2
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、部分的に安

褐色砂質上が大ブロックである。

Ch 23 STl17 出土遺物注記表→PL 25対応

No 遺物No rL. ri貿 . 出 土  区 器 種 特 徴 備 考

1 P  827 F53STl17dフ ク上 染 付 皿

P 1023 〃 〃 〃 〃

P  877 〃   d  〃

P  856 〃 〃   c  〃

5 P 1082 ″   d 〃 碗

P l125 〃   e  〃 〃 皿

7 P  1085 〃 〃   f  〃 白 磁 〃

8 P  825 〃   C  〃 青 磁 碗

9 P  754 〃 〃 〃

P  l122 〃   d  〃 羽 □ 11と 同一個体

P   853 〃 〃 10と 同一個体

P  879 〃   d  〃 鋳 型

P  880 〃   d  〃 〃

P 1022 〃 ″   e 〃 〃

P 1019 〃 〃   e  〃 溶解物付着土器 増塙。銅付着。

P 1088 〃 〃

P  883 ″ 〃   e  〃 〃 〃 。銅付着。

P  878 〃 〃   d 〃

P  795 〃   e  〃 〃

P  822 〃 瓦 器

P  824 〃   a  〃 信 鉢
6条の卸目が左回り
に施される。
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1 暗褐色上に焼土多量、灰化物若干含む。

2
暗褐色上に黄褐色砂質土、炭化物、灰を若耳
含む。

3 暗褐色土と責褐色砂質上の混層。

4 黒 色 灰 。

5
暗褐色土に黄褐色砂質土若干、灰を多量に
む。

6
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層に黒色上、灰
炭化物を若干含む。

7
暗褐色上に黄褐色砂質土若干と炭化物少量を
含む。灰、若干あり。

8 責褐色砂質土 (地山 )

Ch 24 STl18 注記表
a 覆土層序

Ch.27 ST121 注記表
a 覆土層序

Ch 25 STl19 注記表
a 覆土層序

Ch.28 ST124 注記表
a 覆土層序

b 柱大計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(cln)

備 考

l 方 28× 25
2 方 33 × 32

3 不 42 × 29

4 円 29 × 23 12 9

5 円 35 × 30

6 円 39 × 33

7 円 30× 27

b 柱穴計測表
趾
血
形状
長径×短径
(clm)

深  さ
(cm)

備 考

1 方 25 × 24

2 円 29 × 27

3 方 25 × 23

4 方 26 × 26

5 方 39 × 28

6 方 31× 31
7 円 25× 22
8 円 23× 22

ユ 暗褐色土。

2 粘土 (明楊色 )

3 黒色灰に炭火物を若干含む。

4 暗褐色土に黄褐色砂質土を少量含む

5 黄褐色上の大ブロックぉ

6 灰色灰に炭化物を若干含む。

7
暗啓色土に灰を若干含むため但)よ りしまりな
し。

8 黄褐色砂質土 (地山)

l 暗褐色土と灰の混層。

2
暗褐色上に責褐色砂質上が少量混りあってし

る。炭化物少量含む。

3
黒色土に若干の黄褐色砂質上が含まれてヽ

る。

4 黄褐色上に黄褐色砂質上を多量に含む。

5 責褐色砂質土。

6 暗褐色上に灰、炭化物を多量に含む。

7 焼土と暗褐色上の混層。

8 責褐色砂質土 (地山)

Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cln)

備 考

1 方 35× 31 ST■ 21
2 方 29 × 25

方 35 × 32

方 35 × 25 ″

方 36 × 27

方 33 × 29

7 方 40 × 39 ″

方 29 × 26

円 25 × 26 ST-122

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cm)

さ深
くｃｍ

備 考

] 方 32× 28
2 方 25× 23 51 2

3 円 32× 31
4 方 22× 18 41 7

5 方 29× 27
6 方 38 × 29

7 方 32× 28
8 方 40× 39

l 暗褐色土にローム粒子混入。

(Dよ リローム粒子を多く含む。

3
暗褐色上にロームブロックと炭化物を含む。
12)よ り若干明るい。

4 暗褐色土にロームプロックと炭化物を含む。

5
暗褐色上にローム粒子と若干のロームブロッ
クを含む。

6 白色灰。

7 責褐色砂質土 (地山 )

Ch 26 ST120 注記表

ユ

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。炭化物を完
干含む。黄褐色砂質上が大ブロックで存在サ
る。

炭化物。

3 黄褐色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備 考

1 方 30× 23
2 方 28 × 26

3 方 24 × 23

4 方 24× 17
5 方 23 × 23

6 方 48× 37
7 方 32× 24 75 0
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l 暗褐色上、灰、炭、焼上の混盾。

暗福色土に責褐色砂質土混入。

青灰層。

暗褐色上に黒色土混入。

責褐色砂質土 (地山)

Ch.29 ST125 注記表
a 覆土層序

Ch 32 ST130 注記表
a 覆上層序Ch 30 ST127 注言こ表

a 覆上層序

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備 考

1 方 27× 21 ST-128

2 方 29 × 25 〃

3 円 37× 24

4 方 31× 24 65 ST-129

方 20 × 18 〃

万 44 × 37

7 方 40× 40

方 40 × 39

方 32× 31 〃

方 52× 48

円 21× 20

方 42× 38 〃

円 × 〃

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cm)

癬
ｍ

備  考

1 方 25 × 25

2 円 ×

3 方 27 × 24

4 方 22× 21

不 51× 40

方 27 × 23

1 暗褐色上に若干の灰化物が含まれる。

2 暗褐色上と黄褐色砂質上の混層。

3
暗褐色上に黄褐色砂質土を小プロック状にf
む。               _

4 暗褐色土に若干灰を含む。やや粘上質であ亀

5
暗褐色上に若干黄褐色砂質上を含む。粘上宴

である。

6 黄褐色砂質土に少量の黒色上を含む。

7 黄褐色砂質土 (地山)

1 褐色の粘質土。

2
暗褐色上に黄褐色砂質上が小ブロック状に

'量含まれる。炭化物と灰と若千含まれる。

3 暗褐色土に少量の灰が含まれる。

4 黒色上に多量の灰と粘上を含む。

5 明黄色砂質上。

黄褐色砂質上 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備 考

l 円 40 × 32

方 20 × 18

方 24 × 16

円 27 × 20 28 2

方 37× 34

方 31× 26

7 方 ×

8 方 20× 11 72

9 方 25× 21

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(cm)

備 考

1 方 40 × 39

2 方 31× 29 16.51

3 方 24 × 20 ①D

4 方 28 × 26 13111

5 方 34 × 32 1681

6 方 33 × 25

7 不 46 × 42 QZD

8 不 48 × 30 1371

9 方 40 × 39

円 50 × 47

方 34× 31 001

円 23 × 22 16.の

方 34 × 34

円 39 × 29

方 51× 46

l
暗褐色土に黄褐色砂質土と炭化物、灰 (黒色 :

を着干含む。しまりあり。

2 粘上。しまり強い。

3
中 色砂質上の混層。小石少量、

炭化物、灰 (黒色)を若干含む。_____
4 暗褐濱上に炭化物と灰を若干含む。

5 暗褐色上に灰 (灰色)」 量ヽ含む。

黄禍色砂質上に黒色土を若干含む。しまりを

し。

黄褐色砂質土 (地山)

Ch 31 ST128o 129 注記表
a 覆土層序

Ch 33 ST131・ SX71 注記表
a 覆土層序

1
暗褐色土に小量の黄褐色砂質上を含む。炭イt

物若干あり。           ___
暗褐色上に多量の黄褐色砂質上を含む。

3 粘質上。

4 暗褐色上に責褐色砂質上を若干含む。

5 暗褐色上に微量の黄褐色砂質土を含む。

6 暗褐色上。

7 暗褐色上に若干の炭化物を含む。

8 樫禍色上に多量の灰を含む。

9 黄褐色砂質土 (地山)
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b 柱穴計測表
イlt
NO 形状

長径×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備 考

l 方 24× 23
2 方 28× 28
方

4 方 45 × 43

方 52× 46
6 方 40 × 36
7 円 43 × 43

方 30× 29
9 方 24× 19

万 ×

方 26× 17
方 37 × 35

方 25 × 20

方 30× 20
方 18 × 16

方

方 35× 33
方 45 × 33

方 27 × 26

万 28 × 23
円 帥 × 28

円 33 × 26 68 5

方 35 × 28

円 55× 55
方 35 × 35

1
暗褐色土と黄褐色砂質土との混層、炭化物若
干あり。

2 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層⇔
3 暗褐色上に多量の炭化物と若干の灰を含む。
4 暗褐色上に多量の灰を含む

5 暗褐色土に黄褐色砂質土を多量に含む

6 暗褐色上に黄褐色砂質土を12)よ り多く含む。
7 暗褐色土に炭化物を少量含む。
8 暗褐色上に炭化物を若干含む。

9
暗褐色土に黄褐色砂質土と炭化物を若干含
む。

暗褐色上に黄褐色砂質上を若干含む。炭化杉
もあり。

11

12

暗褐色上に多量の炭化物を含む。

暗褐色土。

貴褐色砂質土。

暗褐色上に白っぱい灰を含む。
5 暗褐色上に灰色の灰を含む。

黒色土。

暗褐色上に若干の黒色上を含む。

責褐色砂質土 (地山)

Ch 34 ST132・ 152 注記表
a 覆土層序

Ch 35 ST133 注記表
a 覆土層序

Ch 36 ST134・ SX67 注記表
a 覆土層序

l
暗褐色土と責褐色砂質上の混層に微量の灰と
炭化物を含む。

2 黄褐色砂質土と少量の暗褐色土が含まれる。
3 黒色土。

4 暗褐色上に灰が多量に含まれる。
5 黄褐色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
ｍ
ｈ
形状
長径×短径
(伽 )

深 さ
(釦 )

備 考

ユ 方 31× 27
方 30 × 27

b 柱穴計預!表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cln)

備  考

1 方 35 × 30 21 5

2 方 38× 34
3 方 45× 25
4 方 82× 25
5 方 30× 25
6 方 34× 25 27 5

7 方 40× 32
8 円 24 × 20
9 円

方 34× 30
円 25 × 25

方 19× 18

方 53 × 38

方 22× 19
円 30× 23
円 20× 20
方 ×

円 22× 24
方 25× 25
円 25× 21
円 39× 27
方 27× 22 55

方 20× 16
方 27× 25

1 暗褐色土。

2
暗褐色上に黄褐色砂質上を小ブロック状に増
む。

3 暗褐色土に多量の灰を含む。
4 黒色土に黄褐色砂質土を含む。
5 責褐色砂質土と黒色上の混層。しまりなし。
6 責褐色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cln)

備 考

l 方 20× 18 SX―お7

2 万 20 × 18
3 方 20× 20
4 方 22× 18 〃

方 19 × 16 113 〃

方 23 × 23
7 方 20× 18 〃

円 33 × 28

方 19× 19
方 34× 31 〃

11 万 26× 25
方 35 × 23

方 42× 37 ST-134
4 方 19 × 19 〃

5 方 23 × 19
6 円 23 × 19

方 21× 19
8 方 17 × 17

方 20× 17
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1
暗褐色上に黄褐色砂質上を小ブロック状にや
Lt。

2 暗褐色上に灰を多量に含む。
3 暗褐色上に焼土を多量に含むも

4 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層ぃ

5 黄褐色砂質土 (地山)

Ch 37 ST135 注記表
a 覆土層序

Ch 39 ST137 注記表
a 覆土層序

Ch 38 ST136o146 注記表
a 覆土層序

Ch 40 ST138 注記表
a 覆上層序

1 暗褐色土。

暗褐色土と責褐色砂質上の混層。灰を若干桂
む。

暗褐色土に黄褐色砂質上を若千含む。

責褐色砂質上 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ
血 形状

長径×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備  考

1 方 40× 31 35 6

方 26× 22 23.6

方 44 × 38 35.3

方 44× 34 40 8

方 27× 27 27.2

方 34× 31 41.8

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ
ｈ 形状

長径×短径
(cm)

深 さ
(clm)

備  考

1 円 31× 26 33 5

円 25 × 25 47 5

方 32× 30 21.2

4 方 30 × 27 185
5 方 33× 31 53.5

6 方 19 × 17 27 0

7 方 31× 28 33.0

8 不 24 × 20 41.0

9 方 35× 31 57.5

方 35× 31 43 5

方 27 × 24 55
方 27× 21 20.0

l
暗褐色上に黄褐色砂質土が少量含まれ炭化骸
と灰も若干含む。

2
暗褐色上の中に黄褐色砂質土が多量に含まイ
ている。

3 黄褐色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(clm)

備 考

1 方 23 × 22 ST-146
2 方 24× 22 38 5

3 方 32× 24 27 8

4 円 55 × 48 30 0

5 方 33 × 28 23.4 〃

6 方 44 × 30 29 1

7 方 30 × 27 167 〃

8 円 25 × 25 55,0 ST-136
9 万 33 × 32

方 36 × 32 33,1

方 25 × 24 112 〃

円 23 × 22 13 5

方 35 × 28 45,9 〃

14 方 34 × 33 20 3 〃

方 33 × 33 64.9

円 44× 37 12 9 〃

7 方 58 × 52 19 5 〃

8 方 30 × 25 18.5

方 31× 25 43 6 〃

方 24 × 23

万 34 × 29 25_0

方 20× 21 〃

方 21× 20 96 〃

方 43 × 30 81 0

方 23 × 22 13.7

方 26× 25 12.4

方 28 × 28 〃

1
暗褐色土に黄褐色砂質土を粒子状に含み、完
干の炭化物も含む。しまり強い。

暗褐色上に責褐色砂質上を粒子状に合み、�
性が強く、但)よ り暗い。

灰褐色を呈する灰層にブロック状の黄褐色秘
質とを含む。

4
暗褐色上に黄褐色砂質土をブロック状に遣
む 。

暗褐色上に黄褐色砂質上を若干含む。

6
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、炭化物をう
量含む。しまりあり。

7 暗褐色上に灰 (黒色)と焼土を少量含む。

8
暗褐色主と灰 (黒色)の混層、炭化物を若耳
含む。

9
暗褐色上に赤褐色砂質上の小さな固まりをを
干含む。

黄褐色砂質土 (地山)

C SX65 覆土層序

1
禍色上に責褐色砂質上を小ブロック状にぞ
む。炭化物、褐色粘土も若干含まれる。
褐色土に責褐色砂質土を少量含み、炭化物も
含まれる。

暗褐色上に責褐色砂質土小ブロック状に多昼
に含み、炭化物もある。

暗褐色土に責褐色砂質上を少量含み炭化物も
ある。

5
褐色上に灰、災化物が多量に含む。黄褐色を
質土若干あり。

黒色土。

7
暗褐色上に多量の責褐色砂質上を粒子状にモ
む。

7
暗褐色土に多量の黄褐色砂質土を粒子状に進
む。

8
黒色土に粒子状の黄褐色砂質上を多量にや
む。

9 黄褐色砂質土 (地山)
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b 柱穴計測表
lt
形状
長径×短径
(cal)

深 さ
(cm)

備 考

1 方 22 × 18 57_3

2 円 19 × 19 106

3 方 31× 30 166
4 円 17 × 16 132
5 方 20 × 18 20.5

6 方 24× 21 36 0

7 円 38 × 35 10 3

8 円 35 × 30 11 5

9 方 21× 19

円 21× 21 12 5

円 21× 21 14 9

円 22× 21 15 8

円 32× 31 53.3

方 25 × 22 33 3

5 万 25 × 23 32 5

方 28 × 25 47.7

方 23× 21 25 5

方 31× 31

方 21× 19 37 0

方 25 × 25 63.9

不 21× 17 27 8

方 24× 24 36 9

方 22 × 17 45 3

方 27 × 22 33.2

Ch 42 ST140 注記表
a 覆土層序

Ch 43 ST14 注記表
a 覆土層序

Ch 41 ST139 注記表
a 覆上層序

1
暗褐色土に粘質上を少量含み、炭化物も若耳

含む。

2
暗褐色上に黄褐色砂質土を小ブロック状に

'量含む。

3 暗褐色土と黄褐色砂質土の混層。

4 暗褐色土。

5 責褐 色砂 質土 (地山 )

b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

血 形状
長径×短径
(om)

深 さ

(on)
備  考

1 円 35× 28 58 3

2 円 28 × 25 56 2

円 28× 25 62 2

4 円 27 × 26 58 9

5 円 30× 27 53 7

円 27 × 26 59 7

7 円 27 × 25 52.3

円 28 × 26 60 2

1
暗褐色土に黄褐色砂質土を粒子状 に若干栓

芝す。

2 暗褐色上に黄褐色砂質上を少量含む。

3
暗褐色土に粒子状の黄褐色砂質上を若干津
む。炭化物あり。

4 暗褐色上に多量の黄褐色砂質上を含む。

5
暗褐色上に黄褐色砂質土を少量含む。炭化杉

あり。

6
暗褐色上に礫状の黄褐色砂質上を含む。炭社

物あり。

7 暗褐 色 土ぅ 炭 化物 あ り。

8 黄褐色砂質土 (地山)

1
暗褐色上に粒子状の黄褐色砂質上を若干含

む。

2 暗褐色上と責褐色砂質上の混層。

3
暗褐色上に黄褐色砂質上を粒子状に多量に合

む。

4
暗褐色土に多量の炭化物を含む為黒色を呈す

る。黄褐色砂質上を若千含む。

5 暗褐色上に少量の黄褐色砂質上を含む。

6 白色粘上のかたまり。

7 黄褐色砂質土 (地山)

b 柱穴計測表
血
ｈ
形状
長径 ×短径
(all)

深 さ
(cm)

備  考

1 円 30 × 27

2 円 32× 31 11 1
b 柱穴計測表
Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(cm)

備 考

l 方 20 × 23 52.5

円 25 × 33 69,0

方 24 × 23 56 2

方 24 × 23 55 4

円 30 × 25 58 8

方 23× 22
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1 暗褐色土。

黄褐色砂質上に多量の暗褐色上を含む。

暗褐色上に小ブロック状の黄褐色砂質上、炭
化物、灰 (黒 )を着干含む。

4 黒色土。

5 焼土◇

黄褐色砂質土 (Pit覆土)

7 黒色上に暗褐色上、黄褐色砂質上を着干含む

8 暗褐色上に責褐色砂質上を含む

9 白色粘質土。

黄褐色砂質上 (地山)

Ch 44 ST142・ 147 注記表
a 覆上層序

Ch 47 ST145。 148・ 150,151 注記表
a 覆土層序

Ch 45 ST143 注記表
a 覆土層序

Ch 46 ST144 注記表
a 覆土層序

5
黒色上、貢褐色砂質上を者干含む。部分的に

(黒)を含む。しまりなし。

6
暗褐色上に責褐色砂質土と炭化物を若干台
む。

7 責褐 色砂 質土 (地山 )

b 柱穴計測表
贄
血
形状

長 往 ×短 往
(cm)

深 さ
(cm)

備  考

1 方 33× 25 41 3

方 27 × 18 33_5

3 方 30 × 29 37 1

4 方 27 × 18

方 20× 19 194
方 71× 71 30 2b 柱穴計測表

Ｐｉｔ

ｈ 形状
長径×短径
(cln)

深 さ
(cm)

備  考

l 方 45× 41 11 5

方 36× 33 41 7

円 25× 22 30 3

円 31× 31 37_9

円 30 × 28 13.2

方 26× 25 29,0

7 方 28× 31 44 0

円 69 × 69 170
方 30× 31 52 0

円 32× 30 26 5

方 41× 39 33 0

円 29 × 28 20.5

方 22 × 18

方 40 × 38 65.0

方 24 × 22 19.8

方 30 × 25 24 0

17 方 40× 35 29 0

方 35 × 28 120
方 14 × 14

1 暗 褐 色 土 ぅ

2
暗褐色上と焼土と黒色粘質上の混層。黒い灰
と炭化物を若干含む。

暗褐色上。炭化物と灰を少量含む。しまりあ
り。

緑灰色粘質上に、焼上を若干含む。

5 小ブロック状の責褐色砂質土。しまりあり。

暗褐色土に責褐色砂質上を粒子状に合む。し
まりなし。

7 暗褐色土と黒色上のむらのある混層。

暗褐色土に黄褐色砂質上が小プロック状に)
量、炭化物、黒色上を着干含む。

灰 。

暗褐色土に黄褐色砂質上の小ブロックと炭■
物を着干含む。

暗褐色上に鉄分を含む赤褐色砂質上の刀
ロックを含む。

暗褐色上に灰を若干含む。

暗褐色上に責褐色砂質上の小ブロックを若吾
含む。

黄褐色砂質土 (地山)

1 黒色上に黄褐色砂質上を若干含む。

暗褐色上に黄褐色砂質上の混層n

3
暗褐色土に粒子状責褐色砂質上、黒色土を)
量含む。

黒色土。

黄褐色砂質上

b 柱穴計測表
阻
血
形状
長径×短径
(銅 )

深 さ
(cm)

備  考

1 方 35 × 34 67 7 ST-145
2 方 37 × 34 50.3

3 方 47 × 43 74.5 〃

4 円 36× 32 61.0

5 方 43× 41 59 5

6 方 53× 41 67 0 〃

7 方 40 × 39 31.5

8 万 47 × 35 42_7

9 方 29 × 28 46 0 ST-148

0 方 36 × 25 43 5 〃

l 方 27× 24 35_8 〃

2 方 × 12.0 〃

3 方 28× 28 67.0 〃

4 方 29× 27 49.0

5 方 30× 29 47 3 〃

方 20 0 ST-151

方 27 × 26 29,0 〃

円 14× 13 35.0 〃

方 30 × 30 58.5 〃

〃

, 19 × 19 51 5

円 27 × 25 35,0 〃

b 柱穴計測表
血
ｈ
形状
長径×短径
(cm)

深 さ
(cm)

備  考

l 方 35× 30

方 38 × 28 22.5

円 30 × 28 16 7

4 方 39 × 33 17 0

円 29× 24 23 4

方 34 × 33 13 0

7 方 24× 21 77

1 暗褐色上。

焼土。

3 灰 (黒 )

4
暗褐色土と小ブロック状黄褐色砂質上の消
層、灰 (黒 )と 黒色上を若干含む。
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Ch 48 SE42 覆土層序
1 暗褐色上に炭化物が微量に含む。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。

暗褐色上に責褐色砂質上が若干含まれ、湿圏
が 強 い 。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。12)よ りも呼

褐色上が多い。下層になりしだい湿性が強く
なる。

5 黄色砂質土。

暗褐色土と黒色上の混層に炭化物を含む。

7 砂質上に若干の炭化物を含む。

砂 質 上 に多量 の炭化物 を含 む。

火山礫

Ch 51 SE40 覆土層序
1 暗褐色上に炭化物を若干含む。しまりあり。

2 暗褐色土と灰の混層、炭化物若千合む。

3
暗褐色土と責褐色砂質土の混層。炭化物ありc
しまりあり。

4 暗 褐色 土 ぉ 炭 化物 あ リハ しま りな しn

5
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、炭化物を建
干含む。13)よ りしまりなし。

6
暗褐色土に責褐色砂質土・炭化物が少量含ま
オτる。

7 黒色土と灰の混層、炭化物を若干含む。

8 黄褐色砂賃上に暗褐色上が含まれる。

Ch.49 SE43 覆上層序

1 暗褐色上に炭化物を若干含む。

2
暗褐色上に少量の黄褐色砂質上を含む。(→よ

りしまりなし。

3 暗褐色土と責褐色砂質上の混層。

4 粘上に灰が混入。

5 灰 色 灰 。

6 黄褐色砂質上のプロック覗

7
暗褐色上に黒灰を少量含み、灰化物も若干進
之F。

8
暗褐色土に灰を少量含み、灰化物も若干含む

(7)よ りしまりなし。

9 暗褐色上。

黒色灰に白色灰が混入している。

暗褐色上191よ りしまりなし。

黒色灰。

黄褐色砂質上と黒色上の混層。もろい。

暗褐色上に炭化物を若干含む。しまりあり。

黄褐色砂質上のプロック。

暗褐色上に黄褐色砂質土を少量含む。

暗褐色土に黄褐色砂質土を多量に含む10よ り
しまりなし。

暗褐色上にプロック状の責褐色砂質上 を遣

屯す。

暗褐色上。しまりなし。

黄褐色砂質上。しまりなし。

Ch.52 SE44 覆土層序
1 暗褐色上に粘土質を多量に合む。

2 暗褐 色 土 。 しま りな し。
3 暗褐色上に若干の炭化物を含む。しまりあり

4
暗褐色上に若干の黄褐色砂質上、灰、黒色」
を含む。

5 灰層

Ch 53 SE45 覆土層序

1
暗褐色とに粒子状の黄褐色砂質上を少量禽
む 。

黒色上に炭化物を少量含む。

暗褐色 上 に炭化物 を少量含 む 6

4 暗褐色上に責褐色砂質土を少量含む。

5 黄褐色上にブロック状の暗褐色土を含む。

Ch.50 SE46 覆上層序
l 暗褐色上。しまりあり。

2
暗褐色上に庚化物・灰 (黒 )を若千含む(Dよ
りしまりなし。

3
暗褐色上に灰 (黒)少量と明貢色砂質上を蓼
量に含む。

4
暗褐色上に灰 (黒色)を多量に含むため12)よ
り黒く黒色上に近い色である。炭化物を若千
含む。しまりなし。

5 明黄色砂質上。

Ch_54 SE48 覆土層序

1
暗褐色土に灰化物が若干含まれる。しまりる

し。

2
暗褐色土に炭化物が着干、灰が少量含まれる
しまりはなし。

3 灰色灰に黒色灰が若干含まれる。

4 暗褐色土に炭化物あり、しまりあり。

5 暗褐色上、部分的にしまりあり。

6
暗褐色上に責褐色砂質土が少量含まれる。し
まりあり。

7 暗褐色土と黄褐色砂質上の混層。

8
暗褐色上に炭化物が若千含まれる。部分的に
しまりあり。

9
黒色土に多量の炭化物と若干の黒い灰、白し

灰が含まれる。

暗褐色上 と黒色土の混層。

灰色灰に黒色灰が若干混入している。

黄褐色砂質上に黒い灰が部分的に少量まじ
ている。しまりなし。
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Ch 55 SE50 覆土層序

l
曙褐色土に炭化物が若干含まれている。しま
りあり。

2 暗褐色砂質土。

3 暗褐色砂質上。しまりなし。

4 暗褐色砂質上に黒色粘上が多量に含まれる。

5
暗褐色土に褐色砂質上を多量に、展化物と環
色土を若干含む。しまりなし。

6
暗褐色土に褐色砂質土を少量に炭化物と黒t
土と黒い灰を若干含む。

7
暗褐色上に褐色砂質上が少量と炭化物が含ま
れている。

黄白色砂質上に暗褐色上が少量含 まれてし
る。

暗褐色上に黄白色砂質土 と黒い灰 を少量俊
芝す。

黄褐色砂質土 (鉄分を多く含んでいる為赤雀
を呈する)。

11 褐色砂質土。しまりなし。

黄白色砂質土n

責白色砂質上。しまりなし。

暗褐色土に、褐色砂質土と黒色粘質上を少遅
含む。

黄褐色砂質上、鉄分を多く含む為赤色を呈す
る。黒色土若千あり。

褐色砂質土に黄白色砂質上と暗褐色上が若耳
含まれる◇

Ch.56 SE50 出土陶器注記表
No 遺物NQ rL Ⅲl貿 出  土  区 器  種 特 徴 備 考

1 P 2205 FG51SE50フ ク土 天 目 美濃系天目碗
P2205(底 部)。 P
2206 (獅 ]著I)

P 2193 〃 美 濃 灰 釉
阻、折縁日縁で内面
|こ とダ肖」り。

P 2197 美 濃 褐 釉
皿、見込みと底に輪
ドチ痕有り。

F51SE50フ ク土 P
2189と 接着

4 P  2213 〃 〃 黄 瀬 戸 手
大皿、見込みに文様
と思われる劃線有
り。

P  1930 美 濃 褐 釉
皿、見込みに輪ドチ
痕有り。

FG51SE50フ ク」ヒP
2201と接着。

P 1968 〃 皿、底部系切り底。

FG51STl14フ ク 上
P1818・ P2115と接
着

7 P  2207 〃 唐 津

碗、硬質に焼成され、
薄釉が施 されてい

るぅ

8 P 1819 〃 〃
皿、見込みに 3つの
トチ痕有り。

SE50 P 1828・ P
1835・ P1948。 P
1969・ P2173・ P2185

9 P 2203 〃
llll、 見込みに3つの
トチ痕有り。

Ch.57 SE50 出土播鉢注記表
No 遺物No PL Fr. 出  土  区 器  種 特 徴 備 考

l P 2200 FG51SE50フ ク土 信 鉢
盾津系。 5条の卸目
有りぅ

P 2215 〃

3 P  1978 〃 越前系。 8条  〃
4 P 2176 〃 〃 。 9条  〃

5 P  2220 〃 〃
産地不詳系。 5条の
卸目有りぉ

6 P 2214 〃 備前系。
7 P 2188 〃 〃 〃

8 P 2202 〃 。 7条の卸目
有り。

Ch.58 SE51 覆土層序

l
暗褐色上に多量の黄白色粘質上を合む為明X
い色を呈する。

2
黒色土 (粘性あり)に黄褐色砂質上と炭化彰
を若千含む。

3 黄白色砂質土 (凝灰質浮石層)

4

暗褐色上に黄白色粘質土を含む為全体的に亡
味を帯びている。黒色粘質上も若干含まれて
いる。

5
暗褐色上と黄白色砂質土の混層。黒色粘質」
と黄褐色砂質上を着干含む。

6
暗褐色砂質上上に責白色砂質上が少量含ま油
る。

7
暗褐色上に責褐色砂質上を少量、黒色土を差
干含み全体的にややXtLがある。
責白色砂質土に凝灰質浮石土と暗褐色上を少
量含む。

暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、黒色粘質土
と炭化物と凝灰質浮石土を若干含む。

黄褐色砂質土に凝灰質浮石層と若干の暗褐雀
上を含む。

暗褐色泥土。
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Ch 59 SX52 覆土層序
1 暗褐色土。しまりあり。

2 暗灰色上、灰を多量に含む。しまりなし。

3 暗褐色土に炭化物を含む。しまりなし。

4 暗福色土と責褐色砂質上の混層。しまりなして

5 黒色腐植土。しまりなし。

6
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層で若干粘隆鹿

り。

7
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層で若干しまり

あり。

責褐色砂質土 (地山)

Ch.66 SX80 覆土層序

Ch 61 SX56 覆土層序

Ch_63 SX64 覆上層序

1
黄白色粘上の中に若千の暗褐色土と炭化物が

混在している。

2
暗褐色上に若干の黄白色粘質土と炭化物を含

む。

3 暗褐色土。

4 暗褐色土に若干の責白色砂質上が含まれる。

5
12)よ りも黄白色砂質上が多くレンズ状に入っ

ている。

6 暗褐色土。しまり強し。

7 黒色土。しまり強し。

8 青灰。

9 黄白色粘土。

暗褐色上に黄褐色砂質上混入。

黄褐色砂質上。

Ch 60 SX53 覆土層序

1
暗褐色土に炭化物 と黄褐色砂質土を若干
む。

黄褐色砂質上。

3 黄褐色砂質土 (地山)

1 暗褐色土。

2 暗黄色砂質土。

3 黄褐色砂質土 (地山)

Ch 67 SX88 覆土層序
1 暗褐色上。

2 粘土。

3
暗褐色上にカーボンと若干の責褐色砂質土を

含む。

4 青灰。

5 暗褐色土と焼上の混層。

6 焼土◇

7
暗褐色上に責褐色砂質上をブロック状に進

む 。

黄褐色砂質土 (地山)

Ch 62 SX61 覆土層序

1
暗褐色土と黄褐色砂質上の混層、炭化物を芝

干含む。

2 黄褐色砂質土 (地山)

l
暗褐色土に黄褐色砂質上を若干含む。炭化杉

も含む。

2 暗褐色上に黄褐色砂質土を少量含む。

3 黄福色砂質土 (地山)

Ch 64 SX68 覆上層序

1
暗褐色上に黄褐色砂質上が少量と灰、炭化彩
が若千含まれる。

2 黄褐色砂質土 (地山)

Ch 65 SX72 覆土層序

1
暗褐色上に若干の粒子状黄褐色砂質上を澄

む。炭化物あり。

2
暗褐色上に黄褐色砂質上を小プロック状に多

量に含む。炭化物あり。

3 茶褐色土。鉄分を多く含む為赤色を呈する。

4 暗褐色上に若干の黄褐色砂質土を含む◇

5 暗褐色上に炭化物を少量含む。

6
暗褐色上に多量の炭化物を含む為黒色を呈,
る。

7 褐色粘上。

暗福色土 と褐色砂質上の混層。

暗褐色上に炭化物を若干含む。

黄褐色砂質土 (地山)
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Ch 68 青磁注記表
INo 遺物No PL. Fig 出  土  区 器 形 釉 調 胎 土 特  徴 備   考

1 P  2064 L531 酒会壺蓋

外 :青緑
色
内 :淡青
緑色・赤
褐色

灰 色 浮  彫  文

2 P  838 〃 F52SE40フ ク上 〃

3 P  1222 J53H 香  炉 青 緑 色 〃 劃  線  文 漆接合痕

4 P 1422 150ST135フ ク土 碗 暗黄緑色 暗 灰 色 弁
目
蓮飼
櫛

外
内

P  408 H521 大皿 (盤 ) 青 灰 色 灰 色

P  1015 〃 F53ST■ 7aフ ク土 碗 青 緑 色 白 色 蓮  弁  文
7 P  1273 〃 K5211F ″ ″ 〃 劃  線  文

P H51■ 1

外 :暗縁
色
内 :暗青
緑色

灰 色 〃

P 1207 〃 」52Ⅱ I 暗青緑色

P 2007 G51SE50dフ ク土 暗 青 灰 色 暗 灰 色
11 P 2083 L53Pitフ ク土 青 緑 色 灰 色 墨付着

P 2079 〃 L53Pit内 フク土 皿 暗黄緑色 暗 灰 色 櫛目状流水文
P 〃 J5211 llll 青 灰 色 見込みに印花文

Ch 69 白磁注記表

No 遺物h rL 出  土  区 器 形 粕 調 胎 土 特  徴 備  考

P 1377 150H下 llll
責白色・

橙白色
責 白 色 二次焼成

P  141 K53H下 〃
黄白色 。

赤黄白色

P 1258 〃 K52Ⅲ ″ 青灰白色 灰 白 色
17 P  637 E53 白  色
P 1215 K52 責 白 色 黄 白 色
P  606 〃 F52 〃

P  386 〃 H52 ″ 〃 〃

P 1 K5加下 緑 青 白色 黄 白 色 漆  接  合
P 2464 F53Pit内 フク土 青 白 色 灰 白 色

P  594 F53H 白色・茶
灰色

P 1711 〃 152SE43bフ ク土 〃 青 白 色 〃

P 2239 K52SX79フ ク土 白  色 白 色

P 2137 〃 L53SX78フ ク上 〃 青 白 色 灰 白 色
P 1439 152ST126dフ ク土 /」、 ナ不 灰 白 色 見込み蛇の目

P 1546 K52ST131dフ ク土 白  色 〃

P 1263 〃 K5211 〃 灰 白 色 〃

P  130 〃 〃 L531 〃 白  色 〃

P 1232 〃 J53m 皿 灰黄白色 黄 白 色

P l195 」5211 碗 青緑白色 灰 白 色 口 縁 無 釉 口縁に黒漆付
着

A P 1084 F53STl17fフ ク上 〃 ″ 〃 漆接合痕
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Ch 70 染付注記表

No 遺物No rL Fig. 出  土  区 器 形
｀
釉 調 胎 土 文  様 備   考

P 1507 K53ST129dフ ク上 碗 青 白 色 白 色

P  372 〃 X5211 〃 青 緑 色

P  973 〃 H5211_L 青 白 色

P 1226 〃 J53Ш 〃 青 緑 色
漆接合 痕有
り。

P 1751 〃 H51Ⅲ 〃 白  色 底に文字 (長 )
有り。

P 1896 〃 148Ⅱ I ″ 青 白 色 蕉  葉  文 碁笥底。
P  936 〃 〃 G53Ⅲ上 青 灰 色 灰 色

P 1251 〃 K53H下 ″ 青 緑 色 灰 白 色 漆接 合痕有
り。

P 2049 M53Pit内 フク土 皿 白  色 白 色 牡 丹 唐草文

P 2062 〃 L53Pit内 フク土 青 白 色 ″ 牡丹 唐 革文 すす付着

P  935 〃 G53Ⅲ上 白  色 褐暦文 。唐革文

44 P 2095 〃 L53Pit内 フク土 〃

P  1767 〃 G53Pit内 フク土 潟磨文・唐草文

P l182 〃 152Ⅱ I 〃 緑 灰 色 責 自 色 玉 取 獅 子 文 すす付着

P 2078 〃 ′′ L53Pit内 フク土 青 緑 色 白 色
〃     ・

牡 丹 唐 草 文

P   19 K521 /1ヽ  ∫不 青 白 色 唐  草  文 底に文字 (大
明年造)有 り。

P 1596 〃 K53ST130dフ ク土 〃 白  色 碁笥底

P  696 〃 F53ST103フ ク土 皿 青 白 色

P 2276 H52111 浮 濁 色 茶 灰 色 碁笥底
P  887 E53ST103eフ ク土 緑 灰 色 黄 白 色
P  104 〃 K531 青 白 色 〃 〃

P  842 〃 E52STl15bフ ク上 青 緑 色 白 色 〃

P 5 K521 青 白 色 白 色

P  724 〃 D53ST108床面 青 緑 色 ″

P 2198 〃 FG51SE50フ ク土 〃 青 白 色 〃

P   21 L521 〃 四 方 欅 文

P 1203 〃 」5211 〃

P 1816 〃 G51Ⅲ 〃 山水人 物文
底に文字 (福 )
有り

P 2364 〃 153Pit内フク上 〃 獅  子  文
〃 (□ )
有り。

P 2110 〃 148ST145a 龍 文

P  704 80H54SE21 〃
花鳥折枝文・

四 方 欅 文

P  l19 〃 K531 〃 〃

P 1933 F51SE50bフ ク土 青 緑 色

P 4110 80SE22フ ク土 白  色 〃 飛  雲  文
P 2037 〃 148ST145aフ ク土 青 白 色 〃 唐  草  文 68と 接着
P 1992 〃 148ST145Cフ ク上 〃 67と 弱そ看

P 2028 148ST145aフ ク上 乳 白 色 茶 灰 色 71と 接 着

P 2027 〃 148ST145aフ ク上 ″

P 1989 J48ST145aフ ク土
すす付着。見
込み蛇の目。

P 1712 〃 2 152SE43フ ク土 青 緑 色

P  1252 K53Ⅲ 〃

P  173 〃 K53Ⅲ 〃 〃

A P 2061 L53Pit内 フク土 〃 灰 白 色 灰 白 色 牡 丹 唐 草 文
B P  663 D53H下 青 白 色 白 色 唐  草  文

C P 1823 H53SX72bフ ク土
底に文字 (長 )
有り。
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Ch 71 朝鮮系他注記表
血 遺物No PL 出 土  区 器 種 器 形 粕  調 胎  土 特 徴・備 考
P   60 L531¬ド 朝鮮 ? 碗 緑 灰 色 灰 色

P   411 152H 〃  ? /1ヽ  ナィ( 茶 灰 色
黄白～茶灰
色

見込み蛇の目。墨付
着。

P 1473 152ST102cフ ク土 朝 鮮 赤 褐 色
稜花状口縁。見込み
にトテ痕有り。二次
焼成のため釉が剣
落。

P 1453 〃 152ST126bフ ク土 赤 絵 士里 乳 白 色 茶 灰 色
P  635 E53H 白 磁 」ヽ 皿 白  色 白 色

P   356 15211 〃 重 すす付着。

P  1823 F51SE50bフ ク土 青白磁
高14N型
/」、 ナィ(

青 白 色 灰 白 色 見込み蛇の目

P   68 K521 白  磁 〃 白  色 底部片。

Ch 72 美濃灰釉陶器注記表
No 遺物No PL Ⅲ lg 出  土  区 器 形 和  調 胎  土 特  徴 備   考
P  107 K521 士霊 緑  色 灰 色 釉溜 り有り。
P  963 G53SE41aフ ク上 〃 二 次焼 成

P 2435 〃 K53Pit 小  皿 黄 緑 色 貴 白 色
P   39 〃 L511 llll 緑  色 〃 釉溜 り有り。
P 2479 K521 〃 〃

P   55 〃 L521 〃 責 緑 色

P 1262 〃 K52Ш 緑  色
P  857 F53STl17Cフ ク土 碗 責 緑 色 蓮  弁  文
P 1236 H52ST123bフ ク土 鉢 〃 灰 色

P  2246 K52SX79dフ ク上 大  皿
P  1810 〃 G51H 皿 菊 llll

P  1766 H50H 〃 黄 白 色 責  自 色

P  919 G52111上 〃

見込みに印花
文。底に輪 ド
チ痕有り

P 1356 〃 〃

P 1500 153ST102fフ ク土 黄 緑 色
底に輪 ドチ痕
有り。

P  1876 H52SX73a 緑   色 灰 色

P  ]716 152SE48フ ク土 〃

P 2346 〃 F53SX83フ ク土 黄 緑 色 責 白 色
見込みに印花
文。底に輪 ド
チ痕有り。

P 2387 〃 北表採 〃 〃

A P  165 K5311_L 〃

Ch 73 美濃褐和陶器注記表
No 遺物No PL Fig 出  土  区 器 形 釉 調 胎  土 特  徴 備  考

P   75 FG51SE50フ ク土 皿 黒 褐 色 赤 褐 色
見込みと底に

輪 ドチ痕 有
り。

P 1930 F51SE50aフ ク土 〃 〃 責 白 色 見込みに輪 ド
チ痕有り。

P 1296 K53H下 茶 褐 色 〃

見込みにトチ
痕。底に輪 ト
チ痕有り。

P 1818 G51STl14bフ ク土 黒 褐 色 灰 白 色
見込みにトチ

痕有り。底部
糸切り底。

P 2030 148ST145bフ ク上 瓢箪型壺 黄 白 色
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Ch 74 天目注記表

No 遺物 No ビ L 出  土  区 器 形 和 調 胎  土 特   徴 備   考
P  2365 153P五 内フク土 碗 黒 褐 色 灰 白 色
P   88 〃 L531 〃 〃 〃

P   140 K521

P  1998 148ST150フ ク上 黒   色 黄 灰 色 二な爆成

P 2406 茶 灰 色
P  188 K5311 〃 〃 黄 灰 色

Ch 75 責瀬戸手・ 唐津・志野他注記表

No 遺物No rL 出  土  区 器 種 器 形 釉 調 胎 土 特 徴 。備 考

P  388 H52H 黄瀬戸子 大  皿 黄 白 色 黄 白 色
P 1922 F51SE50dフ ク土 絵唐津 暗灰緑色 暗 灰 色
P 1929 〃  c  〃

P 2243 148SX75aフ ク上 志  野 lll 灰 白 色 赤 黄 色
P 1794 〃 H48111

P 2147 L53SX78フ ク上 美濃系 卸 皿 緑 白 色 灰 白 色 内面 に卸 目若干有
り。

P   75 K521 瀬戸系
褐釉

一駆 褐  色
外面に縦位の箆削り

痕 と横位の櫛 目有
りぅ

P 2310 F51Pit内 フク土
美濃瀬
戸系褐
熟

皿 責 灰 色 責 白 色 見込み外側
と底部外

側に釉溜り有り。

P 148111 不  明 黒 褐 色

P  l190 152111 〃 〃 〃 〃

A P 2242 148SX75aフ ク土 唐  津 灰   色 赤 茶 色 見込みに トチ痕有
り。

B P 2317 F51Pit内 フク土 灰 緑 色

C P 2218 FG51SE50フ ク土 〃 灰 色

Ch 76 越前注記表
No 遺物No PL Fig 出  土  区 器 形 釉  調 胎  土 特   徴 備   考
P  1560 71 K52ST131Cフ ク土 甕 暗 灰 色
P 2419 L52ST132フ ク上 皇 色

P  1544 71 KL52ST131フ ク上 灰 緑 色 暗 灰 色 窯灰色 (王 1)
有り。

和流れあり。

P  1547 L52ST131dフ ク土
128と 接着。焼
斑あり。

P K52SX79フ ク土 灰 緑 色

P  1556 K52ST131aフ ク土 〃 焼斑あり。
P  1562 KL52ST131Cフ ク土 〃 黄 白 色 〃 内面に灰釉。 〃

P  1535 K52ST131bフ ク上

P  146 K52H上 責 白 色 〃
内面底部に若
干の灰釉。

P  2247 K52SX80dフ ク土 〃 緑 灰 色
内面底部に灰
釉。

K52SX79 P
2250と接着

P  1560 K52ST131cフ ク上 責 白 色 内面に灰釉。

80157P384・
80156P3203
と接着
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Ch 77 信楽注記表

No 遺物No PL Fig 出 土  区 器 形 釉 調 胎  土 特  徴 備   考

P 1743 H511■ 甕 嗜 灰 色
胎上に大粒の

石英が多量に

含まれる。

P 1792 H48111 〃 灰 緑 色 〃

P  2434 〃 H50 〃 〃 〃

Ch,78 播鉢注記表

No 遺物No PL 出  土  区 分 類 色  調 胎  土 特   徴 備   考

P   307 78L69SDo2直 上 珠洲系 灰  色 灰 色
目

文

櫛部ｔこ
状

縁口
波

P   870 〃 81F53Ⅲ上 〃 〃

140 P  879 80155ST64Cフ ク土 〃 青 灰 色 〃 〃

P 2262 79K60H 灰   色

P  4473 〃 7916011 〃 暗 灰 色

143 P 3379 80K56SE22フ ク上 〃 灰  色 〃

P 4759 79ST31フ ク上
片 □

〃 80E54Pitフ ク土 〃

146 P  518 80E55H 〃 〃 〃

P  577 30H5411 漆付着

P  908 80K55SE20フ ク土 越前系 赤 褐 色 赤 責 色 9条 の櫛 目 すす付着

P  133 81M53SX52フ ク土
黒 。黄褐
色

灰 白 色 10    〃

P  202 80PQ55フ ク上 〃 赤褐色〃 〃 〃

P  545 30G5411 赤 灰 色 〃

P  4564 〃 79表採 黄 褐 色 赤灰 。灰色 11    〃

P 〃 78H471 〃 〃 〃 10    〃

P 1479 〃 78N4711T4
黒～緑灰
色

暗 灰 色

P  2507 81■ 53111」ヒ 備越系 赤 褐 色 赤 褐 色
P 1764 81H50111 〃 茶 褐 色 灰 色 5条 の櫛 目
P  127 〃 80K541 〃 〃 暗 灰 色
P  332 30PQ55 灰 色 片 □

P  ― 81FG51SE50フ ク土 赤 褐 色 赤 褐 色 7

P   83 81L531 備前系 茶 褐 色 暗 灰 色

P 2060 81H511
茶灰・暗灰
色

P   12 81」 531 暗 灰 色

P   91 78NG91 〃
茶灰・茶
褐色

茶灰・暗灰
色

P 2214 81FG51SE50フ ク上

P 2188 81F51SE50フ ク土
茶灰
色
暗
褐

P 2518 〃 81H52111上 〃 茶 褐 色 〃

P   79 81L521

P  965 81G53SE41bフ ク土 赤 褐 色 赤 褐 色 9条 の櫛 目
P 1279 〃 78K47Pitフ ク上 〃 〃

P  933 81G53H上

P  597 80E54SX21aフ ク土 III   a 赤 褐 色
赤責 。暗灰

角
6条 の櫛 目

P  892 〃 81F52SX58aフ ク土 6

P 80157SX36フ ク土 赤 黄 色
赤黄・暗灰
色

6条 の櫛 目

P  863 81F52SX56dフ ク土
黒・赤褐
色

黒 。赤褐色 5

P 1617 7915911 里 黒 6

P 1772 〃 81H48111
黒 。赤褐

角
黒・赤褐色 7

P 1380 赤 灰 色 灰 色

P  861 〃 81F52HI上 灰  色
P l175 80157SX34aフ ク上 II  b 〃
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P 79ST26fフ ク土 灰   色 灰 ζ

P
78H47ST08NヽV
―-10cm 赤 灰 色 〃 10条 の櫛 目

P 1706 81G52SE43フ ク土 灰   色 灰 色

P 80H54H 暗 灰 色 暗 灰 色
P 3316 79ST19aフ ク土 灰  色 灰 色 12条 の櫛 目
P 535 81F5211 12    〃

P 〃 8015711_L II  b 13    〃

P 81「52H 緑 灰 色 緑 灰 色
P 80M57Pit454 灰  色 灰 色

P 2217 81FG51SE50フ ク土 黒・灰色 8条 の櫛 目

l10 P 78K47SH04フ ク上
灰・暗灰
色

灰白・黒色 8

P 〃 80L55ST51Cフ ク土 黒   色 〃 8 〃

P 〃 81H52Ⅲ上
黒・灰白
色

灰 白 色 6

P 2402 81K53働15Pit内 黒  色 灰 色 すす付着。

P 81G52Ⅲ 上
黒・灰白
色

灰 白 色 6条 の櫛 目

P 81H53H 黒・貴自
色

黄 白 色 すす付着。

P 81K5311 灰 白 色 灰 白 免 6条の櫛目。
片   国。

P 1035 81F52STH8フ ク土
黒・灰白
色

〃 6条 の櫛 目

P 1196 80157ST81a床面 責 白 色 5    〃

P 81F52SE40bフ ク土
赤黄・灰白
色

P 81E52STl15bフ ク上 〃 灰  白 色

P 1278 80J54Pit内 床面
黒・灰白
色

灰 色 6条 の櫛 目

P 78ST08NWフ ク土
灰 。黄 白

角
黄 白 色 5

P 79J6011
黒・責白
色

赤 褐 色 7

P 81H5HⅡ
黒・灰白
色

灰 白 色

P 81147Pitフ ク土
黒・茶褐
色

黄 白 色 すす付着

P 81J53SE46フ ク土 黒  色 暗 茶 灰 色
P 80PQ55 〃 里

（
色

P 2612 811150 501
黒・灰白
色

黒・灰白色

P 〃 81152ST126Cフ ク土 黒   色 灰・灰白色 9条 の櫛 目

P 2372 81150ST1346bフ ク上
黒・灰白
色

黄 白 色
P 8114811 茶 灰 色 皇

小
色

P 80G551 黒   色 7条 の櫛 目

P 79SH03フ ク土
黒・責白
色

赤 責 色 9条 の櫛 目
P 81F51SE50aフ ク土 黒   色 灰 白 色 5    〃
P 81152111 〃 黒・灰白色
P 81150ST135Cフ ク土 暗 灰 色 9条 の櫛 目

P 81151SX68bフ ク土
黒・責白
色

黄 白 色 〃

P 454 81H5211 黒 色
暗白

色
灰
灰

P 3896 79もE10bフ ク土 灰   色 赤 黄 色
P 2526 81H52ST121フ ク土

黒・茶灰
色

茶褐 。黒色 9条 の櫛 目

P 〃 80J54Ⅲ上 黒  色 色里
（

口縁部に獅目
波  状  文

P 7915911 〃 7条 の 獅 目
P 80157ST81フ ク土 7
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Ch 79 瓦器注記表

No 遺物NQ PL Ⅲig 出 土  区 器 形 文  様 特 徴 備  考
P1755A H5011 手焙 り 巴 文 外面黒色研磨

P 1347 〃 152ST126フ ク土 〃
松葉文
・十字文

外面研磨

P  889 F53SX60aフ ク土 壺  形 雷 文 。巴文
P 2352 〃 F53SX83フ ク土

P1047A F53STl18dフ ク土 〃 巴 文

P   339 K53111 雷 文 巴 文

P  2107 し5311 手焙 り

P  2045 M53Pitフ ク上 〃 〃

P  2607 K53H下

P K53ST130フ ク土 壷  形 雷 文・ 巴文
外面黒色研磨。輪積
み痕有 り。

P 153ST102フ ク土 手焙 り
部分的に黒色を呈す
る彫り込み文様

(脚)円形状

P  1009 〃 H53SE41cフ ク土 〃 巴 文 外面黒色研磨

P  1762 H50Ⅱ I 〃 外面研磨 脚

Ch 80 かゎらけ注記表

No 遺物 No rL lt ig 出  上  区 特 徴 備 考

P  2420 152S■
｀
102フ ク土 糸切 り底。

P 2618 〃 J52Ⅲ 〃 。すす付着。
P  2240 〃 K52Pit内 フク上 〃

Ch 81 溶解物付着土器 (姑鍋)。 須恵器・他注記表

No 遺物No PL Fig 出  土  区 器 種 器   形 特 徴 備   考

240 P  2275 H51■ 1 須恵器 ナ不
火グスキ有り。箆書
き記号有り。0げ )。

P  229 H51SX85フ ク土
〃

〃 (W＼ )。
2蛇 P 152ST102aフ ク土 土  器 士霊

243 P  1081 F53STl17dフ ク土 駆誰
溶
付
器

lLI 鍋 銅付着。

P

P  709 E53ST103dフ ク上

246 P 2308 〃 150Pit内 フク土 〃 〃

P 2307 149Pit内 フク上 〃 〃 末使用。

P 1228 15311T 銅付着。

P 2322 F53Pit内 フク土 〃 〃 〃
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Ch 82 土師器・他注記表

NO 遺物No PL Ⅲ lg 出 土 区 器 種 器 形 特 徴 備 考

P 2306 K52SX81フ ク上 土 師 器 l lN 底部に砂付着。

P 2032 H50SD32フ ク土 ″ 底部は系切り底。

P 2644 H150SD32フ ク土
内

P 2643 H150SD32フ ク土 〃
〃   で再

調整。内黒。

P  2304 K52SX81フ ク土
P  2641 G51カ クラン層 〃 〃 〃

P  2299 G51カ クラン層
須恵系
土 器

P  2302 K52SX81フ ク上 土師器 甕 底部に砂付着6

P 2100 H50SD32フ ク土 ナ不 底部は糸切り底。

P  2642 〃 K52SX81フ ク土 須恵系
土 器

〃    墨
書有り。

Ch 83 鉄製品注記表

No 遺物No PL Fig 名 称 出  土  区 長さ×幅×厚さ(cm) 備 考

F  230 轡 E53ST103C房 苛面

F  746 刀 152ST102f床 面 5945× 24× 062 390g
F 1060 火 箸 G5蛋E57フ ク土 380× 06× 06
F 」 刀 15311」と 202× 14× 05
F 15那■

｀
102フ ク土 181× 130× 036

F  795 H51ST140フ ク土 16.36× 16× 04
F 1007 〃 〃 152ST124フ ク土 17925× 129× 0595
F 打 根 G51ST144aフ ク土 1255X16× 1_545
F 811 G51ST144aフ ク土 134× 136× 136
F  327 G52STl17aフ ク土 1141× 1_38× 114
F  520 〃 鉄 鎌 H53ST127aフ ク土 80× 10× 108
F  993 F53SF18フ ク土 9645× 063× 0585
F  908 148ST145aフ ク■ 8.335× 1.2× 082
F 1089 〃 〃 」53ST129Cフ クユ 904× 247× 056
F  265 F53ⅡLL 1088× 092× 090
F 打 根 K53H上 1294× 222× 217
F  873 〃 苧 引 金 H51ST140cフ ク土 9_70× 5855× 034
F  843 〃 不 明 G51ST144bフ ク土 10.39× 174× 038
F  365 /Jヽ G53STl19dフ ク土 671× 3_20× 0.30

F 311 〃 〃 H52HI上 6.92× 192× 026
F  550 K53ST130bフ ク土 861× 33× 04
F  720 152SE43フ ク土 40× 2_41× 0_34

282 F  287 /1ヽ H52ⅡI上 423× 363× 024
F  945 〃 L53SX78フ ク土 698× 2.18× 0335
F  846 H51ST140cフ ク土 6075× 20× 0.34
F  306 〃 〃 F53STl17 624× 2.25× 039
F  243 〃 か す が い 580× 067× 062
F  358 釘 〃 1012× 138× 0.74

F  466 〃 〃 〃 4_45× 152× 063 木付着

F  475 〃 5_74× 122× 082 〃

F 471 3.29× 162× 078 〃

F 141 鋸 鎌 F5311 18.5× 20× 022
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F 128 /1ヽ 刀 E5311 195× 153× 036

F 〃 153ST102フ ク土 1381× 18× 052

F 〃 か す が し H5HII 66× 10× 054

F 不 明 K531H 99× 25× 09

F 2156 〃 153ST102fフ ク土 1443× 20× 049

F F531 1687× 15× 148

F 釘 148ST145Cフ ク土 428× 112× 054

F 135 F5311 498× 098× 074

F F5211下 5765× 048× 0.4

F 2122 〃 KL52ST131aフ ク土 476× 12× 063

312 F 725 〃 152SE43Cフ ク土 49× 0675× 112

F 〃 H52ST121フ ク土 45× 074× 094

F 釘 148ST145フ ク土 5765× 09× 0815

F 〃 L52ST138 78× 17× 1295

316 F 895 148ST145Cフ ク土 672× 172× 125

F 1052 F53SX83フ ク土 662× 180× 1015

F ″ D5311 724× 128× 09

3119 F 〃 148ST145フ ク土 7185× 084× 068

F 〃 152ST126dフ ク土 524× 136× 09
F 148SX75aフ ク土 3355× 0,19× 0515 木付着

F 〃 H52ST123フ ク土 325× 088× 074

F 〃 M53SX76aフ ク上 474× 07× 0695 木付着

F G51ST144bフ ク土 608× 124× 076

F 〃 H52ST121フ ク土 542× 142× 067

F 756 〃 152SE43aフ ク土 817× 0.96× 0455

A F 内 耳 鍋 L52ST132aフ ク土 106× 108× 048

B F 鉄鍋 。皿 ? D58Pitア ク土 126× 32× 08 三足あり。

Ch 84 銅製品注記表

No 遺物NQ rL Fig 名 称 出 上 区 長さ×幅 ×厚さ(cm) 臆 考

F  505 銅 津 K521H 4885× 30× 0445

F 〃 L531下 2745× 1_495× 093

F  457 〃 F53STl18Cフ ク上 355× 319× 0715

F 1095 ″ K53ST130フ ク上 454× 29× 136

F 2134 〃 L52ST132aフ ク土 1316× 306× 10
F  406 H52ST121aフ ク土 835× 647× 091

F  244 切 羽 F53STl17eフ ク上 372× 24× 016

F  351 〃 H52ST121Cフ ク土 676× 676× 044

F 〃 」 柄 じ53111 10_1× 12× 034

F 〃 H521 966× 15× 048

F  788 〃 〃 H51H 956× 1.4× 04
F  322 G52STl19dフ ク上 91× 128× 05
F  352 第 H52ST121dフ ク土 168× 128× 046

F 153狙≧土 162× 106× 0_28

F  481 〃 H52ST123dフ ク土 12_54× 116× 04
F  170 〃 D53ST104bフ ク土 844× 1.32× 035

F  427 〃 H52ST122bフ ク上 123× 106× 0_24

F  497 〃 火 縄 鋏 K5211 1014× 048× 0.58

F 鉄 砲 玉 K53H 122× 122× 122

F  502 〃 G53Ⅱ I 132× 13× 132

F 〃 L531 526× 094× 0_1
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F  394 H52ST124 344× 056× 011
F  942 受 llll L52攪乱フク土 408× 064× 006

340 F  132 銅 滓 F5311 39× 1.8× 056
F  565 不明銅製品 M52ST132Cフ ク土 105× 098× 012

F  758 〃
蓮弁型銅製 152ST102cフ ク上 13_58× 726× 024

F  784 〃 毛 抜 き F53Pit内 フク土 795× 148× 01
F 取 手 J5311 5.54× 2.0× 0_5
F 銅 管 D52ST104フ ク土 7.31× 148× 024
A F  496 鏡 K5211 87× 126× 0.5
B F キ セ ル M531下 658× 1.2× 1.18 木付着

Ch 85 石製品注記表

No 遺物h PL_ Fig 名 称 出 土 区
縦(径)X横 (径)X高 (厚 )

石 質 備 考

S  l15 臼 H50Ⅱ I 197× 197× 1287 安  山 岩
S 〃 F53STl17fフ ク土 28,70× 28,70× 2.17 〃

S 〃 H5311 1713× 1713× 108 〃

349 S l10 〃 152もE43bフ ク上 1272× 1272× 93
S   165 〃 G53SD50フ ク上 1472× 1472X1086
S H53SE41bフ ク土 290× 416× 286
S 〃 L52H下 2312× 2312× 1075

〃 G52Ⅲ上 826× 8.26× 12.02
S   140 〃 148SB18Pitフ ク上 275× 195× 125 〃

S 石 鉢 G51ST144aフ ク上 18.29× 1382× 614 〃

H51 Ⅱl
S121と
着

上

接

S 〃 」5311¬F 1836× 24118× 935 〃

S 〃 L52H下 17.41× 1498× 342
硯 Kち 2ST131dフ ク上 3.66× 580× 108 粘  板  岩

S 〃 151H下 656× 642× 112 〃

K53H上 103× 551× 2475
S 〃 砥 石 F53コ 117× 624× 476 砂岩質凝灰岩
S  169 151ST134cフ ク土 12.54× 6.2× 524 〃

S  147 K52SE52フ ク土 1359× 672× 673
S  108 〃 152SE43aフ ク土 1024× 416× 269
S 1 K521 599× 3.86× 399 〃

366 S  102 14911 6.37× 694× 429
S 171 〃 149Ⅱ I 509× 486× 179 〃

S   145 砥 石 F51SE50フ ク土 54× 4.88× 391 〃

S   136 〃 M53SX76フ ク上 9,04× 342× 2,22
3ill S l19 〃 H48111 11.45× 6.94× 570
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Ch 86 古銭計測表

No C一No 名 称 出 土 区
計測値 (外径×内径×厚さ)

備 考

1 C 1 判 読 不 能 K531下 2_42× 065× 018
C 2 23× 06× 01
C 3 天 聖 元 宝 M531下 23× 0.63× 012

4 C 4 洪 武 通 宝 L531下 23× 0.58× 0.17 裏に 1銭」の文字あり

5 C 5 寛 永 通 宝 K531 2.35× 064× 011
C 6 無 文 銭 〃 175× 064× 004

7 C 7 K52X下 175× 082× 008
8 C 8 〃 K53H上 1.65× 125× 004
9 C 9 政 和 通 宝 244× 056× 014
C 洪 武 通 宝 K5311 224× 0.54× 0145
C 無 文 銭 L5211 ―×一 ×005
C 永 楽 通 宝 152ST102フ ク土 2.34× 0.67× 0,1

C 判 読 不 能 J531V 212× 069× 007
C 15311 228× 065× 008
C 230× 066× 011
C 永 楽 通 宝 H5211 245× 054× 014
C 銭 H52 23× 一×0145
C 寛 永 通 宝 G521 225× 066× 0.1
C G53H 235× 059× 011
C 銭 表採 2.3× 一×0145
C OO通 宝 E53ST103フ ク土 299× 065× 017
C 永 楽 通 宝 〃 253× 058× 015
C 十 銭 D5311 2.2× 0.44× 0.14

C 無 文 銭 F53ST103フ ク土 1_78× 0,7× 0_05

C 無 文 銭 D53ST104aフ ク上 185× 061× 006
C 寛 永 通 宝 E53H 234× 054× 013
C 皇 宋 通 宝 E53H下 244× 075× 01
C 洪 武 通 宝 212× 053× 09 裏 に 1銭 |の 文字 あ り

C 〇宋通 宝 E53STlllフ ク土 238× 068× 012
C 開 元 通 宝 136× 064× 0,12 欠損

C 永 楽 通 宝
「
5おTl18フ ク土 245× 0.95× 0,17

C 元 祐 通 宝 E53H 2.36× 0.67× 0.12

C OOO宝 L53・ 54ST101フク上 ―×一×0.16

C 無 文 銭 E53ST103フ ク土 190× 0.74× 0.08

C 聖 宋 元 宝 E53ST103フ ク土 236× 0.55× 0.14

“

C 至 和 元 宝 2.28 X O.67× 0.09

C 踊寧 元 宝 E52ST107フ ク土 2.35× 0.69× 0.13

C 寛 永 通 宝 D5211 2.39× 0.64× 0.12

C 無 文 銭 D53ST108フ ク土 176x01× 0.06
C 判 読 不 能 J5311 2.34× 071× 009
C 皇 宋 通 宝 D52ST104フ ク土 2.3× 0.72× 0.11

C 洪 武 通 宝 D54ST105フ ク土 1.97× 064× 0.09

C 23× 05× 0.13
C 聖 未 元 宝 E521 2.43× 0.6× 0.11

C 元 符 通 宝 E53STlllフ ク土 243× 066× 0.13
C ○寧 元○ E53ST103床面 ―×一 ×0.1

C 洪 武 通 宝 E53STlllフ ク上 21× 05× 0.16
C 元 豊 通 宝 F52H下 2.48× 74× 012
C 無 文 銭 E52H下 222X079× 01
C 〃 2.16× 0,63× 0.08

C 祥 符 元 宝
「
52SE40フ ク土 2.5× 0.61× 0,11

C 熙 寧 元 宝 F51STl16フ ク土 2.27× 0.69× 012
C 元 豊 通 宝 F51皿上 223× 0.6× 0.16
C 政 和 通 宝 F52SE40フ ク土 2.38× 0.64× 013
C 洪 武 通 宝

「
53STl17フ ク上 2.31× 0.57× 016

C 無 文 銭 〃 1.90× 065× 0.08

C 天 櫛 通 宝 2.27× 064× 012
C 58 判 読 不 能 2.35× 062× 0.14
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C 無 文 銭 F53ST■ 7フ ク土 190× 069× 006
C 元 祐 通 宝 236× 065× 014
C 判 読 不 能 244× 072× 018
C 景 徳 元 宝 〃 245× 057× 0_14

C 半」読 不 能 E53■1上 233× 019× 0_11

C 225× 050× 011
C 開 元 通 宝 F52SE40フ ク上 22× 062× 0.1

C 無 文 銭 F52STl13フ ク土 ―×一×01
C 至 和 元 宝 〃 235× 058× 012
C 開 元 通 宝 24× 069× 012
C 元 豊 通 宝 244× 067× 011
C 洪 武 通 宝 F52Ⅱ l 226× 062× 0.13

C 判 読 不 能 F5211 228× 046× 01
C F52STl13フ ク上 一×一×012
C 至 和 通 宝 F53STl17フ ク上 245× 072× 011
C 判 読 不 能 〃 ―×一×009
C 決 武 通 宝 F52STl13床面直上 228× 057× 014
C 嘉 祐 元 宝 233× 063× 012
C 紹 聖 元 宝 F52STl13フ ク土 248× 066× 014
C 判 読 不 能 214× 066× 01
C 無 文 銭 F53111上 228× 062× 01
C 永 楽 通 宝 E53ST103フ ク土 255× 057× 013
C 判 読 不 能 F53SX60フ ク土 ―×一×021
C 〃 F52STl13フ ク土 236× 072× 013
C 〃 E52H上 232× 07× 0_11

C 無 文 銭 F53STl18ピ ットフク土 125× 056× 007
C H53Ⅲ 214× 0_61× 009
C 〃 G53111上 ―×一×005
C 皇 朱 元 宝 〃 238× 064× 016
C 五 銭 〃 192× 0.32× 014
C 洪 武 通 宝 G53SE41フ ク土 293× 04× 02
C 〃 23× 0.67× 01
C 天 槽 通 宝 G53ST120フ ク土 206× 061× 014
C 判 読 不 能 〃 221× 068× 0.1

C H52ST121フ ク土 ―×一×0,09

C 〃 〃 2,4× 0.66× 01
C 〃 〃 23× 059× 011
C 〃 ―×一 ×01
C 判 読 不 能 H52ST121フ ク土 ―×一×0.09

C 開 元 通 宝 236× 069× 0.14

C ○ ○通 宝 〃 238× 0.95× 0.14

C 判 読 不 能 〃 173× 092× 0.12

C 無 文 銭 一×一×004
C 判 読 不 能 〃 227× 0,75× 01
C 〃 〃 183× 068× 0.09

C 〃 217× 065× 012
C 無 文 銭 214× 068× 008
C 〃 206× 066× 008
C 判 読 不 能 H53SE41フ ク土 ―×一×015
C 〃 244× 052× 015
C 一×一 ×016
C 1 洪 武 通 宝 F52STl13フ ク土 233× 061× 015

11 C 開 元 通 宝 〃 244× 0.62× 012
C 3 祥 符 元 宝 G53ST120フ ク土 24× 058× 012
C 4 紹 聖 元 宝 G53SE41フ ク上 24× 068× 015
C 5 判 読 不 能 F53STl18フ ク土 264× 0_71× 0_19

C 無 文 銭 H52ST121フ ク土 184× 0.73× 0.09

C 7 ―×一×007
17 C 8 〃 185× 07× 0.08
C 判 読 不 能 236× 0.68× 014
C 〃 〃 2.44× 058× 016
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C Э宋 元 宝 F52ST■ 3フ ク土 237× 068× 01
C 永 楽 通 宝 H53SE41フ ク土 25× 0_56× 012
C 判 読 不 能 F53STl18フ ク土 264× 06× 028
C 〃 〃 251× 06× 02
C H52ST121フ ク土 ―×一 ×006
C 無 文 銭 193× 069× 005
C 熙 寧 元 宝 222× 066× 013
C 朝 鮮 通 宝 229× 066× 017
C 元 祐 通 宝 F53STl17フ ク土 246× 071× 0,14

C 洪 武 通 宝 228× 054× 014
C ○ ○○ 宝 H53SE41フ ク土 ―×一×015
C 判 読 不 能 H52ST121フ ク土 244× 077× 013
C 〃 1_82× 097× 019
C 137 2.16× 068× 012
C 〃 225× 033× 022
C 洪 武 通 宝 〃 232× 一 ×0_13

C 天 聖 元 宝 F53STl17フ ク土 249× 0.61× 013
C 1 洪 武 通 宝 235× 05× 013
C 2 紹 聖 元 宝 236× 066× 014
C 3 洪 武 通 宝 H53SE41フ ク土 2.27× 057× 017

140 C 4 開 ○ 通 宝 F53STl17床 面 250× 073× 012
C 5 洪 武 通 宝 153Ⅱ I ×0_58× 01
C 聖 宋 元 宝 152H下 243× 064× 013
C 祥 符 元 宝 152111 286× 071× 008

lJ C OOO宝 ―×一 ×008
C OO元 ① ―×一 ×007

146 C 150 皇 宋 通 宝 244× 062× 017
C 無 文 銭 K52H 2_06× 07× 01
C 至 道 元 宝 〃 246× 0_6× 0,12

C 熙 寧 元 宝 234× 0.62× 0165
1酎 C 元 豊 通 宝 J531Π 296× 064× 013
C 155 皇 宋 通 宝 G5211 245× 073× 015
C 洪 武 通 宝 K52H下 238× 065× 017
C 咸 平 元 宝 J53111 244× 062× 0.12

C 皇 宋 通 宝 L5211~F 234× 074× 0.12

C 渋 武 通 宝 L5211T 234× 054× 02
156 C え 楽 通 宝 K53H下 257× 057× 017
lV C 洪 武 通 宝 L5311下 20× 07× 008
C 判 読 不 能 〃 23× 0.64× 014
C 熙 寧 元 宝 H53ST127フ ク土 244× 064× 016

160 C 開 元 通 宝 152ST102フ ク土 2.51× 06× 013
C 判 読 不 能 L53Ⅱ I上 244× 0.68× 016

162 C 洪 武 通 宝 G53SX61床面 228× 0.55× 0.19

C 無 文 銭 152ST102フ ク上 191× 05× 008
C 判 読 不 能 J53S´ 1｀128フ ク土 256× 0.66× 0.21

C O元 通 宝 15111~F 219× 0.65× 01
C 政 和 通 宝 H51H下 24× 056× 0.13

C 判 読 不 能 G52SX63床面直上 226× 062× 014
C ○ ○ ○ 宝 G52もX63フ ク土 一×045× 014

169 C O元 通宝 152ST102フ ク土 246× 075× 012
lil C 紹 聖 元 宝 K52ST130フ ク土 2_4× 068× 015
C 決 武 通 宝 K53ST130フ ク土 209× 0.65× 012
C 判 読 不 能 227× 0.67× 012
C 無 文 銭 〃 21× 0,76× 0.1

C 〃 〃 ―×105× 0.05

C 217× 075× 0.11

176 C 成 平 元 宝 ―×一 ×013
C 永楽 通 宝 15にD32フ ク土 ―×0.46× 017
C 洪 武 通 宝 152SE43フ ク上 2.33× 056× 0_16

C 無 文 銭 1.83× 074× 0,08
180 C 〃 185× 084× 0.07
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C 洪 武 通 宝 152SE43フ ク土 226× 068× 014
C 嘉 定 通 宝 〃 247× 07× 0_11

183 C 景 徳 元 宝 245× 0_61× 012
C 開 元 通 宝 152ST102フ ク土 238× 066× 012
C 190 無 文 銭 〃 2.38× 069× 0_13
C 聖 未 元 宝 152ST125フ ク土 248× 105× 011
C 洪 武 通 宝 244× 054× 014
C 〃 〃 214× 0_49× 017 裏に 十一銭」の文字あり
C ○宋通 宝 L52ST132フ ク上 264× 079× 0,12

190 C 永 楽 通 宝 2_42× 056× 014
天 聖 元 宝 K52ST131フ ク上 243× 055× 013

C 判 読 不 能 〃 222× 07× 01
C O豊 ○ ○ K52ST131フ ク土 ―×04× 016
C 開 元 通 宝 K53ST130フ ク土 2_45× 064× 015
C 天 槽 通 宝 K53ST129フ ク土 249× 066× 013

196 C 202 咸 平 元 宝 152ST102フ ク土 247× 062× 015
C 判 読 不 能 K53ST130フ ク土 ―×一 X015
C 熙 寧 元 宝 J52SX64フ ク土 241× 07× 015
C ○ 武通 宝 152ST102フ ク土 ―×0_5× 015 裏に 十一銭」の文字あり
C 判 読 不 能 151ST134フ ク土 258× 072× 013
C 152ST102フ ク上 238× 0_63× 012
C 無 文 銭 221× 一×02
C 209 〃 J52SX64フ ク土 21× 074× 0_13
C OO通 宝 151ST133フ ク土 236× 06× 013

附5 C 判 読 不 能 152ST102フ ク土 226× 077× 015
郷6 C 無 文 銭 J53ST128フ ク土 171×一×0.06
C 洪 武 通 宝 152ST102フ ク土 2_0× 054× 014 裏に「―銭Jの文字あり
C 皇 宋 通 宝 J52SX64フ ク土 25× 064× 0_14
C 紹 聖 元 宝 152ST102フ ク上 241× 071× 0.12
C 熙 寧 元 宝 〃 233× 0_67× 014
C 天 OO宝 24× 06× 012
C 218 治 平 元 宝 153ST102フ ク土 2.43× 063× 014
C 景 祐 元 宝 〃 248× 041× 0,11
C 220 元○ ○宝 234× 071× 0_35
C 咸 平 元 宝 241× 059× 012
C 紹 聖 元 宝 J53SE44フ ク土 241× 06× 012
C 223 洪 武 通 宝 L52ST138フ ク土 228× 056× 017
C 224 無 文 銭 J53SE44フ ク土 1.84× 084× 0_1
C 225 判 読 不 能 152SE43フ ク土 217× 0.67× 0,1

221 C 226 政 和 通 宝 152ST133フ ク土 25× 058× 009
C 元 豊 通 宝 151ST133フ ク土 2.48× 067× 01
C 228 判 読 不 能 151ST134フ ク土 259× 0.14× 017
C 229 開 元 通 宝 」53SE44フ ク土 244× 069× 019
C 元 祐 通 宝 J53SE46フ ク土 24× 066× 013
C 開 元 通 宝 152ST102フ ク上 236× 0.64× 0.11

2% C 洪 武 通 宝 243× 058× 019
C 判 読 不 能 243× 一×011
C 開 元 通 宝 231× 065× 0.13
C 235 判 読 不 能 K53ST130フ ク上 ―×一×014

2311 C 聖 未 元 宝 J53SE44フ ク上 24× 0.66× 017
C 237 〇〇元 宝 」53ST128床面 241× 068× 011 4箇所に穿孔あり
C 景 徳 元 宝 243× 058× 0.15

路3 C 洪 武 通 宝 K53ST130フ ク土 1.9× 065× 007
C 皇 宋 通 宝 [52ST125フ ク土 23× 0.57× 0,09
C 判 読 不 能 K52も■

｀
131フレ土 213× 067× 0.15

C OOO宝 L52ST138フ ″土 2.5× 076× 017
C 洪 武 通 宝 J52ST124フ クトi 235× 0.5× 0.19 裏に藁が付着
C 天 槽 通 宝 E52STl13フ ク土 24× 064× 017
C 熙 寧 元 宝 K52ST130フ ク土 2_4× 073× 013

240 C 留 聖 元 宝 L52ST138フ ク土 249× 08× 0.12
C 開 元 通 宝 H51Ш 245× 068× 0,13
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242 C 鉄 銭 150表採 253× 077× 023
C 判 読 不 能 H4811 224× 068× 011

2襲 C 250 寛 永 通 宝 H48H 242× 061× 011
C 254 銭 G51lII 318×一×022

246 C 255 無 文 銭 F52STl14フ ク土 22× 086× 01
2T C 政 和 通 宝 F51SE50フ ク土 245× 062× 013
C 洪 武 通 宝 187× 061× 011
C 咸 平 元 宝 248× 06× 014 △共伴

2511 C 259 元 豊 通 宝 〃 243× 06× 014 △共伴

C 祥 符 通 宝 255× 064× 01 △共伴

C 261 Э元○ 宝 148111 237× 057× 013
C 262 皇 宋 通 宝 148ⅡI 23× 074× 012 SB19に イ半う

C 無 文 銭 F5(E50フ ク土 174× 092× 006
C 264 判 読 不 能 G51SE48フ ク土 233× 055× 014
C 天 聖 通 宝 H50ST146フ ク土 221× 068× 012
C 天 樽 通 宝 F51SE50フ ク土 23× 065× 012
C 皇 宋 通 宝 G51SE48フ ク土 248× 0,74× 01
C 咸 平 元 宝 F51SE50フ ク土 299× 065× 013
C 無 文 銭 176× 095× 005 ○共伴

C 〃 〃 176× 0.1× 008 ○共伴

C 271 169× 0_1× 005 ○共伴

C 272 開 元 通 宝 H51ST141フ ク土 238× 067× 012
C 273 咸 平 元 宝 H51ST133フ ク土 240× 058× 012
C 無 文 銭 F51SE50フ ク土 176× 0_9× 0.09

C 275 判 読 不 能 ■48Jr142フ ク上 23× 066× 0_34
C 276 無 文 銭 148ST145フ ク土 174× 083× 009
C 19×一×006
C 278 H48も

′
1｀142フ ク土 191× 064× 005

C 279 195× 076× 01
C 280 〃 148ST145フ ク土 162× 062× 008
C ―×一×008
C 282 17× 13× 006
C 283 〃 〃 1.55× 0.84× 0.07

C 至 大 通 宝 H48ST142フ ク上 23× 064× 011
C 285 皇 宋 元 宝 H50SD32フ ク土 0_42× 0.69× 012
C 無 文 銭 148ST145フ ク土 17× 0_8× 0,08

C 287 〃 〃 18× 108× 01
C 288 至 大 通 宝 L53ピ ット内フク上 239× 05× 017

280 C Э OO室 L53ピット内フク土 ―×058× 014
C 290 無 文 銭 K53ピ ット内フク土 174× 069× 005

2V C 判 読 不 能 M53ST149フ ク土 238× 064× 013
C 292 元 祐 通 宝 M63ピ ット内フク土 236× 058× 012
C 293 紹 熙 元 宝 L53ピ ット内フク土 246× 062× 014
C 判 読 不 能 H52H 24× 06× 017
C L53ピ ット内フク土 242× 06× 015
C L5311 224× 062× 014
C 297 大 中通 宝 22× 055× 0

C 判 読 不 能 L5311 2.12× 0_66× 014
290 C 299 24× 0,7× 013
C 洪 武 通 宝 K52ST130フ ク土 22× 058× 012
C 皇 宋 通 宝 K53SX78フ ク土 231× 061× 011
C 302 太 平 通 宝 K53攪乱層 2_44× 059× 01
C 判 読 不 能 227× 079× 014
C 〃 し53SX78フ ク土 ―×―×01
C 天 権 通 宝 F53STl18フ ク土 238× 067× 012
C 寛 永 通 宝 H48ST143フ ク土 236× 061× 012
C 判読 不 能 K53Ⅲ下 228× 064× 0]
C ″ 152SE43フ ク上 2.20× 061× 011
C 朝 鮮 通 宝 K53ピ ット内フク土 2.43× 058× 0_13

C 元 祐 通 宝 148ピ ット内フク土 2.41× 0.73× 0_13

C 判 読 不 能 K531V 214× 071× 0_12
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C 判 読 不 能 K531W 226× 061× 012
C 無  文  銭 23× 069× 011
C 政 和 通 宝 151V 248× 062× 015
C 317 〃 148ST147フ ク上 231× 067× 012
C 無 文 銭 20× 075× 014 藁が付着

C 永 楽 通 宝 148ピ ット内フク土 2.05× 053× 012 SB19付属ピット
C 洪 武 通 宝 〃 264× 058× 017 〃

C 321 永楽 通 宝 〃 ―×一×011
1 C 322 嘉 祐 通 宝 K52SE43フ ク土 240× 071× 0_14
12 C 永 楽 通 宝 K53ST128フ ク土 251× 056× 0_14

13 C 判読 不 能 L52ST38フ ク土 一×045× 013
14 C 元○通宝 245× 065× 015
C 326 ○ ○ ○ 宝 151SE52フ ク土 ―×一 ×014
C 熙 寧 元 宝 148SE49フ ク土 236× 075× 014

17 C 328 無 文 銭 148ST147フ ク土 20× 074× 009
C 〃 19× 079× 012

19 C 330 判 読 不 能 224× 0_63× 0_12

C 23× 063× 014
C 〃 〃 216× 062× 01
C 無 文 銭 19× 054× 008
C 判 読 不 能 22× 064× 02
C 〃 248× 0,7× 025
C 336 〃 〃 23× 064× 012
C 337 24× 067× 023
C 無 文 銭 193× 0_83× 0_07

C 339 判 読 不 能 〃 218× 07× 024
C 景 徳 元 宝 F51SEフ ク上 245× 059× 013
C 無 文 銭 ―×一×006
C 判 読 不 能 148ST147フ ク土 22× 064× 017
C 〃 152ピ ット内フク土 216× 066× 017
C 344 洪 武 通 宝 151SE52フ ク土 214× 07× 01
C 元 豊 通 宝 1511V 25× 064× 013
C 淳 化 元 宝 K52SX79フ ク土 24× 056× 0
C 無 文 銭 148ST145フ ク土 17× 069× 0_06
C 熙 寧 通 宝 H48111 2_05× 065× 017
C 大 観 通 宝 22× 0_55× 0_07
C 判 読 不 能 227× 061× 013

340 C 無 文 銭 H48ピ ット内フク土 192× 095× 006
C 213× 0_74× 009
C Э OO宝 L52ST138フ ク上 248× 062× 02
C 永 楽 通 宝 152m 236× 057× 015

344 C 355 判 読 不 能 155111 2.18× 067× 008
C 357 皇 宋 通 宝 246× 069× 012

346 C 358 判 読 不 能 〃 231× 071× 012
3町 C 359 元 符 通 宝 F52SX58フ ク上 247× 07× 014
C 景 徳 元 宝 F52SX62フ ク土 243× 0.61× 013
C 元 祐 元 宝 〃 2_43× 077× 013

3冊 C 362 至 大 通 宝 F53SX83フ ク土 241× 054× 017
C 判 読 不 能 23× 063× 01
C 212× 072× 008

353 C 365 〃 225× 069× 01
C 〃 204× 069× 008

3rD5 C 252× 052× 014
C 判読 不 能 F53SX83フ ク土 229× 0,725× 0.12
C 369 〃 〃 2.21× 063× 012
C 元 豊 通 宝 F53Ц

「
下 255× 071× 0.14

C 判 読 不 能 H48ST142フ ク上 226× 064× 012
3側 C 372 無 文 銭 F53ピ ット内フク上 1_7× 098× 005
C 373 無 文 銭 F53ピ ット内フク土 135× 一×004
C ″ 〃 ―×一×004
C 至 道 元 宝 G53SE57フ ク上 235× 063× 011
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C 永 楽 通 宝 246× 0.52X014

C 377 無 文 銭 ―×一×016

C 至 道 元 宝 H53■ I 243× 0.63× 012

C 祥 符 ○ ○ E52STl13フ ク土 221× 06× 01
368 C 判 読 不 能 E5311 ―×一 ×012

C K52111 ―×0.5× 0.1

3711 C 無 文 銭 K53H上 一×一×0.12

C 治 平 元 宝 表採 241× 0,64× 013

C 無 文 銭 1_84× 096× 0.08

373 C 皇 宋 通 宝 L52ST132フ ク上 2_47× 0.69× 01 ※付着して出土

C 387 判 読 不 能 〃 243× 0.62× 013 ※付着して出上

C ○ ○元 宝 2.46× 06× 0,12 ※付着して出土

C 無 文 銭 H52ST121フ ク上 178× 068× 0.05

377 C 天 聖 元 宝 表採 247× 067× 0.14

C 判 読 不 能 2.37× 06× 0.12

C 392 〃 F53ピ ット内フク上 2.49× 064× 022

3削 C 景 徳 元 宝 H5311 226× 06× 011

C 判 読 不 能 L52SX65フ ク上 ―×一×01
382 C 無 文 銭 J52ピ ット内フク上 ―×一×0.08

C 判 読 不 能 〃 2.39× 0 65XO.ユ

334 C 半 銭 22× 一×0.63

385 C 398 判 読 不 能 F51SE50フ ク土 ―×一×0,1
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